


　教室は、教師自身が居心地の
良い空間にする。私は、文房具
やギターなど好きなもの、こだ
わりの品などを置くことにして
いる。教師の心の安定は、子供
たちに伝

でん

播
ぱ

する。

学級経営は、どの子も必ず笑顔になる「必笑」を
テーマにしている。教室も「①触れる　②つくる　
③役立つ　④表現する　⑤認め合う」という「必
笑５」を意識した環境にしている。

↑SDGsをいつも意識させるマグネット。
工作用紙とドットシールで体育の対戦表。

↑本物に触れる「虫育・花育」コーナー。羽化の瞬間はどの
子も感動する！　理科好き増加中！

東京都小平市立小平第四小学校 千
ち

葉
ば

 雄
ゆう

二
じ

教室の
風景

↑「ジャンボ ホワイト・ＴＯＳＳノート」を4枚活用。黒板
の字を隠したり、消さずに保存したりと便利！

↑提出物は、テストの空き箱を利用している。
あら不思議！　いつの間にか出席番号順に！

↑教室後方の壁面装飾は、１年間貼りっぱなしで変化なし。
写真は、１人１枚の担当で仕上げるジグソー画（向山実践の応用）。

タイアップ企画

見どころ

その①

見どころ

その②

TOSSオリジナル教材は
カタログからもお申込みいただけます！

五色百人一首のカルタ教材や、特別支援教育教材など、ヒシエス（誠文社）、スクラボ（三和製作所）の
カタログからもお申込みいただけます！　ぜひご活用ください！
※それぞれ、小学校総合、中学校総合、特別支援教育カタログに掲載されています。
※カタログに掲載されていない教材でも、両社のカタログを通して
　お申込みいただくことが可能です。地域の教材会社へご相談ください。

特報！

ヒシエス教材カタログ スクラボ教材カタログ

www.tiotoss.jp

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：a267jy

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

5月号
で紹介！

ジャンボ ホワイト・TOSS 
ノート
スタートキット　6,000円（税込）
追加３枚セット　10,000円（税込）
特典：TOSSメモ赤　プレゼント
パスワード：ag3n4z

4月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材

五色百人一首（クラスセット）
生徒10名用　6,600円（税込）
生徒20名用　12,100円（税込）
生徒30名用　16,500円（税込）
特典：五色百人一首一筆箋プレゼント 
パスワード：yxoclw
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2

一
　
正
確
に
写
さ
せ
る

　
「
正
確
に
か
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
理
科
の

学
習
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

形
、
色
、
大
き
さ
、
長
さ
、
重
さ
、
数
な
ど

生
き
物
や
実
験
図
に
は
意
味
が
あ
る
。

　

教
え
て
し
ま
う
の
は
簡
単
で
あ
る
。

　

観
察
や
実
験
の
観
点
を
入
れ
て
、
子
供
た
ち

自
身
に
気
付
か
せ
た
い
。

　

方
法
は
様
々
あ
る
が
、「
正
確
に
写
す
」
こ

と
で
そ
れ
ら
に
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
図
を
、
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
写
し
な
さ
い
」

　

カ
ー
ボ
ン
紙
や
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を

使
っ
て
写
さ
せ
る
。

　

そ
の
後
、
で
き
る
だ
け
実
物
を
見
な
が
ら
着

色
さ
せ
る
。

　
「
こ
ん
な
色
を
し
て
い
る
の
か
」

　
「
何
で
こ
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
？
」

　

描
き
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
自
問
自
答
し
て

い
る
。

　

そ
し
て
、「
～
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
仮

説
や
気
付
き
が
生
ま
れ
る
。

　

上
手
な
図
の
仕
上
が
り
に
、
子
供
た
ち
の
自

己
肯
定
感
が
高
ま
る
。

　

写
す
こ
と
で
絵
が
苦
手
な
子
も
満
足
す
る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校　

千ち

葉ば

　
雄ゆ

う

二じ

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

思
考
の
整
理
を
促
す
ノ
ー
ト
指
導（
理
科
編
）

理
科
の
ノ
ー
ト
指
導
は
、「
正
確
に
写
す
」「
理
科
の
日
常
化
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
！

正
確
に
か
く
こ
と
で
、
様
々
な
発
見
、
気
付
き
が
で
き
る
。
日
常
化
を
意
識
し
、
枠

を
決
め
て
限
定
し
て
書
く
か
ら
こ
そ
思
考
が
整
理
さ
れ
る
。

▲�教科書の図を真似して写し、着色する。色、大きさ、長さ、数など
から発見がある。この子は、「めしべの低さ」に気が付いた。

５年「植物の実や種子のでき方」



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 63

二
　「
理
科
の
日
常
化
」
を
意
識
さ
せ
る

　

理
科
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
で
は
、
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
与
え
、
日
常
化
を
意
識
さ
せ
て
ま
と
め
さ

せ
て
い
る
。

　
「
こ
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
？
」

　
「
日
常
に
活
か
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
は
？
」

　
「
も
し
、
こ
の
原
理
を
使
う
な
ら
ば
？
」

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
な
が
ら
、
ノ

ー
ト
を
ま
と
め
さ
せ
る
。

　

子
供
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
タ
イ
ト
ル
は
最

後
に
考
え
る
子
が
多
い
。

　

観
察
や
実
験
し
た
こ
と
を
三
つ
の
事
例
で
ま

と
め
さ
せ
る
。

　
「
た
く
さ
ん
実
験
し
て
い
て
も
、
三
つ
だ
け

取
り
上
げ
て
か
き
な
さ
い
」

　

限
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
思
考
が
整
理
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
日
常
で
使
わ
れ
て
い
る
例
を
取
り

上
げ
さ
せ
る
。

　

教
科
書
の
コ
ラ
ム
な
ど
か
ら
引
用
さ
せ
る
。

　

一
人
一
台
の
端
末
時
代
到
来
で
、
こ
の
部
分

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

日
常
化
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
考
察
は
、
実

感
の
伴
っ
た
記
述
に
な
っ
て
い
く
。

　

理
科
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
は
、「
学
び
に
向
か

う
人
間
性
」
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５年「ふりこの動き」　見開きノートまとめ

③原理が応用され日常で使われている製品 ④実感の伴った考察

①理科の日常化を意識したタイトル ②３つの事例を取り上げて証明



大成功の
絵画工作
授業

4
■創造プロセスに基づく教材「積み木の形から何ができるかな―積み木遊びからの発展―」（1）

未
来
を
創
る

も
の
づ
く
り

生
命
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
て
、
よ
り

よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授　

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ば
な

い
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
の
問
い
は

「
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ば
ず
に

自
信
を
な
く
す
子
供
が
い
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

創
造
プ
ロ
セ
ス
や
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
教

材
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　

創
造
プ
ロ
セ
ス
と
は
「
原
形
→
基
本
形
→
発

展
形
」
の
過
程
で
あ
り
、「
発
想
か
ら
形
へ
、

そ
し
て
形
か
ら
発
想
へ
」
と
い
う
双
方
向
共
存

の
過
程
で
も
あ
る
。
そ
し
て
基
軸
は
価
値
観
の

形
成
と
し
た
。
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
教

材
と
は
「
○
○
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」（
二
〇
二
一

年
二
月
号
）
や
「
ペ
ー
パ
ー
ガ
ー
ラ
ン
ド
」

（
二
〇
二
一
年
四
月
号
）
な
ど
を
指
す
。

【発想から形へ、そして形から発想へ】
つくろうとするものが思い浮かんだときには、そ
れを形にする。思い浮かばないときには、とりあ
えず（または思い切って）、一つの形をつくって目
の前に置く。そして目の前の形をじっと見て、次
はどうするかを考える。この繰り返しで、つくろ
うとするものの形を明確にしていく。

発展形

原形

基本形

発想を広げ
るための大
もとの形

積み木遊び
(積む、並べるなど)



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真
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■創造プロセスに基づく教材「積み木の形から何ができるかな―積み木遊びからの発展―」（2）

作品／こども學舎の皆さん（北海道札幌市）

　

で
は
、
何
の
た
め
に
そ
う
し
た
〝
造
形
す
る

力
〟
や
〝
創
造
す
る
力
〟
を
高
め
る
の
か
。
教

育
の
大
前
提
で
あ
る
「
子
供
の
生い

の
ち命

を
預
か
る

責
任
」
や
教
育
と
社
会
と
の
密
接
な
つ
な
が
り

を
踏
ま
え
れ
ば
、「
生
命
を
基
本
と
す
る
社
会

を
創
る
た
め
」
と
答
え
た
い
。
生
命
に
及
ぼ
す

影
響
に
配
慮
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
創

造
す
る
社
会
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
の
原
発
事
故
で
は
、
そ
の
重
要
性
を
強
く
再

認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
生
命
を
基
本
と
す
る
社
会
を
創

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
づ
く
り
を
目

指
す
の
か
。
端
的
に
言
え
ば
、「
自
然
と
対
立
す

る
も
の
づ
く
り
で
は
な
く
、
自
然
と
馴
染
む
も

の
づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
間
は

自
然
の
一
員
で
あ
り
、
自
然
に
支
え
ら
れ
て
こ

そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述

し
た
教
材
は
、
自
然
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
有
り
余
る
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
材
料
で
は

な
く
、
必
要
最
小
限
の
材
料
で
無
限
の
可
能
性

を
生
み
出
す
こ
と
（
少
な
い
材
料
で
多
様
な
発

想
を
生
み
出
す
こ
と
）
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

造
形
性
、
創
造
性
、
そ
し
て
生
命
や
自
然
へ

眼
差
し
を
向
け
る
人
間
性
。
そ
れ
ら
は
未
来
を

創
る
も
の
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
。

＊
エ
レ
ン
・
H
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
著
『
ユ
ー
セ
ニ
ク
ス
』（
住
田
和
子
・
住
田
良
仁
訳
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
出
版
、
2
0
1
6
、
第
二
刷
）
…
生
命
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
て
生
活
環
境
を
研
究
す
る
学
問
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

【ものづくり教育】一教科、一分野という限定した意味ではなく、ものづくり全体を視野に入れた教
育を指す。科学・技術・芸術の連携を横軸とし、ものづくりの原点（手づくり）から最先端（5G・
6G、AI、IoTなど）までの流れを縦軸とする。ものづくりの過去・現在・未来や新旧の併存も含む。
図画工作科や美術科にかかわる手工・工作・工芸・デザインとともに理科や技術・家庭科、そして
総合的な学習の時間におけるものづくりなども含んでいる。原子力発電所も含めて、人間の生活環
境を創るありとあらゆるものづくりを念頭においた。2021（令和3）年は福島の原発事故から10年
目にあたる。



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「机間巡視」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

“見方・考え方”が手にとるように分かる

「教科書の構造」を
生かした授業展開

2021
月号6

14　�画期的指導「図読法」は、分析批評B型から生まれた！ 	 椿原正和

15　�教科書の構造を生かし、「基本型」の学習までをスムーズにつなげる	 星野優子

16　�例題、類題、練習問題、スキルという「線」で確実にできるようになる	 木村重夫

18　�一作品ですべてを教えようとしない方が良い	 長谷川博之

20　�ビジュアルになった改訂教科書を生かして、説明文の構造を教える 	 山本雅博

22　�教科書見開きの「資料の種類」を熱中する展開で教え、 
他の単元にも対応するプロのワザ	 川原雅樹

24　�教科書が構造化されているから、教科書「だけで」授業ができる	 染谷幸二

25　�教科書の構造を生かし、授業改善につなげる	 荒川拓之

26　�問題を科学的に解決する学習システム 	 家根内興一

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 TOSS「オンライン授業技量検定」の創設＝受験規定の発表	 谷　和樹

1　教師の微差力　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　千葉雄二

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第22回　A　向山洋一

No.533

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　手塚美和
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介 　染谷幸二／北浦純子
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54　大川雅也
55　高橋大智
55　三浦宏和
56　森本和馬

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　太田政男
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　塩谷直大
58　木田健太
59　藤橋　研
60　飯塚幸子
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　村上　諒
63　長谷川博之
64　谷和樹
65　伴一孝
66　吉永順一
67　長谷川博之

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　吉田高志

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓

社会貢献活動への 
取り組み

76　島村雄次郎

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 どの単元にも応用できる 
社会科教科書の「作業指示」３� 水本和希

41 社会 どの単元にも通じる 
「思考」を促す社会科授業展開 � 水本和希

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 魔の6月に備え、 
いじめ抑止の授業をせよ � 榎本寛之

43 英語 Lesson ４「Welcome to Japan.」  
� 吉川たえ

44
プログラ
ミング

「Scratch」を授業する② 
� 許鍾萬

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 理科 エネルギー変換の理解と活用 
� 伊東和也

47 技術 オノマトペを活用し、 
技能を確実に習得させる� 森川正彦

中学校でのTOSS実践

28
１
年

国語 わけを　はなそう 
� 安江　愛

29 算数
「のこりはいくつ　 
ちがいはいくつ」� 下山てるみ

30
２
年

国語 「スイミー」で、分析批評を 
低学年から教える� 勇　和代

31 算数 筆算の仕方に特化した指導  
� 奥田嚴文

32 ３
年

国語 新教材「まいごのかぎ」 
� 加藤綾乃

33 算数
同じ数ずつぐるっと囲みます  
� 田丸義明

34
４
年

国語 短歌・俳句に親しもう（一） 
� 原田朋哉

35 算数
２つのつまずきを 
クリアさせる� 石坂　陽

36 ５
年

国語 俳句のイメージを広げる 
� 竹岡正和

37 算数
小数÷小数  
� 林　健広

38 ６
年

国語 文の組み立て 
� 三浦宏和

39 算数
小数、分数、整数の 
混じった計算攻略法� 河野健一



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間
そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード 
コンテンツも 
満載！

本誌 PDF データも 
ダウンロードできます！

56 ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、 
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 
　 SNS からアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定

公開！  

トップペー
ジの下に 
あるこの 
バナーを 

クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード
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特
集
・〝
見
方
・
考
え
方
〞
が
手
に
と
る
よ
う
に
分
か
る「
教
科
書
の
構
造
」を
生
か
し
た
授
業
展
開

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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教育技術研究所

特集 “見方・考え方”が手にとるように分かる

「教科書の構造」を
生かした授業展開

令和3年5月15日発行（毎月1回15日発行）第534号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

青空の下でのびのびと写生大会
安心してできる日が1日も早く来ますように！
青空の下でのびのびと写生大会
安心してできる日が1日も早く来ますように！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法” …… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語 「わけをはなそう」 算数　「ひき算の学習」
小学2年　国語 「スイミー」 算数　「加減の筆算」
小学3年　国語 「まいごのかぎ」 算数　「わり算の学習」
小学4年　国語 「短歌・俳句」 算数　「わり算の筆算」
小学5年　国語 「俳句のイメージ」 算数　「小数÷小数」
小学6年　国語 「文の組み立て」 算数　「混じった計算」

中学校の授業実践
理科　「エネルギー変換の理解と活用」
技術　「オノマトペを活用し、技能を確実に習得させる」

H1-4_TalkLine06_KRM_02.indd   1H1-4_TalkLine06_KRM_02.indd   1 2021/04/23   13:202021/04/23   13:20

56

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く
に
は
、
し
っ
か

り
と
描
き
方
を
教
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳

を
使
っ
て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校

　
森も

り

本も
と 

和か
ず

馬ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生方へ 

① 黒色の油性ペンまたは４Ｂ以上の鉛筆で描かせてください 

② プリントは子どもたちに合わせてＢ４やＡ３に拡大して使ってください 

③ ゆっくりと長い線で描くように教えてください 

④ 描く順序の通りに描かせてください 

レ
ッ
ス
ン
５
　
自
由
に
表
現

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
」「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る

と
こ
ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。

　
練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。

　
時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
勧
め

す
る
。

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
）　

い
。
思
い
切
っ
て
描
か
せ
た
い

レ
ッ
ス
ン
２
　
体
の
描
き
方

　「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。

レ
ッ
ス
ン
３
～
４
　
動
き
の
表
現

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。

見
本
に
は
無
い
、
自
分
な
り
の
ア

レ
ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。

　
最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描

く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ

の
分
、
描
け
た
時

の
満
足
感
も
大
き

子
供
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ
い

い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。

　
プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
供
た
ち
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
『
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
』（
酒
井
臣
吾
著

　
正
進

社
）
を
も
と
に
作
成
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
１
　
頭
の
描
き
方

　
ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS教材活用法授業が激変！

[４：14字×24行×4段 （タイトル 15行を含む）] 
教育トークライン原稿 ○月号 P.○ 

タ
イ
ト
ル 

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！ 

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」 

リ
ー
ド 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く

に
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
方
を
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳
を
使
っ

て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校 

森
本 

和
馬 

（
も
り
も
と 

か
ず
ま
） 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ

い
い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。 

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。 

 

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。 

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
ど
も
達
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
「
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
（
正
進
社
）
」
を
も
と
に
作
成

し
た
。 

【
レ
ッ
ス
ン
１ 

頭
の
描
き
方
】 

  

ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。 

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。 

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。 

 

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描
く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ
の
分
、

描
け
た
時
の
満
足
感
も
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
描
か

せ
た
い 

【
レ
ッ
ス
ン
２ 

体
の
描
き
方
】 

  

「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。 

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く 

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く 

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く 

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。 

【
レ
ッ
ス
ン
３
～
４ 

動
き
の
表
現
】 

 
 

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。 

見
本
に
は
無
い
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。 

   
   

【
レ
ッ
ス
ン
５ 

自
由
に
表
現
】 

 

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。
「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。 

 

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。 

 

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
す
す

め
す
る
。 

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
） 

 

[４：14字×24行×4段 （タイトル 15行を含む）] 
教育トークライン原稿 ○月号 P.○ 

タ
イ
ト
ル 

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！ 

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」 

リ
ー
ド 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く

に
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
方
を
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳
を
使
っ

て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校 

森
本 

和
馬 

（
も
り
も
と 

か
ず
ま
） 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ

い
い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。 

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。 

 

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。 

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
ど
も
達
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
「
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
（
正
進
社
）
」
を
も
と
に
作
成

し
た
。 

【
レ
ッ
ス
ン
１ 

頭
の
描
き
方
】 

  

ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。 

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。 

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。 

 

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描
く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ
の
分
、

描
け
た
時
の
満
足
感
も
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
描
か

せ
た
い 

【
レ
ッ
ス
ン
２ 

体
の
描
き
方
】 

  

「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。 

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く 

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く 

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く 

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。 

【
レ
ッ
ス
ン
３
～
４ 

動
き
の
表
現
】 

 
 

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。 

見
本
に
は
無
い
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。 

   
   

【
レ
ッ
ス
ン
５ 

自
由
に
表
現
】 

 

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。
「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。 

 

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。 

 

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
す
す

め
す
る
。 

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
） 
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タ
イ
ト
ル 

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！ 

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」 

リ
ー
ド 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く

に
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
方
を
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳
を
使
っ

て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校 

森
本 

和
馬 

（
も
り
も
と 

か
ず
ま
） 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ

い
い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。 

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。 

 

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。 

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
ど
も
達
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
「
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
（
正
進
社
）
」
を
も
と
に
作
成

し
た
。 

【
レ
ッ
ス
ン
１ 

頭
の
描
き
方
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ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。 

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
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出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。 

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。 

 

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描
く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ
の
分
、

描
け
た
時
の
満
足
感
も
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
描
か

せ
た
い 

【
レ
ッ
ス
ン
２ 

体
の
描
き
方
】 

  

「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。 

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く 

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く 

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く 

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。 

【
レ
ッ
ス
ン
３
～
４ 

動
き
の
表
現
】 

 
 

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。 

見
本
に
は
無
い
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。 

   
   

【
レ
ッ
ス
ン
５ 

自
由
に
表
現
】 

 

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。
「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。 

 

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。 

 

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
す
す

め
す
る
。 

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
） 
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回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

教科書を使った
学習について①

第22回

り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
な
り
の
ま
と
め
方
を

し
て
い
き
ま
す
。そ
の「
自
分
な
り
の
ま
と
め
方
」

を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
科
も
理
科
も
ノ
ー
ト
が
重
要
で
す
。
ま

ず
、
ク
ラ
ス
の
中
で
良
く
で
き
て
い
る
二
、
三

人
の
ノ
ー
ト
を
、
コ
ピ
ー
し
て
子
供
た
ち
に
配

り
ま
す
。
そ
れ
を
二
、
三
回
や
る
と
、
ど
の
子

も
そ
れ
を
真
似
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
と
て
も

き
れ
い
な
ノ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
先
生
が
黒
板

に
書
い
た
こ
と
を
写
す
だ
け
と
い
う
の
で
は
、

子
供
は
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
方

法
を
と
る
と
、
す
ご
く
上
達
し
ま
す
。

　
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
A
B
C
な
ど
の
評

価
を
付
け
て
い
き
ま
す
。
A
よ
り
良
い
ノ
ー
ト

を
子
供
が
持
っ
て
来
た
ら
A
に
○
や
◎
を
付
け
、

さ
ら
に
良
い
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
ら
A
を
二

つ
書
い
て
ダ
ブ
ル
エ
ー
な
ど
を
付
け
ま
す
。
そ

う
し
て
段
々
進
化
さ
せ
て
い
く
と
、
子
供
た
ち

は
必
死
に
な
っ
て
や
り
ま
す
。

　
算
数
で
は
、
教
科
書
の
問
題
を
全
部
や
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
教
科
書
の
本
当
に
最

後
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
を
、
全

員
が
ノ
ー
ト
に
や
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
私

は
い
つ
も
最
後
の
ペ
ー
ジ
ま
で
や
っ
て
か
ら
、

ど
の
子
の
ノ
ー
ト
に
も
ハ
ン
コ
を
押
し
て
あ
げ

て
、
保
護
者
宛
て
に
お
手
紙
を
書
く
と
い
っ
た

こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を
す
る
上
で
、
大
事

な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
先
生
方
は
、
日
々
、
教
科
書
を
使
っ
て
授
業

を
し
て
い
ま
す
。
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を
す

る
と
い
う
意
味
や
、
注
意
点
な
ど
を
、
教
科
ご

と
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
社
会
・
理

科
・
算
数
に
つ
い
て
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
社
会
・
理
科
で
は
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
、
算

数
で
は
教
科
書
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
ま
で
ノ
ー
ト

に
や
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
私
の
場
合
、
教
科
書
を
一
回
読
ん
で
か
ら
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
別
の
形
で
授
業
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

　
社
会
科
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
を
読
ん
で
、

項
目
ご
と
に
短
く
ま
と
め
さ
せ
ま
す
。
例
え
ば

「
北
海
道
の
気
温
」
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　
理
科
に
つ
い
て
は
、
実
験
・
観
察
・
調
査
な

ど
を
、
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
子
供
た
ち
が
や

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」
の

創
設
＝
受
検
規
定
の
発
表

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
が
実
際
に
始
ま
り
、
既
に
十
回
以
上
の
検
定
を
実
施
し
た
。
や
っ
て
み

て
、
こ
の
検
定
は
非
常
に
効
果
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
多
く
の
受
検
者
が
「
勉
強
に
な
っ
た
」「
ま
た
受

検
し
た
い
」
と
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
受
検
規
定
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

次
に
示
す
の
は
暫
定
案
で
あ
る
。
今
後
変

更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
最
新
の
規
定

は
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
公
開
後
に
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

１　

受
検
資
格

①
指
導
案
を
必
ず
提
出
す
る
。

②�

指
導
案
に
は
次
の
ア
、
イ
を
必
ず
記
入
す

る
。

　

ア
．
そ
れ
ま
で
の
段
級
位

　
　
ａ 

オ
ン
ラ
イ
ン
初
受
検
の
場
合

　
　
　

→�

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
対
面

級
（
な
い
場
合
は
無
級
と
書
く
）

　
　

ｂ 

二
回
目
以
降
の
受
検
の
場
合

　
　
　

→
対
面
級
と
オ
ン
ラ
イ
ン
級
の
両
方

　

イ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
タ
イ
プ

　
　
ａ 

生
徒
と
教
師
が
全
員
オ
ン
ラ
イ
ン

対
面
で
の
級
が
高
い
人
ほ
ど
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
良
い
授
業
を
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
れ
が
、
昨
年
度
何
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
見
て
き
た
経
験
則
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技

量
検
定
の
初
受
検
の
と
き
に
は
、「
対
面
級
」

も
指
導
案
に
書
い
て
い
た
だ
く
（
対
面
級
が

な
く
て
も
受
検
は
で
き
る
）。
オ
ン
ラ
イ
ン

二
回
目
の
受
検
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
級
と
対

面
級
を
両
方
書
い
て
い
た
だ
く
。

　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
、
両
方
の
授
業
の

腕
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
だ
。

二　

�

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
、
受
検
規
定

　

検
定
な
の
で
、
受
検
規
定
が
あ
る
。

一　

�

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
を
受
検
す
る
た
め
に

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
っ
て
も
「
授
業
は

授
業
」
で
あ
る
。

　

対
面
で
の
リ
ア
ル
な
授
業
が
下
手
な
の
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
ら
突
然
授
業
が
上
手

く
な
る
人
な
ど
い
な
い
。
リ
ア
ル
な
授
業
の

腕
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

対
面
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
」
を

ま
だ
受
検
し
て
い
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
検
定
を
受
検
す
る
と
同
時
に
、

で
き
れ
ば
対
面
検
定
も
受
検
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
か
ら

で
か
ま
わ
な
い
。

オピニオン

今  教育界で起こっていること
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ま
ず
、
授
業
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
し

て
い
る
機
器
や
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
み
ん
な

違
う
。

　

W
indows

の
人
、
M
a
c
の
人
。
O
B
S
※
１

を
使
う
人
、Prezi

※
２

を
使
う
人
。
Z
o
o
m

で
画
面
共
有
を
す
る
人
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
使
う
人
…
。
ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
て
バ
ー

チ
ャ
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
を
共
有
す
る
人
も
い
れ
ば
、
カ
メ
ラ

前
に
リ
ア
ル
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
置
い
て

普
通
に
板
書
す
る
人
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
の
授

業
に
つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
審
査
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
上
、
パ
ソ
コ
ン
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、“
日
進
月
歩
”
ど
こ
ろ
か
、

“
秒
進
分
歩
”
の
勢
い
で
進
化
す
る
。

　

授
業
そ
の
も
の
を
審
査
す
る
力
量
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
進
化
を
常
に

学
び
、
も
っ
て
い
る
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
続
け
る
人
で
な
け
れ
ば
審
査
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
審
査
員
に
な
っ
た
人
た
ち
の

「
資
格
更
新
」
に
つ
い
て
も
規
定
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。�

（
つ
づ
く
）

①�

受
検
後
、
次
の
受
検
を
し
な
い
ま
ま
一
年

た
っ
た
時
点
で
「
受
験
す
る
表
」
に
関
わ

ら
ず
「
前
◯
級
」
と
な
る
。

②�

対
面
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
シ
ン

グ
ル
級
以
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量

検
定
の
Ｄ
表
を
突
破
し
た
（
22
級
以
上
を

取
得
し
た
）
人
は
「
審
査
員
資
格
権
利
者
」

と
な
り
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

技
量
検
定
」
の
審
査
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

②�

審
査
員
資
格
権
利
者
は
、
そ
の
後
新
し
く

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
を
受
検
し
な

く
て
も
「
前
」
は
付
か
な
い
。

三　

審
査
員
資
格
権
利
者
の
資
格
更
新

　

対
面
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
で
シ
ン

グ
ル
級
（
９
級
以
上
）
の
人
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
で
Ｄ
表
の
22
級

以
上
を
認
定
さ
れ
た
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
技
量
検
定
の「
審
査
員
」に
な
れ
る
。

　

た
だ
し
、
審
査
と
い
う
の
は
、
自
分
が
授

業
す
る
の
に
比
べ
て
と
て
つ
も
な
く
難
し
い
。

　

対
面
の
検
定
の
審
査
も
難
し
い
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
授
業
検
定
に
は
、
ま
た
独
特
の
難

し
さ
が
あ
る
。

　
　

ｂ 

教
師
だ
け
が
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
ｃ 

生
徒
の
一
部
が
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　

ｄ 

そ
の
他

②�
オ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｆ
表
は
、
誰
で
も
受
検
で

き
る
。

③�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｅ
表
は
、
こ
れ
ま
で
に
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
の
Ｆ

表
を
受
検
し
て
い
れ
ば
受
検
で
き
る
。

④�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｄ
表
は
、
こ
れ
ま
で
に
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
の
Ｅ

表
を
受
検
し
て
い
れ
ば
受
検
で
き
る
。

⑥�

年
間
五
回
ま
で
受
検
で
き
る
。

２　

費
用

①�

セ
ミ
ナ
ー
資
料
代
は
、
各
セ
ミ
ナ
ー
ご
と

に
設
定
す
る
。

②
受
検
料
、
昇
級
料
等
は
無
料
と
す
る
。

３　

授
業
時
間

①
Ｆ
表
・
Ｅ
表
は
三
分

②�

Ｄ
表
は
五
分
（
た
だ
し
、
受
検
人
数
が
多

い
場
合
等
に
、
三
分
で
実
施
す
る
場
合
が

あ
る
）

４　

審
査
後
の
更
新

※
１�

ラ
イ
ブ
配
信
す
る
際
に
使
用
す
る
ソ
フ
ト
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
活
用
で
き
る
機
能
が
多
い
。

※
２�

オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル
で
、

自
分
の
顔
を
見
せ
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
。
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生
か
し
た
授
業
展
開

教
科
書

教
科
書
のの
構
造
構
造
を

2021 年
6 月号
特集

教
科
書
に
は
「
構
造
」
が
あ
っ
た

〜
構
造
を
生
か
し
た
授
業
が
子
供
た
ち
を
熱
中
さ
せ
る

11

 

保
存
版  「
教
科
書
の
構
造
」
を
生
か
し
た

各
教
科
の
授
業
展
開
例

●

国
語
教
科
書
の
構
造
を
生
か
し
た
授
業
展
開
の
原
則 

【
小
学
校 

物
語
文
・
中
学
校 

説
明
文
】

●

算
数
・
数
学
教
科
書
の
構
造
を
生
か
し
た
授
業
展
開
の
原
則
【
小
学
校
・
中
学
校
】

●

社
会
教
科
書
の
構
造
を
生
か
し
た
授
業
展
開
の
原
則
【
小
学
校
・
中
学
校
】

●

理
科
教
科
書
の
構
造
を
生
か
し
た
授
業
展
開
の
原
則
【
小
学
校
・
中
学
校
】

22

     
“見方・考え方”が

   
  手

にとるように分
か

る

イ
ラ
ス
ト
：
渡
邊
瑞
穂



„
見
方
・
考
え
方
＂が
手
に
と
る
よ
う
に
分
か
る  

教
科
書

教
科
書
のの
構
造
構
造    

を
生
か
し
た
授
業
展
開

特集

13   2021. 6

各
教
科
の
教
科
書
は
、
そ
の
教
科
の
「
見

方
・
考
え
方
」
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
へ
の
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
必
ず
「
そ
の
教
科
の
見
方
・

考
え
方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１　

国
語

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、

言
語
活
動
を
通
し
て
、
言
葉
の
特
徴
や
使

い
方
な
ど
を
理
解
し
…
…

一
貫
し
て
「
言
葉
」
を
も
と
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
語
の
教
科
書
で
は
「
言

葉
」
を
根
拠
と
し
て
作
品
の
主
題
に
迫
っ
た
り
、

説
明
文
の
要
旨
や
「
問
い
と
答
え
」
の
構
造
を

捉
え
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

２　

算
数

算
数
で
は
「
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を

働
か
せ
ま
す
。

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

①
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
る
。

②
算
数
の
問
題
を
見
い
だ
す
。

③
問
題
を
自
立
的
・
協
働
的
に
解
決
す
る
。

④
学
習
の
過
程
を
振
り
返
る
。

⑤
概
念
を
形
成
す
る
。

算
数
の
教
科
書
の
「
例
題
」「
類
題
」「
練
習

問
題
」
は
、
こ
の
よ
う
な
手
順
を
通
る
構
造
で

設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

３　

社
会

社
会
科
教
科
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
で
す
。

事
象
の
特
色
や
意
味
な
ど
を
考
え
概
念
な

ど
に
関
す
る
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と

社
会
科
の
教
科
書
に
は
、
ま
ず
様
々
な
知
識

と
し
て
の
具
体
的
事
象
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
事
象
が
社
会
の
中
で
ど
ん
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
の
か
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
知
識
を
「
記
述
的
知
識
」「
分
析

的
知
識
」「
説
明
的
知
識
」「
概
念
的
知
識
」
等

に
構
造
化
し
て
い
る
の
が
、
社
会
科
の
教
科
書

で
す
。

４　

理
科

理
科
で
も
同
様
で
す
。

見
通
し
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
を
行
う
こ

と
な
ど
の
、
問
題
を
科
学
的
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
学
習
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

「
科
学
的
に
解
決
す
る
見
通
し
」
が
重
要
で
す
。

で
す
か
ら
、
理
科
の
教
科
書
は
「
問
題
・
仮

説
・
実
験
・
結
果
・
考
察
」
と
い
っ
た
問
題
解

決
的
手
順
を
追
っ
て
い
く
よ
う
な
構
造
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

教
科
書
に
は
構
造
が
あ
る

そ
の
構
造
に
精
通
し
、
子
供
た
ち
を
知
的
に

熱
中
さ
せ
る
授
業
展
開
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
本
誌
編
集
長

　
谷
和
樹
）
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１　
「
図
読
法
」
が
国
語
教
育
を
改
革
す
る

　
「
図
読
法
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

作
業
で
物
語
の
構
造
を
読
み
取
る
こ
と
。

　
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
の
各
場
面
を
図
読
し
、
一
覧
に
し

た
の
が
、
次
の
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
一
覧
を
元
に

分
析
批
評
Ｂ
型
の
授

業
が
可
能
と
な
る
。

発
問
１　

豆
太
の

行
動
が
変
わ
っ

た
の
は
何
場
面

で
す
か
。

　

四
場
面
で
あ
る
。

発
問
２　

モ
チ
モ

チ
の
木
の
見
え

方
が
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
っ
た
の
は

何
場
面
で
す
か
。

五
場
面
で
あ
る
。

こ
の
場
面
の
中
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
文
が
あ
る
。
そ

れ
を
教
科
書
か
ら
探
さ
せ
て
討
論
す
る
。

発
問
３　

お
く
び
ょ
う
だ
っ
た
豆
太
が
勇
気
の
あ
る
豆

太
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
変
化
を
漢
字
二
字
で
何
と

言
い
ま
す
か
。

　
「
成
長
」
で
あ
る
。

発
問
４　

こ
の
作
品
の
主
題
は
、
豆
太
の
「
成
長
」「
勇

気
」
の
ど
ち
ら
で
す
か
。

　

主
題
を
問
う
発
問
で
あ
る
。「
成
長
」
と
「
勇
気
」
は

子
供
の
考
え
が
見
事
に
分
か
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
発
問

は
、
探
究
的
発
問
で
あ
る
か
ら
だ
。
学
者
の
間
で
も
見
解

が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
主
題
を
問
う
発
問
は
、google

ス
カ
ラ
ー
に
「
モ
チ
モ
チ
の
木　

主
題
」
と
入
力
し
て
検

索
す
る
と
、
学
会
や
大
学
の
紀
要
な
ど
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

そ
の
中
か
ら
探
す
と
よ
い
。「
深
い
学
び
」
と
は
、
学
術

的
課
題
を
取
り
上
げ
た
時
に
可
能
と
な
る
。
学
者
で
も
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
か
ら
、
子
供
に
知
的
な
授
業
が
可
能

と
な
る
。

２　
「
図
読
法
」
抜
き
に
特
別
支
援
教
育
は
語
れ
な
い

　
「
図
読
法
」
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
特
別
支
援
学
級
担
任
の

方
々
が
半
数
ほ
ど
参
加
す
る
。
巨
大
な
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。
先
日
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
三
二
○
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。
長
文
の
物
語
を
構
造
的
に
読
む
指
導
が
、
全
国

で
烈
火
の
如
く
広
が
っ
て
い
る
。

教授法創造研究所　椿
つばき

原
はら

 正
まさ

和
かず

画期的指導「図読法」は、分析批評Ｂ型
から生まれた！
向山実践を、「構造読解」という視点で再評価すべき時代が来た！

教科書には「構造」があった〜構造を生かした授業が子供たちを熱中させる



„
見
方
・
考
え
方
＂が
手
に
と
る
よ
う
に
分
か
る  

教
科
書

教
科
書
のの
構
造
構
造    

を
生
か
し
た
授
業
展
開

特集

15   2021. 6

１　
「
型
」
の
習
得
と
「
見
方
・
考
え
方
」

数
学
の
教
科
書
は
、
算
数
同
様
、
問
題
を
解
く
た
め
の

「
基
本
型
」
を
教
え
（
例
題
）、
そ
の
「
基
本
型
」
を
用
い

て
生
徒
が
解
き
（
類
題
）、
習
得
し
て
い
く
（
練
習
問
題
）

と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
に
大
切
な
の
が
、「
例
題
」
の
前
に
書
か
れ
て

い
る
「
基
本
事
項
」
で
あ
る
。

指
導
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
だ
。

「
基
本
事
項
」
か
ら
「
例
題
」
へ
の
接
続
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
こ
と
。

具
体
的
な
事
例
か
ら
数
学
の
問
題
と
し
て
考
え
る
場
面

へ
の
移
行
を
自
然
に
行
う
こ
と
が
、「
数
学
的
な
見
方
・

考
え
方
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

授
業
で
は
、
こ
の
視
点
を
も
っ
て
流
れ
を
組
み
立
て
た
い
。

２　

授
業
プ
ラ
ン
（
中
一　

方
程
式
）

例
え
ば
、
中
一
「
方
程
式
」
の
移
項
を
教
え
る
場
面
。

教
科
書
で
は
、
前
時
ま
で
に
学
習
し
た
「
等
式
の
性

質
」
を
用
い
て
方
程
式
を
解
く
場
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。

指
示
１　

ノ
ー
ト
を
縦
半
分
に
折
り
ま
す
。

折
り
目
の
左
側
に
方
程
式
を
写
し
ま
す
。

指
示
２　
「
等
式
の
性
質
」
を
使
っ
て
解
き
な
さ
い
。

指
示
３　

①
の
式
と
③
の
式
を
、
折
り
目
の
右
側
に
移

し
な
さ
い
。

指
示
４　

①
と
③
を
比
べ
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
周
り

と
話
し
て
ご
ら
ん
。

「
左
辺
の
５
が
右
辺
に
動
い
て
い
ま
す
」

「
５
の
符
号
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
」

発
問
１　

こ
の
よ
う
に
、「
他
方
に
あ
る
辺
を
符
号
を
変

え
て
も
う
一
方
の
辺
に
移
す
こ
と
」
を
何
と
い
う
の
で

す
か
。

「
移
項
で
す
」

　

こ
れ
ま
で
に
使
っ
て
き
た
「
等
式
の
性
質
」
を
も

と
に
し
て
、
便
利
な
数
学
の
法
則
を
発
見
し
た
ん
だ

ね
。

　
「
移
項
」
は
、
最
初
か
ら
そ
の

ル
ー
ル
を
教
え
て
し
ま
え
ば
、
た
だ

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、

教
科
書
は
「
等
式
の
性
質
」
と
い
う

前
時
の
学
習
か
ら
の
つ
な
が
り
で
導

く
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

　

そ
れ
を
教
科
書
の
構
造
か
ら
読
み

取
り
、
生
徒
が
発
見
す
る
形
で
授
業

を
組
み
立
て
る
。

埼玉県さいたま市立指扇中学校　星
ほし

野
の

 優
ゆう

子
こ

教科書の構造を生かし、「基本型」の学習
までをスムーズにつなげる
具体的な事例から数学の問題として考える場合への移行を自然に行う。「数学的な見方・
考え方」を身に付けるこの視点で流れを組み立てたい。

数学教科書の構造を生かした授業展開の原則　中学校

教育トークライン特集原稿 22字×23行×2＋タイトル 

数
学
教
科
書
の
構
造
を
生
か
し
た
授
業
展
開
の
原
則 

 

教
科
書
の
構
造
を
活
か
し
、「
基
本
型
」
の
学
習
ま
で
を
ス

ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る 

  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
指
扇
中
学
校 

星
野 

優
子 

（
ほ
し
の 

ゆ
う
こ
） 

              

１１
．．「「
型型
」」
のの
習習
得得
とと
「「
見見
方方
・・
考考
ええ
方方
」」  

数
学
の
教
科
書
は
、
算
数
同
様
、
問
題
を
解
く
た
め
の

「
基
本
型
」
を
教
え
（
例
題
）、
そ
の
「
基
本
型
」
を
用
い

て
生
徒
が
解
き
（
類
題
）、
習
得
し
て
い
く
（
練
習
問
題
）

と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
際
に
大
切
な
の
が
、「
例
題
」
の
前
に
書
か
れ
て
い

る
「
基
本
事
項
」
で
あ
る
。 

指
導
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
だ
。 

 

「
基
本
事
項
」
か
ら
「
例
題
」
へ
の
接
続
を
ス
ム
ー 

ズ
に
す
る
こ
と
。 

 

具
体
的
な
事
例
か
ら
数
学
の
問
題
と
し
て
考
え
る
場
面

へ
の
移
行
を
自
然
に
行
う
こ
と
が
、「
数
学
的
な
見
方
・
考

え
方
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。 

授
業
で
は
こ
の
視
点
を
も
っ
て
流
れ
を
組
み
立
て
た
い
。 

 
２
．
授
業
プ
ラ
ン
（
中
一 

方
程
式
） 

例
え
ば
、
中
一
「
方
程
式
」
の
移
項
を
教
え
る
場
面
。 

教
科
書
で
は
、前
時
ま
で
に
学
習
し
た「
等
式
の
性
質
」

を
用
い
て
方
程
式
を
解
く
場
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

指
示
１ 

ノ
ー
ト
を
縦
半
分
に
折
り
ま
す
。 

折
り
目
の
左
側
に
方
程
式
を
写
し
ま
す
。 

指
示
２ 

「
等
式
の
性
質
」
を
使
っ
て
解
き
な
さ
い
。 

指
示
３ 

①
の
式
と
③
の
式
を
折
り
目
の
右
側
に
移
し

な
さ
い
。 

指
示
４ 

①
と
③
を
比
べ
て
気
づ
い
た
こ
と
を
周
り
と

話
し
て
ご
ら
ん
。 

「
左
辺
の
５
が
右
辺
に
動
い
て
い
ま
す
」 

「
５
の
符
号
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
」 

発
問
１ 

こ
の
よ
う
に
、
他
方
に
あ
る
辺
を
符
号
を
変
え

て
も
う
一
方
の
辺
に
移
す
こ
と
を
何
と
い
う
の
で

す
か
。（「
移
項
で
す
」） 

  

こ
れ
ま
で
に
使
っ
て
き
た
「
等
式
の
性
質
」
を
も
と 

に
し
て
便
利
な
数
学
の
法
則
を
発
見
し
た
ん
だ
ね
。 

 
 

「
移
項
」
は
、
最
初
か
ら
そ
の
ル

ー
ル
を
教
え
て
し
ま
え
ば
た
だ
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
教

科
書
は
「
等
式
の
性
質
」
と
い
う
前

時
の
学
習
か
ら
の
つ
な
が
り
で
導

く
こ
と
を
教
え
て
い
る
。 

 

そ
れ
を
教
科
書
の
構
造
か
ら
読

み
取
り
、
生
徒
が
発
見
す
る
か
た

ち
で
授
業
を
組
み
立
て
る
。 

３ｘ－５  ＝７    ……① 

３ｘ－５＋５＝７＋５  ……② 

３ｘ    ＝７＋５  ……③ 

３ｘ－５  ＝７    ……① 

 

３ｘ    ＝７＋５  ……③ 

ノート例 
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１　

例
題
＆
助
走
問
題
で
基
本
型
を
学
ぶ

　

多
く
の
子
供
が
苦
手
な
「
割
合
」「
百
分
率
の
問
題
」

で
あ
る
。

　

小
さ
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、
り
ん
ご
の
清
涼
飲
料
水
が

入
っ
て
い
る
挿
絵
と
と
も
に
、
次
の
問
題
が
あ
る
。

　

右
の
飲
み
物
は
、
全
部
で
２
８
０
ｍ
Ｌ
で
す
。
こ

の
う
ち
、
果
じ
ゅ
う
が
20
％
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

右
の
飲
み
物
に
入
っ
て
い
る
果
じ
ゅ
う
は
何
ｍ

Ｌ
で
す
か
。

　

教
科
書
に
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
イ
ラ
ス
ト

図
が
あ
る
。

　

こ
の
図
を
ど
う
扱
う
か
、

教
師
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

で
あ
る
。

　

最
終
的
に
導
き
た
い
の
は
、

も
と
に
す
る
量
×
割
合

（
％
）
＝
比
べ
ら
れ
る
量　

の
式
で
あ
る
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
図
を

見
て
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ん

だ
の
は
、「
50
％
果
じ
ゅ

う
」
の
助
走
問
題
で
あ
る
。

50
％
な
ら
ち
ょ
う
ど
半
分
で
あ
る
。
視
覚
的
に
も
わ
か
り

や
す
い
。

　

問
題
文
の
「
20
％
」
を
修
正
さ
せ
る
。

　

果
じ
ゅ
う
が
20
％
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
、
と
あ
り

ま
す
が
、
20
％
で
は
な
く
て
、
50
％
だ
と
し
ま
す
。

「
20
％
」
の
「
20
」
の
す
ぐ
上
に
「
50
」
と
書
い
て

ご
ら
ん
。
50
％
の
問
題
を
読
ん
で
ご
ら
ん
。

　

イ
ラ
ス
ト
図
で
作
業
を
さ
せ
る
。

　

50
％
だ
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ど
の
く
ら
い
ま
で

が
果
じ
ゅ
う
で
す
か
。
鉛
筆
で
横
線
を
引
い
て
ご
ら

ん
。

　
「
半
分
」
く
ら
い
に
線
を
引
い
た
ら
〇
で
あ
る
。
近
く

の
人
と
確
認
さ
せ
る
。

　

果
じ
ゅ
う
50
％
ま
で
、
赤
鉛
筆
で
薄
く
塗
っ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。

　

色
塗
り
の
丁
寧
さ
を
評
定
す
る
。

　

と
て
も
き
れ
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ａ
Ａ

　

塗
り
方
が
て
い
ね
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ａ

　

だ
い
た
い
合
格
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｂ

　

塗
り
残
し
、
は
み
出
し
…
…
…
…
…
Ｃ
（
や
り
直
し
）

東京都・日本文化大學  講師　木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

例題、類題、練習問題、スキルという「線」
で確実にできるようになる
「線」の出発点である例題指導は重要だ。子供の実態に合わせた例題指導に、教師の力量
が反映される。

算数教科書の構造を生かした授業展開の原則　小学校

東京書籍・５年下・p74-75
※イラストは教科書をもとに
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50
％
塗
っ
た
す
ぐ
右
に
「
果
じ
ゅ
う
の
量
」
と
書

き
な
さ
い
。
そ
の
と
な
り
に
「
全
部
の
量
の
□
％
」。

□
に
数
字
を
入
れ
な
さ
い
。

　
「『
全
部
の
量
の
50
％
』
と
は
何
ｍ
Ｌ
の
こ
と
で
す
か
」

２
８
０
ｍ
Ｌ
の
「
半
分
」
だ
か
ら

多
く
の
子
は
「
１
４
０
ｍ
Ｌ
」
だ
と
分
か
る
。「
＝
１

４
０
ｍ
Ｌ
」
と
書
か
せ
る
。「
全
部
の
量
」「
50
％
」

「
１
４
０
」
を
□
囲
み
さ
せ
る

　
「
全
部
の
量
」「
50
％
」「
１
４
０
」
を
使
っ
て
、

１
４
０
を
求
め
る
式
を
書
き
な
さ
い
。

　

２
８
０
×
０
．
５
＝
１
４
０
と
い
う
式
が
、
自
然
に
出

て
く
る
。

　

そ
し
て
、
教
科
書
の
「
20
％
」
問
題
に
戻
る
。
図
は
教

科
書
に
出
て
い
る
。
図
の
意
味
も
ほ
ぼ
分
か
る
。「
50

％
」
の
と
き
と
そ
っ
く
り
同
じ
よ
う
に
進
め
る
。
変
化
の

あ
る
く
り
返
し
で
あ
る
。

　
「
次
に
先
生
、
何
と
言
う
と
思
い
ま
す
か
」（ 

式
を
書

き
な
さ
い
）「
そ
の
通
り
！　

す
ご
い
な
あ
。
式
を
書
き

な
さ
い
」
式
・
筆
算
・
答
え
の
三
点
セ
ッ
ト
で
ノ
ー
ト
に

書
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
こ
ま
で
が
基
本
型
と
な
る
。

２　

類
題
で
確
認
す
る

　

葉
っ
ぱ
１
問
題
。
そ
っ
く
り
同
じ
よ
う
に
三
点
セ
ッ
ト

で
書
か
せ
る
。

で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

３　

練
習
問
題
で
定
着
さ
せ
る

　

葉
っ
ぱ
２
、
３
問
題
が
で
き
れ
ば
、
本
時
の
内
容
を
ほ

ぼ
理
解
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

②　

定
員 

の 

１
２
０
％

　
　

70
×
１
．
２

③　

も
と
の
ね
だ
ん 

の 

90
％

　
　

３
０
０
０
×
０
．
９

　

言
葉
の
式
も
書
か
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
早

く
で
き
た
子
八
名
に
板
書
さ
せ
る
。

　

苦
手
な
子
に
は
、
赤
鉛
筆
で
一
部
だ
け
薄
く
書
い
て

や
っ
て
な
ぞ
ら
せ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
例
題
を
イ
ラ
ス
ト
図
で
解
き
、
類
題
、

練
習
問
題
合
計
四
問
を
解
く
こ
と
で
、

　
「
も
と
に
す
る
量
× 

割
合
」
の
式
で
答
え
（
比
べ
ら
れ

る
量
）
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
「
線
」
で
学
ん
だ
。（
一

問
に
二
〇
分
も
か
け
た
ら
ダ
メ
だ
）。

　

最
後
の
五
～
七
分
間
、『
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
』（
光

村
教
育
図
書
）
全
員
一
〇
〇
点
な
ら
ば
素
晴
ら
し
い
。
ク

ラ
ス
平
均
九
〇
点
達
成
レ
ベ
ル
と
な
る
。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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向
山
型
分
析
批
評
Ｂ
型
と
は
「
作
品
全
体
を
対
象
に
構

造
を
読
み
解
く
」
指
導
で
あ
る
。

教
科
書
教
材
で
Ｂ
型
の
授
業
を
展
開
す
る
場
合
、
指
導

の
初
期
か
ら
中
期
に
あ
っ
て
は
、「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
型
を

採
用
す
る
の
が
よ
い
。

「
桃
花
片
」
型
の
よ
う
に
い
き
な
り
「
起
承
転
結
」
に
分

け
さ
せ
る
の
は
、
鍛
え
ら
れ
て
い
な
い
子
供
た
ち
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
極
め
て
負
荷
が
高
い
活
動
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

念
の
た
め
、「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
型
の
指
導
の
流
れ
を
確

認
し
よ
う
。

①
音
読
を
十
分
に
行
う

②
場
面
（
事
件
・
出
来
事
）
を
分
け
る

③
場
面
（
事
件
・
出
来
事
）
を
要
約
す
る

④
起
承
転
結
に
分
け
る

⑤
モ
チ
ー
フ
を
検
討
す
る

⑥
主
題
を
検
討
す
る

�

（�『「
分
析
批
評
」
で
授
業
を
変
え
る
』

�
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

こ
の
型
を
用
い
て
小
学
校
一
年
生
教
材
「
は
な
の
み

ち
」
を
授
業
し
て
み
よ
う
。
分
析
批
評
Ｂ
型
の
「
趣
意
説

明
」
を
し
て
活
用
し
得
る
シ
ン
プ
ル
な
教
材
で
あ
る
。

対
象
を
一
年
生
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
二
年
生
に

も
三
年
生
に
も
、
中
高
生
に
も
授
業
で
き
る
。
大
人
相
手

の
模
擬
授
業
で
熱
中
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
こ
で
は
小
学
三
年
生
に
授
業
す
る
と
仮
定
す
る
。
小

学
生
相
手
の
授
業
を
す
る
機
会
は
、
私
に
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
娘
や
息
子
を
育
て
た
経
験
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
易
い

か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
音
読
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
読
ま
せ
る
。
私
た
ち
が
黙
読
す
る
際
に
は
、
脳
が
文

字
を
自
動
的
に
音
声
化
し
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
音
声

化
を
無
意
識
に
行
え
る
状
態
を
「
自
動
化
」
と
い
う
。
一

方
、
小
学
校
段
階
の
子
供
た
ち
は
、
こ
の
音
声
化
の
自
動

化
が
未
熟
な
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
音
読
と
い
う
音
声

化
を
意
図
的
・
計
画
的
に
行
っ
て
、
自
動
化
の
回
路
を
鍛

え
る
と
同
時
に
、
内
容
も
理
解
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
わ
け

で
あ
る
。

第
二
に
、
場
面
に
分
け
る
。
教
材
は
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
、

四
つ
の
場
面
に
分
か
れ
て
い
る
。「『
場
面
に
分
け
る
』
と

は
、
た
と
え
ば
こ
う
す
る
こ
と
な
の
だ
」
と
い
う
趣
意
説

明
に
も
な
る
。

第
三
に
、
要
約
を
す
る
。
事
前
に
「
桃
太
郎
」
の
要
約

を
か
ま
せ
た
い
。

「
一
の
場
面
を
短
く
要
約
し
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」

字
数
は
十
五
字
以
内
、
二
十
字
以
内
の
ど
ち
ら
か
で
良

埼玉県吉見町立吉見中学校

　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

一作品ですべてを教えようとしない 
方が良い
シンプルな教材で基本構造を確実に理解させる。そのうえで長文教材の「モチーフ」「主題」
に挑ませる。
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い
だ
ろ
う
。

空
白
禁
止
と
例
示
の
た
め
に
、
早
く
終
え
た
子
供
に
は

黒
板
に
書
か
せ
る
。
こ
こ
は
、
全
員
を
待
た
な
く
て
よ
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
、
ノ
ー
ト
作
業
を
止
め
、
確
認
す
る
。

①
ふ
く
ろ
を
み
つ
け
た
く
ま
さ
ん

こ
の
程
度
で
よ
い
だ
ろ
う
。

「
同
じ
よ
う
に
二
の
場
面
を
要
約
し
ま
す
。
書
い
た
ら

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

②
り
す
さ
ん
に
き
き
に
い
っ
た
く
ま
さ
ん

こ
の
程
度
で
よ
い
。
三
の
場
面
も
同
様
に
、
時
間
を
か

け
ず
に
行
う
。

③
ふ
く
ろ
を
あ
け
た
く
ま
さ
ん

四
の
場
面
は
難
し
い
。
黒
板
に
書
か
せ
た
う
え
で
、
教

師
が
整
理
し
て
や
れ
ば
よ
い
。
高
学
年
以
上
を
相
手
に
す

る
な
ら
ば
、
明
確
な
理
由
を
言
わ
せ
て
検
討
さ
せ
た
い
。

ま
と
め
方
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
小
学
生
で
あ
れ
ば
こ

の
く
ら
い
は
で
き
よ
う
か
。

④
あ
た
た
か
く
な
り
で
き
た
は
な
の
み
ち

第
四
に
、
起
承
転
結
に
分
け
る
。
問
え
ば
す
ぐ
に
分
か

る
だ
ろ
う
。
四
ペ
ー
ジ
が
起
承
転
結
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
こ
で
「
は
じ
め
に
、
つ
ぎ
に
、
と
こ
ろ
が
、
と
う
と

う
」
と
い
う
「
考
え
方
」
を
教
え
る
。
そ
の
上
で
、
四
コ

マ
漫
画
を
用
い
た
「
念
押
し
」
を
行
う
。

「
は
な
の
み
ち
」
は
、
こ
こ
ま
で
の
「
基
本
構
造
」
を
指

導
す
る
の
に
適
し
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
の
授
業
で
も
大
活
躍
し
て
い
る
。

さ
て
、
第
五
の
モ
チ
ー
フ
の
検
討
で
あ
る
が
、
こ
の
作

品
で
は
指
導
が
し
づ
ら
い
。
事
件
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

モ
チ
ー
フ
の
指
導
は
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
あ
た
り
で
す
る

の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

第
六
の
主
題
も
同
様
で
あ
る
。
四
、
五
、
六
年
の
教
材

で
き
っ
ち
り
と
指
導
す
れ
ば
よ
い
。

そ
の
代
わ
り
に
、
次
の
よ
う
な
発
問
で
「
あ
れ
ど
も
見

え
ず
」
を
問
う
。

・
ふ
く
ろ
の
も
ち
ぬ
し
は
だ
れ
で
す
か
。

・�

く
ま
さ
ん
は
ど
こ
で
ふ
く
ろ
を
み
つ
け
た
の
で
す

か
。

・
な
ぜ
「
り
す
さ
ん
」
に
き
き
に
い
っ
た
の
で
す
か
。

・�

く
ま
さ
ん
は
い
つ
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ふ
く
ろ

を
あ
け
た
の
で
す
か
。

・�「
し
ま
っ
た
。
あ
な
が
あ
い
て
い
た
。」
と
い
っ
た

の
は
だ
れ
で
す
か
。

・
り
す
さ
ん
は
な
ん
と
い
っ
た
で
し
ょ
う
。

・
ふ
く
ろ
に
は
な
に
が
は
い
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

・
こ
の
お
は
な
し
を
二
つ
に
わ
け
な
さ
い
。

お
気
付
き
だ
ろ
う
が
、
三
年
生
以
上
に
こ
れ
ら
を
考
え

さ
せ
る
際
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
は
不
要
で
あ
る
。
指
導
の
最

初
か
ら
テ
キ
ス
ト
だ
け
を
配
付
す
る
。
こ
れ
ら
の
発
問
は
、

大
人
を
熱
中
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
お
試
し
あ
れ
。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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「
ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？
」（
光
村
図
書
・
中
一
）
は

中
学
校
は
じ
め
の
説
明
文
教
材
で
あ
る
。
今
年
度
の
光
村

図
書
の
改
訂
版
教
科
書
で
は
、
教
科
書
本
文
の
す
ぐ
下
に

「
学
習
の
て
び
き
（
学
習
の
窓
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
ら
な
く
と
も
読
め
る
配
慮
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
今
回
の
改
訂
の
目
玉
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
な
っ
た
こ

と
だ
。
図
表
で
見
や
す
く
な
っ
た
。

　

学
習
の
手
引
き
で
は
、
ま
ず
、「
①
「
問
い
」
と
「
答

え
」
を
手
が
か
り
に
し
て
文
章
の
中
心
的
な
部
分
を
捉
え

よ
う
。」
と
あ
る
。
小
学
校
の
学
習
か
ら
中
学
校
の
学
習

へ
の
橋
渡
し
に
な
る
。
生
徒
に
読
ま
せ
、
発
問
に
進
め
ら

れ
る
。
ぜ
ひ
使
い
た
い
。
以
前
は
下
の
生
徒
ノ
ー
ト
の
よ

う
に
、
板
書
を
し
て
説
明
文
の
構
造
を
教
え
て
い
た
が
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
な
っ
た
教
科
書
に
は
そ
れ
が
書
い
て
あ
る
。

生
徒
に
指
差
し
さ
せ
、
読
ま
せ
て
確
認
し
、
す
ぐ
に
「
問

い
」
と
「
答
え
」
の
指
導
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
問
　
問
い
の
段
落
は
何
段
落
で
す
か
。

　

形
式
段
落
の
第
二
段
落
で
あ
る
。

発
問
　
問
い
の
一
文
は
ど
れ
で
す
か
。

　
「
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
が
…
…
」
で
あ
る
。

発
問
　
問
い
の
一
文
字
は
何
で
す
か
。

　
「
か
」
で
あ
る
。

発
問
　
答
え
の
段
落
は
何
段
落
で
す
か
。

　

形
式
段
落
の
第
四
段
落
で
あ
る
。

発
問
　
答
え
の
一
文
は
ど
れ
で
す
か
。

　
「
つ
ま
り
、
ダ
イ
コ
ン
の
…
…
」
で
あ
る
。

一
連
の
問
い
と
答
え
を
見
付
け
る
指
導
だ
。

ビジュアルになった改訂教科書を生かし
て、説明文の構造を教える
一目で分かる教科書の図表を活用する。小学校での「問い」と「答え」の学習の上に、書
き換えを教える。次の教材にも説明文が載る意図をふまえ、説明文構造を読み取るスキル
をすぐに使う。

国語教科書の構造を生かした授業展開の原則　中学校　説明文

北海道小樽市立忍路中学校　山
やま

本
もと

 雅
まさ

博
ひろ
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問
い
と
答
え
の
一
文
が
お
お
む
ね
一
致
す
る
教
材
で
あ

る
。
小
学
校
と
の
指
導
の
接
続
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

問
題
点
も
あ
る
。
問
い
に
対
し
て
の
答
え
が
、
厳
密
に

は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

説
明
　
一
見
す
る
と
答
え
の
一
文
の
よ
う
で
す
が
、
厳

密
に
は
、
問
い
に
正
対
し
て
い
ま
せ
ん
。

指
示
　
正
対
す
る
答
え
に
書
き
換
え
な
さ
い
。

　

問
い
に
「
ダ
イ
コ
ン
の
白
い
部
分
は
ど
の
器
官
な
の
で

し
ょ
う
か
。」
と
あ
る
の
で
、
正
対
し
た
答
え
は
「
ダ
イ

コ
ン
の
白
い
部
分
は
根
と
胚
軸
の
二
つ
の
器
官
な
の
で

す
。」
と
な
る
べ
き
だ
。
答
え
の
一
文
を
書
き
換
え
る
授

業
を
す
る
。

　

問
い
は
形
式
段
落
の
第
四
段
落
に
も
あ
る
。
二
つ
目
の

問
い
で
あ
る
。

　

こ
の
答
え
は
、
文
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

強
い
て
言
え
ば
、
形
式
段
落
の
第
六
段
落
か
ら
第
八
段

落
ま
で
が
答
え
の
段
落
と
な
る
。

　

一
つ
目
の
問
い
と
答
え
で
、
学
習
し
た
内
容
を
発
展
さ

せ
、
二
つ
目
の
問
い
の
答
え
を
つ
く
る
指
導
を
す
る
。
教

室
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
ひ
な
型
を
つ
く
る
な
ど
の
工
夫

を
す
る
と
良
い
。

　

ま
た
、
こ
の
教
材
は
、
段
落
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
、
文
章
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
教
師
と
生

徒
で
問
答
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
た
。
右
の
生
徒
ノ
ー
ト

の
よ
う
に
な
る
（
注　

生
徒
ノ
ー
ト
は
参
考
ま
で
。
改
訂

前
教
科
書
使
用
の
た
め
、
形
式
段
落
等
に
異
同
あ
り
）。

　

文
章
の
す
ぐ
下
の
「
学
習
の
窓
」
を
使
い
た
い
。「
段

落
の
役
割
の
例
」
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
に
音
読
さ

せ
、
活
用
し
た
い
。

発
問
　
話
題
提
示
の
段
落
は
何
段
落
で
す
か
。

　

形
式
段
落
の
第
一
段
落
で
あ
る
。

発
問
　
例
示
の
段
落
は
何
段
落
で
す
か
？

　

第
九
段
落
で
あ
る
。
調
理
法
が
書
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
発
問
の
よ
う
に
、
テ
ン
ポ
良
く
発
問
し
、
段

落
の
役
割
を
整
理
し
て
い
く
と
良
い
。

　

こ
の
文
章
の
次
の
教
材
も
説
明
文
で
あ
る
。「
ダ
イ
コ

ン
は
大
き
な
根
？
」
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
配
列
だ
。

　

次
の
説
明
文
「
ち
ょ
っ

と
立
ち
止
ま
っ
て
」
で

は
、
文
章
構
成
を
生
徒

に
考
え
さ
せ
た
い
。

　

小
学
校
で
学
習
し
た

「
は
じ
め
・
な
か
・
お
わ

り
」「
問
い
・
例
え
・
答

え
」
が
中
学
校
以
降
に

学
習
す
る
論
説
文
で
は

「
序
論
・
本
論
・
結
論
」

と
な
る
こ
と
を
教
え
る
。

「
ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な

根
？
」
を
分
け
さ
せ
る
。

序
論
が
形
式
段
落
①
、

本
論
が
②
～
⑨
、
結
論
が
⑩
と
な
る
。

指
示
　「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」
を
序
論
・
本
論
・

結
論
に
分
け
な
さ
い
。

　

生
徒
に
考
え
さ
せ
、
理
由
も
発
表
さ
せ
る
。

　

右
の
板
書
写
真
の
年
度
で
は
、
三
つ
の
意
見
が
出
た
。

こ
れ
ら
を
生
徒
に
検
討
さ
せ
る
授
業
と
な
る
。

発
表
→
討
論
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
生
徒
が
思
考
し
、

文
章
構
成
を
検
討
す
る
。
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社
会
科
教
科
書
の
構
造
を
、
二
通
り
の
視
点
で
考
え
て

み
る
。

１　

資
料
の
種
類
に
よ
る
構
造

２　

知
識
の
種
類
に
よ
る
構
造

　

以
下
、
視
点
ご
と
に
教
科
書
を
見
て
み
る
。

１　

資
料
の
種
類
に
よ
る
構
造

　

社
会
科
教
科
書
は
、
大
ま
か
に
次
の
五
つ
の
資
料
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。

⑴　

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

⑵　

文
章
（
本
文
、
課
題
、
用
語
…
e
t
c
）

⑶　

統
計
（
グ
ラ
フ
・
表
）

⑷　

地
図

⑸　

年
表

　

五
年
生
「
水
産
業
」
の
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
は
右
下
図
の

様
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
の
種
類
に
よ
る
教
科
書
構
造
は
、
次
の
こ
と
が
言

え
る
。

　

あ
る
社
会
事
象
を
「
写
真
で
イ
メ
ー
ジ
」
さ
せ
、

「
文
章
で
説
明
」
し
、「
統
計
で
証
拠
を
」「
地
図
で

場
所
を
」「
年
表
で
時
間
を
」
示
し
、
あ
る
事
象
の

原
因
と
結
果
を
示
し
て
い
る
の
が
教
科
書
で
あ
る
。

　

中
で
も
、
一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る
資
料
は
「
写
真
・

イ
ラ
ス
ト
」
で
あ
る
。

①　

写
真
（
イ
ラ
ス
ト
）
の
読
み
取
り

②　

課
題
の
設
定
ま
た
は
課
題
を
読
む
。

③　

�

教
科
書
か
ら
答
え
を
見
付
け
て
、
線
を
引
き
な

兵庫県丹波篠山市立味間小学校　川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

教科書見開きの「資料の種類」を熱中する展
開で教え、他の単元にも応用するプロのワザ
　まずは教科書の資料の種類別流し方を、その後、知識の構造を見極める発問の型を身に
付ける。最後は価値を問えば、楽しく知的な社会科となる

社会教科書の構造を生かした授業展開の原則　小学校
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さ
い
。

④　

証
拠
を
見
付
け
な
さ
い
（
統
計
等
）。

⑤　

�

具
体
的
に
「
○
○
さ
ん
の
話
」（
人
の
話
）
を

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

大
ま
か
に
右
の
流
れ
で
教
科
書
の
知
識
内
容
は
理
解
で

き
る
。
年
表
で
「
い
つ
」、
地
図
で
「
ど
こ
」
を
調
べ
さ

せ
る
と
、
更
に
具
体
的
に
な
る
。

２　

知
識
の
種
類
に
よ
る
構
造

ら
れ
れ
ば
い
い
。

①　

記
述
的
知
識

②　

概
念
的
知
識

　
記
述
的
知
識
は
そ
の
単
元
や
題
材
、
地
域
そ
の
も
の
の

知
識
で
あ
る
。「
庄
内
平
野
で
は
鳥
海
山
が
近
い
の
で
米

作
り
が
盛
ん
で
あ
る
」「
京
浜
工
業
地
帯
は
近
く
に
東
京

が
あ
る
か
ら
工
業
が
盛
ん
だ
」
の
よ
う
な
知
識
で
あ
る
。

　

一
方
「
概
念
的
知
識
」
は
応
用
可
能
、
社
会
事
象
そ
の

も
の
の
原
因
と
結
果
を
特
徴
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
工
業
が
盛
ん
な
地
域
は
、
海
が
近
い
、
交
通
網
が
便
利
、

都
会
が
近
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
」「
米
作
り
が
盛
ん
な

地
域
は
、
平
野
で
、
川
が
近
く
、
雪
が
多
い
特
徴
の
場
所

が
多
い
」
な
ど
と
な
る
。
多
く
の
社
会
事
象
が
起
こ
る
原

因
は
、
一
つ
で
は
な
く
複
合
的
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

①　

�

○
○
の
盛
ん
な
地
域
の
特
徴
を
、
教
科
書
か
ら

見
付
け
ら
れ
る
だ
け
見
付
け
な
さ
い
。

②　

○
○
の
特
徴
は
○
○
だ
け
な
の
で
す
か
。

記
述
的
知
識
の
積
み
重
ね
か
ら
、
概
念
的
知
識
を
身
に

付
け
、
説
明
で
き
、
価
値
判
断
で
き
る
こ
と
が
社
会
科
の

大
き
な
目
標
と
な
る
。

上
図
は
兵
庫
教
育
大
学
の
岩
田
一
彦
氏
「
概
念
探
求
型

社
会
科
」
に
よ
る
知
識
の
分
類
で
あ
る
。

（
１
）
価
値
関
係
的
知
識

価
値
関
係
的
知
識
は
、
価
値
判
断
を
問
う
討
論
に
な
る

発
問
で
あ
る
。

「
雪
国
の
人
は
損
で
は
な
い
か
」（
向
山
洋
一
氏
の
発

問
）「
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
は
公
平
か
」（
築
地
久
子
氏
の

発
問
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

教
科
書
記
述
で
い
く
と
単
元
終
わ
り
の
ペ
ー
ジ
に
載
っ

て
い
る
「
今
後
の
課
題
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。「
食

料
自
給
率
を
あ
げ
る
た
め
に
輸
入
を
減
ら
す
こ
と
に
賛
成

か
」「
国
産
と
輸
入
、
ど
ち
ら
の
牛
肉
を
買
う
か
」
な
ど

と
な
る
。

①　

○
○
の
ど
ち
ら
が
得
か
。

②　

○
○
と
○
○
、
ど
ち
ら
に
賛
成
か
。

等
、
二
者
択
一
が
基
本
型
と
な
る
。

（
２
）
事
実
関
係
的
知
識

　
価
値
判
断
を
行
う
た
め
の
基
本
的
知
識
が
「
事
実
関
係

的
知
識
」
と
な
る
。
大
ま
か
に
次
の
２
つ
を
分
け
て
考
え
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１　

教
科
書
の
質
は
格
段
に
向
上
し
た

「
教
科
書
で
教
え
る
の
で
は
な
く
、
教
科
内
容
を
教
え
る

こ
と
に
価
値
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
過
去
の
こ
と
だ
。

新
教
科
書
は
充
実
し
て
い
る
。
単
元
を
貫
く
課
題
は
も

ち
ろ
ん
、
一
時
間
ご
と
の
学
習
課
題
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
写
真
、
統

計
資
料
も
充
実
し
て
い
る
。
教
科
書
自
体
が
構
造
化
さ
れ

て
い
る
。
教
師
の
授
業
技
量
が
加
わ
れ
ば
、
教
科
書
だ
け

で
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

２　

知
覚
語
で
問
う

『
新
し
い
社
会
・
地
理
』（
東
京
書
籍
）
三
六
ペ
ー
ジ

（
雪
と
氷
の
中
で
暮
ら
す
人
々
）
に
は
、
単
元
を
貫
く

《
見
方
・
考
え
方
》
と
し
て
「
二
つ
の
雨
温
図
を
比
較
し

て
、
違
い
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
課
題
が
提
示

さ
れ
て
、
寒
帯
の
イ
カ
ル
イ
ト
と
温
帯
の
東
京
の
雨
温
図

が
載
っ
て
い
る
。
単
に
雨
温
図
を
教
師
が
解
説
す
る
だ
け

な
ら
、
退
屈
な
授
業
に
な
る
。
私
な
ら
、
次
の
よ
う
に
問

う
。

　

イ
カ
ル
イ
ト
の
一
月
、
何
色
が
見
え
ま
す
か
。

　

一
月
の
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
二
五
℃
を
下
回
る
。
雪

と
氷
の
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。「
白
！
」
と
い
う
声

が
返
っ
て
く
る
。
知
覚
で
問
う
か
ら
、
学
力
が
低
位
な
生

徒
で
も
授
業
に
参
加
で
き
る
。

　

屋
外
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

雑
学
ネ
タ
は
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
。
だ
か
ら
、

様
々
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
正
解
は
「
深
呼
吸
」
で
あ

る
。
肺
が
凍
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
極
寒
の
地
で
は

屋
外
で
の
過
度
な
運
動
は
命
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

３　

オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
で
※
授
業
を
終
え
る

　

イ
カ
ル
イ
ト
の
八
月
、
何
色
が
見
え
ま
す
か
。

　

八
月
の
平
均
気
温
は
九
℃
で
あ
る
。
東
京
の
一
月
の
平

均
気
温
と
変
わ
ら
な
い
。
冬
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と

「
白
！
」
と
な
る
。
九
℃
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
「
茶
！

（
草
の
枯
れ
た
色
）」
と
な
る
。
意
見
を
言
わ
せ
た
後
、

「
次
の
時
間
ま
で
に
調
べ
て
き
な
さ
い
」
と
伝
え
る
。

生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
イ
カ
ル
イ
ト
の
八
月
の
写

真
を
検
索
し
、
答
え
を
導
き
出
す
。
こ
れ
こ
そ
、《
深
い

学
び
》
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
授
業
が
、
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た
課
題
と
資

料
（
雨
温
図
）
だ
け
で
可
能
に
な
る
。
今
年
度
は
「
教
科

書
だ
け
で
教
え
る
授
業
」
を
追
究
し
て
い
る
。

北海道別海町立別海中央中学校　染
そめ

谷
や

 幸
こう

二
じ

教科書が構造化されているから、 
教科書「だけで」授業ができる
新教科書は充実している。教科書に掲載された課題と資料だけで、生徒が熱中する授業が
可能である。

社会教科書の構造を生かした授業展開の原則　中学校

※�

答
え
が
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
結
論
付
け
や

ま
と
め
の
な
い
終
わ
り
方
。
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一　

授
業
改
善
の
視
点
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

各
教
科
等
の
特
性
に
応
じ
た
「
見
方
・
考
え
方
」
を

働
か
せ
な
が
ら
、

⑴　

�

知
識
を
相
互
に
関
連
付
け
て
よ
り
深
く
理
解

し
た
り

⑵　

情
報
を
精
査
し
て
考
え
を
形
成
し
た
り

⑶　

問
題
を
見
い
だ
し
て
解
決
策
を
考
え
た
り

⑷　

思
い
や
考
え
を
基
に
創
造
し
た
り

す
る
こ
と
に
向
か
う
過
程
を
重
視
し
た
学
習
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

自
然
の
事
物
・
事
象
か
ら
課
題
を
見
付
け
、
探
究
す
る

過
程
で
、「
日
常
生
活
に
当
て
は
め
る
」
こ
と
は
、
⑴
や

⑶
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

二　
「
身
の
ま
わ
り
の
物
質
」
で
の
教
科
書
の
構
造

　

自
然
の
事
物
・
事
象
か
ら
探
究
し
て
い
く
過
程
を
①
～

⑦
の
ス
テ
ッ
プ
に
ま
と
め
た
。
そ
の
中
で
、「
身
の
ま
わ
り

の
物
質
」
の
単
元
に
つ
い
て
、
啓
林
館
の
教
科
書
を
例
に

あ
げ
て
、
①
～
⑦
に
当
て
は
め
た
の
が
下
の
図
で
あ
る
。

三　
「
日
常
生
活
に
当
て
は
め
る
」
こ
と

　
「
日
常
生
活
に
当
て
は
め
る
」
こ
と
と
は
、
例
え
ば
、

体
験
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。「
他
の
白
い
粉
も
調
べ
て
み

よ
う
。
他
に
ど
ん
な
白
い
粉
を
調
べ
て
み
ま
す
か
」
と
問

う
こ
と
で
、
日
常
生
活
と
「
関
連
付
け
」
て
考
え
る
理
科

の
考
え
方
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
問
題

解
決
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
の
で

あ
る
。

栃木県さくら市立氏家中学校　荒
あら

川
かわ

 拓
ひろ

之
ゆき

教科書の構造を生かし、 
授業改善につなげる
「日常生活に当てはめる」ことで、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
を行うことにつながる

理科教科書の構造を生かした授業展開の原則　中学校
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１　

問
題
〜
授
業
の
つ
か
み
〜

　

子
供
た
ち
が
考
え
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
、
問
題
提

示
を
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、

⑴�

モ
ノ
を
用
意
す
る
。
モ
ノ
に
触
れ
さ
せ
た
り
、
実
験
さ

せ
た
り
し
て
み
て
、
疑
問
や
興
味
を
も
た
せ
る
。
さ
ら

に
モ
ノ
を
渡
し
て
自
由
試
行
さ
せ
て
も
よ
い
。
そ
の
時

に
、
気
付
い
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
や
カ
ー
ド
な
ど
に
書
か

せ
て
い
く
。
子
供
た
ち
の
気
付
き
を
問
題
に
し
て
、
授

業
を
進
め
て
い
く
。

⑵
動
画
や
画
像
を
活
用
す
る
。
動
画
や
画
像
を
見
せ
な
が

ら
、
気
付
い
た
こ
と
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、
学
習
内
容

に
関
す
る
内
部
情
報
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
発
展
学
習
と
し
て
考
え
さ
せ
た
い
問
題
や
、
逆
転
現
象

が
起
こ
る
問
題
を
出
す
。

な
ど
、
問
題
（
導
入
）
を
工
夫
し
た
い
。

２　

予
想
〜
全
員
に
考
え
を
も
た
せ
る
〜

基
本
は
選
択
式
で
予
想
さ
せ
る
。
全
員
に
自
分
の
考
え

を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

記
述
式
で
は
、
班
で
相
談
し
な
が
ら
書
か
せ
る
と
、
書

き
や
す
く
な
る
。

３　

実
験
〜
安
全
に
正
し
く
行
う
〜

　

実
験
で
は
、
次
の
三
点
が
重
要
で
あ
る
。

①
実
験
方
法
を
正
し
く
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
教

科
書
や
実
験
モ
デ
ル
を
示
し
て
確
認
す
る
。
動
画
を
見

せ
な
が
ら
確
認
し
て
も
よ
い
。

②
実
験
器
具
の
使
い
方
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
時
は
、
練
習
す
る
時
間
を
取
る
。
例
え
ば
、

顕
微
鏡
や
気
体
検
知
管
の
使
い
方
な
ど
、
教
え
た
だ
け

で
は
上
手
く
使
え
な
い
。
そ
こ
で
、
練
習
さ
せ
た
り
、

正
し
く
使
え
て
い
る
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を

し
た
り
す
る
と
良
い
。

③
準
備
・
片
付
け
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
。

座
席
番
号
に
よ
る
分
担
や
、
出
し
た
人
が
出
し
た
も
の

を
片
付
け
る
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
最
初
に
決
め
て
お
く
。

さ
ら
に
、「
○
分
以
内
に
準
備
（
片
付
け
）
し
よ
う
」

と
指
示
を
出
し
、
時
間
を
意
識
さ
せ
る
。

４　

結
果
〜
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
〜

結
果
は
表
や
グ
ラ
フ
・
図
に
し
て
シ
ン
プ
ル
に
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
さ
せ
る
。

大阪府狭山市立南第二小学校　家
や

根
ね

内
うち

 興
こう

一
いち

問題を科学的に解決する 
学習システム
理科の教科書には、問題解決の手順が示されている。
その手順を子供たちが使いこなしていくための
指導の原則について紹介する。

理科教科書の構造を生かした授業展開の原則　小学校
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５　

考
察
〜
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
を
書
く
〜

　

結
果
か
ら
言
え
る
自
分
の
考
え
を
書
く
時
に
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
書
か
せ
た
り
、
文
型
を
示
し
て
書
か
せ

た
り
す
る
。
個
人
で
は
難
し
い
場
合
は
、
班
で
相
談
し
な

が
ら
書
か
せ
る
。
考
察
を
書
く
時
間
が
取
れ
な
い
と
き
は
、

ま
と
め
を
書
く
中
で
考
え
さ
せ
る
。
最
初
は
、
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
の
部
分
を
空
欄
に
し
て
、
入
る
言
葉
を
考
え
さ
せ

る
と
よ
い
。
他
に
は
、
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言

え
る
か
を
班
で
相
談
し
て
発
表
さ
せ
、
出
た
意
見
を
整
理

し
て
ま
と
め
て
い
く
。

６年　水よう液の性質

６年　てこのはたらき

６　

観
察
〜
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
教
え
る
〜

最
初
に
観
察
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
教
え
る
。
一
度
教
え

て
お
け
ば
、
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
自
分
で
ま

寧
に
素
早
く
書
く
指
導
や
、
ノ
ー
ト
の
評
定
を
行
う
こ
と

で
、
実
験
や
観
察
し
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
く
力
も
鍛
え

た
い
。

　

ま
た
、
単
元
の
終
わ
り
に
、
ノ
ー
ト
ま
と
め
に
取
り
組

ま
せ
た
い
。
さ
ら
に
、「
防
災
」「
S
D
G
s
」「
科
学

者
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
た
こ
と
を
、

ま
と
め
た
り
発
表
し
た
り
す
る
表
現
活
動
も
取
り
入
れ
た

い
。

８　

新
し
い
学
び
方
〜
I
C
T
の
活
用

問
題
を
科
学
的
に
解
決
す
る
た
め

に
、
I
C
T
を
活
用
で
き
る
力
も
身

に
付
け
さ
せ
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
た
授
業
を
、

た
く
さ
ん
作
り
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

見
付
け
た
こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
書
か
せ

る
と
き
は
、
箇
条
書
き
で
書
か
せ
る
。

４年　春の生き物

７　

ノ
ー
ト
指
導
〜
表
現
す
る
力
〜

一
時
間
で
実
験

し
片
付
け
を
し
た

後
、
さ
ら
に
ノ
ー

ト
に
ま
と
め
さ
せ

る
に
は
、
丁
寧
に

素
早
く
書
く
技
能

も
必
要
で
あ
る
。

最
初
の
授
業
で

ノ
ー
ト
の
書
き
方

を
指
導
す
る
。
さ

ら
に
毎
時
間
、
丁

６年　ものが燃えるしくみ ５年　植物の発芽と成長
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と
笑
顔
で
共
感
し
て
あ
げ
な
が
ら
、

板
書
し
て
い
く
。「
同
じ
よ
う
に
、

う
れ
し
い
と
思
う
人
？
」
と
全
体
に

聞
く
の
も
良
い
。

　
あ
る
程
度
発
表
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

板
書
の
【
か
ら
】
に
黄
色
チ
ョ
ー
ク

で
○
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、「
わ
け

を
話
す
と
き
に
は
、最
後
に
【
か
ら
】

を
付
け
ま
す
」
と
お
さ
え
る
。

　
次
に
、
黒
板
に
【
わ
た
し
は
、
○

○
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

こ
ろ
ん
だ
か
ら
で
す
。】
と
書
く
。

二
文
目
を
限
定
し
て
、
一
文
目
の
気

持
ち
を
発
表
さ
せ
る
。
痛
い
、
悲
し

い
、
つ
ら
い
な
ど
が
出
る
だ
ろ
う
。

　
二
文
を
ま
と
め
て
一
度
に
発
表
さ

せ
る
の
は
ま
だ
早
い
。
一
文
目
に
ふ

さ
わ
し
い
気
持
ち
を
、
で
き
る
だ
け

多
く
出
さ
せ
る
。
嬉
し
い
、
悲
し
い

の
他
に
、
面
白
い
、
楽
し
い
、
気
持

ち
良
い
、
悔
し
い
、
な
ど
が
あ
る
。

２	�

も
う
一
方
を
限
定
す
る

３	�

選
択
肢
を
多
く
出
す

　
教
科
書
で
は
、「
わ
た
し
は
、
○

○
で
す
。」「
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

○
○
か
ら
で
す
。」
の
二
文
と
も
空
欄

が
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
授
業
で
は

一
つ
に
限
定
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。

　
黒
板
に
、【
わ
た
し
は
、
う
れ
し

い
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

（
　
　
　
　
　
　
）
か
ら
で
す
。】
と

書
く
。
一
文
目
の
空
欄
を
「
う
れ
し

い
」
に
限
定
す
る
の
だ
。
そ
し
て
次

の
発
問
・
指
示
を
す
る
。

発
問  

ど
ん
な
理
由
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。　

指
示  

手
を
挙
げ
て
、
発
表
し

ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、「
ど
う
し
て
か
と
い
う

と
、
今
日
は
誕
生
日
だ
か
ら
で
す
。」

「
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
お
友
達

が
で
き
た
か
ら
で
す
。」「
ど
う
し
て

か
と
い
う
と
、
朝
顔
の
芽
が
出
た
か

ら
で
す
。」
な
ど
の
意
見
が
出
る
だ

ろ
う
。「
そ
れ
は
、う
れ
し
い
で
す
ね
」

１	�

一
つ
を
限
定
す
る

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

　愛
あい

わけを　はなそう
一方を限定するからこそ、混乱さ
せることなく、自由な発想で考え
させることが出来る。

光村図書・１年上・P48

1年
Japanese
国語わたしは、うれしいです。

どうしてかというと、（　　　　）
からです。

発問  
どんな理由が考えられますか。
指示  
手を挙げて、発表しましょう。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

具
体
物
で
確
認
す
る

説
明
１  

金
魚
を
二
十
玉
そ
ろ
ば
ん

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
変
身
さ
せ
る
よ
。

は
じ
め
、
五
匹
い
ま
し
た
（
そ
ろ

ば
ん
に
五
玉
を
入
れ
て
示
し
、
子

供
に
も
言
わ
せ
る
）。

発
問
７  

何
匹
減
っ
た
？
（
二
匹
）

　
「
二
匹
減
る
。」
と
言
い
な
が
ら
手

で
隠
す
（
子
供
に
も
言
わ
せ
る
）。

残
り
は
、
三
匹
で
す
。

操
作
で
確
認
す
る
。

　

提
示
し
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
子

供
た
ち
に
も
や
ら
せ
る
。

お
団
子
図
で
描
く
。

説
明
２  

今
や
っ
た
こ
と
を
お
団
子

で
描
き
ま
す
。

　
教
科
書
の
水
槽
の
中
に
〇
を
か
き
、

す
く
っ
た
分
を
線
で
消
し
て
書
く
こ

と
を
確
認
す
る
。

説
明
３  

こ
れ
を
、
５

−

２
＝
３
と

書
き
ま
す
。

ひ
き
算
に
な
る
状
況
を
把
握
す
る

発
問
１  

（
実
際
の
筆
箱
を
見
せ
な

が
ら
）
四
本
入
っ
て
い
ま
す
。
一

本
出
し
ま
し
た
。
鉛
筆
は
増
え

た
？　
減
っ
た
？
（
減
っ
た
）

　
（
黒
板
に
蝶
の
磁
石
を
四
つ
貼
り
）

発
問
２  

始
め
は
四
匹
。
二
匹
飛
ん

で
い
き
ま
し
た
。
蝶
は
増
え
た
？　

減
っ
た
？
（
減
っ
た
）

　

減
る
＝
ひ
き
算
を
意
識
付
け
さ
せ

る
。

発
問
３  

教
科
書
十
四
ペ
ー
ジ
。
1
。

水
槽
を
指
さ
し
て
ご
ら
ん
。
金
魚

は
何
匹
い
ま
す
か
？（
五
匹
で
す
）

指
示
１  

水
槽
の
下
に
５
と
書
き
ま

す
。

発
問
４  

二
つ
目
の
水
槽
。
金
魚
を

す
く
う
と
増
え
る
？　

減
る
？

（
減
る
）

発
問
５  

何
匹
減
る
の
？
（
二
匹
）

　

水
槽
の
下
に
へ
る
２
と
書
か
せ
る
。

発
問
６  
残
り
は
何
匹
？
（
三
匹
）

　

水
槽
の
下
に
の
こ
り
３
と
書
か
せ

る
。

　東京都大田区立雪谷小学校

下
しも

山
やま

　てるみ

「のこりはいくつ　 
ちがいはいくつ」
「減る」の概念を身に付け、言
葉と式を対応させて指導する。

東京書籍・１年②・p.14-15

1年
Mathematics
算数発問１  ４本入っています。１本出

しました。鉛筆は増えた？減った？
発問２  始めは４匹。２匹飛んでい

きました。蝶は増えた？減った？
発問３  教科書14ページ。1。水槽

を指さしてごらん。金魚は何匹い
ますか。

※教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



30

　

子
供
た
ち
に
も
自
分
の
描
い
た
絵

に
目
玉
を
描
か
せ
る
。

　

整
理
す
る
と
、
目
玉
の
位
置
は
、

三
つ
に
分
か
れ
る
。

①
は
、
ま
ぐ
ろ
の
後
ろ
側
。

②
は
、
ま
ぐ
ろ
の
横
側
。

③
は
、
ま
ぐ
ろ
の
前
側
で
あ
る
。

　

自
分
は
ど
の
位
置
か
ら
見
て
い
る

と
思
っ
た
か
、
挙
手
さ
せ
、
人
数
確

認
を
す
る
。

　

ま
た
、
な
ぜ
そ
う
考
え
た
の
か
、

理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。
そ
の
後
、

発
表
し
、
お
互
い
の
意
見
を
聞
き
合

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

手
が
か
り
に
す
る
文
は
「
つ
っ
こ

ん
で
き
た
」
で
あ
る
。

　
「
つ
っ
こ
ん
で
き
た
」
と
い
う
こ

と
は
、
小
さ
な
赤
い
魚
た
ち
の
方
か

ら
見
て
、
ま
ぐ
ろ
が
つ
っ
こ
ん
で
く

る
わ
け
で
あ
る
。
ま
ぐ
ろ
の
方
か
ら

見
て
い
る
と
、「
つ
っ
こ
ん
で
行
っ

た
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
視
点

を
考
え
る
こ
と
で
、
言
葉
や
文
を
手

が
か
り
に
し
、
よ
り
深
く
文
章
を
読

め
る
よ
う
に
な
る
。

お
そ
ろ
し
い
ま
ぐ
ろ
が
、
お
な

か
を
す
か
せ
て
す
ご
い
は
や
さ

で
ミ
サ
イ
ル
み
た
い
に
つ
っ
こ

ん
で
き
た
。

こ
の
部
分
の
ま
ぐ
ろ
と
小
さ
な

魚
た
ち
の
絵
を
描
き
な
さ
い
。

　

絵
を
描
く
こ
と
で
、
よ
り
イ
メ
ー

ジ
化
で
き
る
。
ノ
ー
ト
を
点
検
す
る

と
、
大
き
な
ま
ぐ
ろ
と
、
小
さ
な
魚

た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

絵
を
先
生
が
板
書
し
、
次
の
よ
う

に
問
う
。

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
見
て
い
る
と

し
た
ら
、
ど
こ
か
ら
見
て
い
ま

す
か
？　

目
玉
で
表
し
な
さ
い
。

一
．
お
話
を
絵
に
す
る

二
．
目
玉
で
視
点
を
表
現
す
る

「スイミー」で、 
分析批評を低学年 
から教える
「視点」を考えるために絵に表す。

2年発問  テレビカメラで見ているとし
たら、どこから見ていますか？　
目玉で表しなさい。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

　和
かず

代
よ

光村図書・２年上・p.64-73

Japanese
国語
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計
算
は
ア
シ
ス
ト
す
る

　

二
年
生
の
最
初
は
、
加
減
の
計
算

が
難
し
い
子
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
シ
ー
ト
を
持

た
せ
、
い
つ
で
も
見
て
よ
い
こ
と
に

す
る
。

　

ひ
き
算
も
同
様
で
あ
る
。

　

答
え
は
探
せ
ば
よ
い
の
で
、
子
供

た
ち
は
、
筆
算
の
学
習
に
集
中
で
き

る
。

　

子
供
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
丸
が
も

ら
え
る
の
で
、

「
筆
算
、
大
好
き
！
」

と
、
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
年
生
の
計
算
の
習
熟
は
、
別
の

場
面
で
、
か
け
算
の
学
習
が
始
ま
る

前
に
行
っ
た
。

手
順
を
繰
り
返
し
習
熟
さ
せ
る

　

本
単
元
で
は
、
加
減
の
筆
算
の
や

り
方
を
習
熟
さ
せ
る
こ
と
が
最
重
要

で
あ
る
。
今
後
、
算
数
、
数
学
で
行

う
加
減
の
筆
算
の
方
法
が
、
す
べ
て

集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
、
や
り
方

に
重
点
を
置
い
て
指
導
す
る
。

山口県周南市立鹿野小学校

奥
おく

田
だ

　嚴
よし

文
ふみ

筆算の仕方に特化 
した指導
20までのたし算、ひき算は半
年かけて習熟させる。

啓林館・２年上・p.51

2年
Mathematics
算数発問１  十の位から計算しますか、 

一の位から計算しますか。

発問２  何+何ですか。



32

る
。
こ
こ
か
ら
、
恐
る
恐
る
鍵
を
差

そ
う
と
す
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
緑
色
の
ベ
ン
チ
」

で
あ
る
。
七
一
ペ
ー
ジ
十
二
行
目

「
…
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。『
で
も
、
も
し
か
し
て
」
と

い
う
言
葉
に
注
目
さ
せ
た
い
。

　

三
つ
目
は
、「
お
魚
」
で
あ
る
。

七
四
ペ
ー
ジ
十
行
目
「
い
つ
し
か
す

い
こ
ま
れ
る
よ
う
に
…
」
と
い
う
言

葉
に
注
目
さ
せ
た
い
。
三
つ
の
場
面

を
通
し
て
、
わ
く
わ
く
感
が
上
が
っ

て
い
く
の
が
読
み
取
れ
る
。

　

四
つ
目
は
、「
バ
ス
て
い
」
で
あ

る
。
七
六
ペ
ー
ジ
「
か
ん
ば
ん
の
前

で
せ
の
び
を
し
て
い
ま
し
た
。」
か

ら
は
、
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
が
読

み
取
れ
る
が
、
七
七
ペ
ー
ジ
二
行
目

「
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
、
が
っ
か
り

し
た
よ
う
な
気
持
ち
…
」
と
い
う
言

葉
か
ら
は
、
わ
く
わ
く
感
は
中
間
あ

た
り
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出

て
く
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
討
論
が

可
能
で
あ
る
。
叙
述
を
も
と
に
、
進

め
て
欲
し
い
。

　

新
教
科
書
の
物
語
教
材
「
ま
い
ご

の
か
ぎ
」
は
、
主
人
公
の
り
い
こ
の

気
持
ち
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
一
時　

範
読
・
音
読

第
二
時　

登
場
人
物
の
検
討

第
三
・
四
時　

場
面
分
け

第
五・六
時　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

第
七
時　

感
想
文

　

第
五
・
六
時
で
は
、
鍵
を
差
す
四

つ
の
場
面
を
扱
い
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
桜
の
木
に
あ
る
鍵
穴

に
鍵
を
差
す
場
面
で
あ
る
。

発
問
１  

り
い
こ
は
、
ど
の
く
ら
い

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
鍵
を
差
し

ま
し
た
か
？

指
示
１  

わ
く
わ
く
メ
ー
タ
ー
の
数

字
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　
「
ど
の
く
ら
い
〜
」
と
発
問
を
す

る
と
、
何
を
答
え
た
ら
よ
い
の
か
分

か
ら
な
い
児
童
が
い
る
。
そ
こ
で
数

値
化
を
す
る
と
考
え
や
す
い
。
こ
こ

で
注
目
さ
せ
た
い
言
葉
は
、
六
九

ペ
ー
ジ
九
行
目
「
ま
さ
か
、
ね
、
と

思
い
な
が
ら
…
」
と
い
う
表
現
で
あ

新教材　 
「まいごのかぎ」
「わくわくメーター」で主人公
の気持ちを数値化し、その理由
を、叙述をもとに考えさせる。

3年発問１ 「〜の場面」のりいこは、ど
のくらいわくわくしながら鍵をさ
しましたか？

指示１ わくわくメーターの数字を
ノートに書きなさい。

指示２ その理由をノートに書きなさい。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

　綾
あや

乃
の

光村図書・３年上・p.65-84

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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ま
す
。
四
こ
ず
つ
囲
み
ま
す
。

発
問
３  

い
く
つ
の
ま
と
ま
り
に
な

り
ま
し
た
か
。
三
つ
で
す
ね
。

指
示
５  

今
、
勉
強
し
た
こ
と
が
教

科
書
に
文
章
と
式
で
書
い
て
あ

り
ま
す
。
見
付
け
ま
す
。

指
示
６  

読
み
ま
す
。「
12
こ
を
４

こ
ず
つ
分
け
る
と
３
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
式
で
次

の
よ
う
に
書
き
ま
す
。
12
÷
４
＝

３
」

指
示
７  

た
し
か
め
問
題
を
、
絵
と

式
の
両
方
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

解
説  

問
題
場
面
を
表
現
し
た
挿
絵

を
使
っ
て
学
習
を
進
め
る
の
は

有
効
な
手
立
て
で
あ
る
。
十
二
こ

を
四
こ
ず
つ
分
け
る
と
い
う
活

動
を
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で

行
う
。
そ
の
際
に
、
ク
ッ
キ
ー
の

絵
→
お
は
じ
き
の
絵
→
○
→
式

と
い
う
順
に
抽
象
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
数
が
多
く
な
る
と
絵
に
描

く
の
が
大
変
に
な
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、式
の
有
用
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

問
題  

ク
ッ
キ
ー
が
12
こ
あ
り

ま
す
。
１
ふ
く
ろ
に
４
こ
ず

つ
入
れ
る
と
、
何
ふ
く
ろ
に

分
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

指
示
１  

ク
ッ
キ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を

見
ま
す
。

指
示
２  

教
科
書
の
ク
ッ
キ
ー

を
四
こ
ず
つ
ぐ
る
っ
と
囲
み

ま
す
。

発
問
１  

い
く
つ
の
ま
と
ま
り
に
な

り
ま
し
た
か
。
三
つ
で
す
ね
。

指
示
３  

イ
ラ
ス
ト
を
見
ま
す
。

ク
ッ
キ
ー
が
お
は
じ
き
に
変

身
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に

四
こ
ず
つ
ぐ
る
っ
と
囲
み
ま

す
。

発
問
２  

い
く
つ
の
ま
と
ま
り
に
な

り
ま
し
た
か
。
三
つ
で
す
ね
。

指
示
４  

教
科
書
に
書
い
た
の

と
同
じ
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書

き
ま
す
。
○
を
十
二
こ
書
き

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

　義
よし

明
あき

同じ数ずつぐるっと 
囲みます
イラストから式へと、変化のあ
る繰り返しで進める。

教育出版・３年上・p.52-53

3年
Mathematics
算数指示 クッキーを　４こずつ囲みます。

おはじきを　４こずつ囲みます。
ノートの○を４こずつ囲みます。
これを　12÷４＝３　と書きます。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ

※�イラストは教科書
をもとにかき起こ
しました。
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作
者
が
俳
句
の
中
で
も
最
も
強

調
し
た
い
部
分
に
使
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

四
．
越
す
と
渡
る
を
検
討
す
る

発
問
④
河
は
、「
渡
る
」
と
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
越

す
」
と
「
渡
る
」
の
違
い
は
何

で
す
か
。

自
然
と
「
川
」
と
「
河
」
の
違
い

に
気
付
く
子
供
が
出
て
く
る
。
そ
こ

を
褒
め
る
。

五
．
イ
メ
ー
ジ
化
す
る

発
問
⑤
こ
の
俳
句
を
絵
に
し
な
さ

いノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
て
、
丸

を
付
け
る
。
そ
の
際
、
何
名
か
に
板

書
さ
せ
る
。

六
．
話
者
の
位
置
を
検
討
す
る

Ａ　

河
を
渡
る
前

Ｂ　

渡
っ
て
い
る

Ｃ　

も
う
す
ぐ
渡
り
終
え
る

Ｄ　

渡
っ
て
向
こ
う
岸
に
行
っ
た

こ
の
中
か
ら
、
一
番
違
う
も
の
を

順
に
選
ば
せ
て
、
二
つ
に
絞
り
、
討

論
に
も
っ
て
い
く
。

俳
句
を
絵
に
す
る
こ
と
で
、
個
々

に
も
っ
て
い
る
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
で
き
、
中
身
を
検
討
し
や
す
く

な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
子
供
に

と
っ
て
異
次
元
の
こ
と
だ
。

そ
こ
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
す
。

一
．
読
ま
せ
る

指
示
①
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
方
で
読

ん
で
み
な
さ
い
。

数
名
指
名
し
て
、
読
ま
せ
、
切
れ

目
を
意
識
し
て
い
る
子
供
を
取
り
上

げ
、
意
見
の
分
布
を
把
握
す
る
。

二
．
季
語
と
季
節
の
確
認
す
る

発
問
①
季
節
は
何
で
す
か
。

（
夏
）

発
問
②
季
語
は
何
で
す
か
。

（
夏
河
）

三�

．
強
調
さ
れ
て
い
る
部
分
（
切
れ

字
）
を
確
認
す
る

発
問
③
強
調
さ
れ
て
い
る
言
葉
は

何
で
す
か
。（
う
れ
し
さ
）

説
明
①
「
よ
」
は
切
れ
字
で
す
。

切
れ
字
に
は
「
余
韻
」
や
「
感

動
」
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
の
で
、

切
れ
字
が
使
わ
れ
て
い
る
場
所
は
、

大阪府富田林市立大伴小学校

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

短歌・俳句に親しもう（一）
俳句を絵にすることで、作品の
イメージを共有する

光村図書・４年上・P84-85

夏河を越すうれしさよ手に草履
� 与謝蕪村

指示１  それぞれの読み方で読んで
みなさい。
指示２  この俳句を絵にしなさい。

　

4年
Japanese
国語
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石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

　陽
あきら

２つのつまずきをク
リアさせる
１つは、最初の商をたてる段階。朝学習等で前年
度の復習をし、前提条件の知識を整え、クリアさ
せる。もう１つは、２つ目の商をたてる段階。わら
れる数とわる数を囲ませることでクリアさせる。

東京書籍・４年上・P39-41

4年

　

そ
の
後
、
か
け
て
、
ひ
い
て
、
お

ろ
す
こ
と
を
指
導
す
る
。

か
け
る
。
３
×
２
は
？

ひ
く
。
７
−
６
は
？

お
ろ
す
。
２
を
お
ろ
す
。

　

こ
の
後
に
次
の
指
示
を
出
す
。

お
ろ
し
た
ら
囲
む
。

た
て
る
。
12
÷
３
は
？

　

お
ろ
し
て
で
き
た
数
字
の
12
と
わ

る
数
の
３
を
囲
ま
せ
る
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
次
に
た
て
る
数
字
を
た
て

や
す
く
な
る
。

１
、
最
初
の
商
を
た
て
る
段
階

　

朝
学
習
の
時
間
に
、
三
年
生
時
に

学
習
し
た
、
あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

の
計
算
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　

こ
の
数
字
は
、
本
時
の
練
習
問
題

の
最
初
に
た
て
る
計
算
で
あ
る
。
教

科
書
に
は
、「
72
÷
３
」「
52
÷
４
」

「
85
÷
５
」
と
い
っ
た
計
算
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

２
、
二
つ
目
の
商
を
た
て
る
段
階

　

さ
て
、
本
時
。「
72
÷
３
」
の
計

算
に
取
り
組
む
。

一
の
位
を
指
で
か
く
し
ま
す
。

た
て
る
。
７
÷
３
は
？

Mathematics
算数指示１  一の位を指でかくします。

たてる。７÷３は？ 
指示２  おろしたら囲む。

たてる。１２÷３は？
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い
て
人
が
寄
り
付
か
な
い
よ
う

な
池
、
人
が
来
な
い
池
で
す
。

発
問  

そ
の
よ
う
な
池
が
い
い
ん

だ
！　
っ
て
感
動
で
き
る
語
り
手

は
、一
体
ど
の
よ
う
な
人
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
一
人
で
考
え
さ
せ
る
。
次

に
隣
同
士
で
意
見
交
流
を
さ
せ
る
。

次
は
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
う
に
意
見

交
流
さ
せ
る
と
良
い
。

・
お
年
寄
り
の
人　

・
寂
し
い
人

な
ど
の
意
見
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、「
◯
◯
な
人
、
だ
け

れ
ど
も
」
に
続
け
て
前
向
き
な
語
り

手
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
ご
ら
ん
と

伝
え
る
。

・
人
が
見
向
き
も
し
な
い
も
の
に
美

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
人

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
る
と
良
い
。

俳
句
で
は
、
強
調
さ
れ
た
言
葉
の
イ

メ
ー
ジ
を
考
え
て
か
ら
「
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
感
動
で
き
る
語
り
手
っ
て

ど
ん
な
人
？
」
と
聞
く
こ
と
で
、
自

由
に
俳
句
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

古
池
や　

蛙
飛
び
込
む　

水
の
音

発
問  

季
節
は
何
で
す
か
。
春

発
問  

季
語
は
何
で
す
か
。
蛙

　

こ
こ
で
簡
単
に
説
明
す
る
。

説
明  

俳
句
に
は
必
ず
、
季
節
と
そ

れ
を
表
す
季
語
を
入
れ
ま
す
。
短

い
言
葉
で
情
景
を
伝
え
る
た
め

の
約
束
事
で
す
。

発
問  

語
り
手
が
一
番
強
調
し
た
い

言
葉
は
何
で
す
か
。
古
池

説
明  

切
れ
字
と
言
っ
て
「
や
」
が

つ
く
と
語
り
手
が
一
番
強
調
し

た
い
言
葉
に
な
り
ま
す
。

発
問  

そ
も
そ
も
「
古
池
」
っ
て
ど

ん
な
池
で
す
か
。

　

最
初
は
頭
の
中
に
あ
る
「
古
池
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る
。

・
古
ぼ
け
た
池　

・
昔
か
ら
あ
る
池

・
誰
も
近
づ
か
な
い
池　

・
時
代
劇
に
出
て
き
そ
う
な
池

　

と
に
か
く
、
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ

を
全
て
出
さ
せ
る
。

　

こ
こ
で
辞
書
を
引
か
せ
る
。

説
明  
古
池
と
は
、
雑
草
が
生
え
て

5年
Japanese
国語発問  

そのような池がいいんだ！　って感動で
きる語り手は一体どのような人だろうか。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

　正
まさ

和
かず

俳句のイメージを 
広げる
高学年で最初の俳句の授業は、
有名な俳句で授業する。語り手
の心情を問うことでイメージを
広げることができる。

教育出版・５年上・p122-125

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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「
あ
と
は
、
自
分
で
や
り
な
さ
い
」

と
進
め
て
い
く
。

　

慣
れ
て
い
く
と
、
教
師
は
「
次
に

何
を
し
ま
す
か
」
だ
け
で
進
め
て
い

け
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
他
に
も
あ
る
。

□�

補
助
計
算
（
筆
算
の
か
け
算
）
を

必
ず
書
か
せ
る
。「
筆
算
で
計
算

す
る
と
、
計
算
間
違
い
が
減
る
ん

だ
よ
」
と
趣
意
説
明
を
す
る
。

□�

問
題
と
問
題
の
間
は
、
二
～
三
行

以
上
開
け
さ
せ
る
。
始
め
に
一
行

だ
け
開
け
て
筆
算
を
書
か
せ
る
と
、

筆
算
と
筆
算
が
く
っ
つ
く
。

□�

計
算
を
間
違
え
た
ら
、
大
き
な
×

を
書
か
せ
る
。「
×
を
付
け
て
お

け
ば
、
次
回
か
ら
気
を
付
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
間
違
い
は
宝
物

で
す
。」

□�

九
九
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
子
供
も

い
る
。
教
師
は
、
九
九
下
敷
き
を

事
前
に
準
備
し
て
お
く
。

□�

す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い

子
供
も
い
る
。
教
師
は
赤
鉛
筆
で
、

薄
く
筆
算
の
途
中
ま
で
書
く
。

　

小
数
÷
小
数
。
例
え
ば
、
２
．
４

÷
０
．
08
。
わ
る
数
「
０
．
08
」
を

百
倍
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

し
か
し
、
苦
手
な
子
供
は
、
割
ら

れ
る
数
「
２
．
４
」
の
方
に
目
が
行

く
。
そ
し
て
十
倍
す
る
。
そ
し
て
手

が
止
ま
る
。

　
「
わ
る
数
」
か
ら
目
が
行
く
よ
う

に
、
指
導
法
の
工
夫
を
し
た
。
わ
る

数
、
わ
ら
れ
る
数
を
確
認
し
た
後
で

あ
る
。

「
ま
ず
、
わ
る
数
を
薄
く
囲
み

な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
か
ら
「
わ
る
数
は
、
悪

い
か
ら
囲
む
の
？
」
と
聞
か
れ
た
。

「
面
白
い
考
え
だ
ね
」
と
返
し
た
。

　

０
．
08
を
薄
く
囲
ま
せ
る
。

「
わ
る
数
を
整
数
に
し
ま
す
。
言
い

な
さ
い
」（
わ
る
数
を
整
数
）

「
何
倍
し
ま
す
か
」（
百
倍
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」（
わ
ら
れ

る
数
も
百
倍
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」

（
小
数
点
を
上
に
あ
げ
ま
す
）

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

　健
たけ

広
ひろ

小数÷小数
まずわる数を目が行くように、
薄く囲ませる

啓林館・５年・p58-61

5年
Mathematics
算数指示「わる数を薄く囲みなさい」

←「小数÷小数」筆算の教え方
　 ちょこっと動画

※ノートに記載されたページは旧教科書のもの
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ら
な
い
。

　

述
語
が
欠
け
て
い
る
文
を
提
示
し
、

補
う
発
問
を
し
た
い
。

　

次
に
、
文
の
ね
じ
れ
を
直
す
こ
と

が
で
き
る
か
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
昨
日
の
午

後
、
学
級
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

文
の
基
本
は
、
主
語
・
述
語
の
対

応
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

主
語
（
わ
た
し
た
ち
は
）
と
述
語

（
開
か
れ
ま
し
た
）
の
よ
う
に
、
ち

ぐ
は
ぐ
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
ま

た
、「
わ
た
し
た
ち
の
学
級
会
が
、

昨
日
の
午
後
開
か
れ
ま
し
た
。」
も

点
が
抜
け
て
い
る
の
で
、
文
意
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
を
直
さ
せ
る
活
動

を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
。

※�

引
用
文
献
『
向
山
洋
一
年
齢
別
実

践
記
録
集　

第
13
巻
』（
教
育
技

術
研
究
所
）
P
91
、
95

「
文
の
組
み
立
て
」
で
は
、
次
の
こ

と
も
ね
ら
い
と
し
た
い
。

①
主
語
と
述
語
を
指
摘
で
き
る
。

②�

主
語
と
述
語
を
文
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

③�

主
語
と
述
語
を
対
応
さ
せ
、

文
の
ね
じ
れ
を
直
す
こ
と
が

で
き
る
。

「
主
語
」
は
何
か
、「
述
語
」
は
何

か
を
明
確
に
す
る
だ
け
で
、
何
を

言
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　

複
文
や
重
文
に
な
っ
て
い
る
場
合
、

前
の
文
の
述
語
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
場
合
が
多
い
。

　

向
山
氏
の
学
級
通
信
『
ス
ナ
イ

パ
ー
』
に
も
記
述
が
あ
る
。

「
ぼ
く
は
、
明
日
の
列
車
で
、

京
都
着
は
６
時
に
な
り
ま
す
。」

　

こ
れ
は
、「
明
日
の
列
車
で

出
発
し
」
と
か
「
明
日
の
列
車

で
東
京
を
離
れ
」
と
か
前
の
文

に
も
述
語
を
入
れ
な
く
て
は
な

東京都江戸川区立松江小学校

三
み

浦
うら

　宏
ひろ

和
かず

文の組み立て
この単元は、まず主語と述語が
何かを明確にすることが基本。そ
のうえで、「達意の文」のコツを
教えることを重視したい。

光村図書・６年・P64-65

発問１  主語、述語は何ですか。
指示１  述語を入れて文を完成させ

なさい。
指示２  主語と述語の関係に気を付

けて、文を直しなさい。

6年
Japanese
国語

※教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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私
は
式
の
下
に
書
か
せ
て
い
た
。

　
次
に
、
そ
の
場
で
約
分
を
す
る
。

　
こ
の
方
が
、
後
の
計
算
が
簡
単
に

な
る
か
ら
だ
。

二
　�

分
数
に
直
し
た
式
を
＝
の
先
に

書
く

　
小
数
を
約
分
済
み
の
分
数
に
直
し

た
ら
、
分
数
の
み
の
式
が
で
き
あ
が

る
。
そ
の
式
を
＝
の
先
に
書
く
。

　
分
数
の
み
の
計
算
式
で
あ
る
。

三
　�

わ
り
算
を
〇
で
囲
む

　
わ
り
算
は
、
逆
数
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
分
数
の
み
の
式
の
、
わ
り
算
の
部

分
を
○
で
囲
む
。
こ
れ
は
、「
逆
数

に
す
る
」
と
い
う
印
だ
。

　
逆
数
し
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

　
後
は
こ
れ
ま
で
通
り
に
計
算
す
る

だ
け
で
あ
る
。

　
計
算
過
程
を
省
略
し
な
い
で
丁
寧

に
書
か
せ
る
。
こ
の
大
事
さ
が
分
か

る
部
分
と
い
え
る
。

　
単
元
の
後
半
に
、
分
数
、
小
数
、

整
数
に
か
け
算
と
わ
り
算
が
混
じ
っ

た
問
題
が
出
て
く
る
。

　
大
原
則
は
、
こ
れ
だ
。

　
計
算
の
過
程
を
丁
寧
に
書
い

て
い
く
。

　
省
略
を
し
な
い
。

　
一
つ
一
つ
丁
寧
に
書
い
て
い

く
。

　
そ
の
上
で
、
次
の
三
つ
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

一
　�

小
数
を
分
数
に
直
し
た
ら
、

ま
ず
約
分
を
す
る

二
　�

分
数
に
直
し
た
式
を
＝
の

先
に
書
く

三
　
わ
り
算
を
〇
で
囲
む

一
　�
小
数
を
分
数
に
直
し
た
ら
、
ま

ず
約
分
を
す
る

　
ま
ず
、
小
数
を
分
数
に
直
す
。
そ

の
時
、
独
立
し
て
書
か
せ
る
。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

　健
けん

一
いち

小数、分数、整数の
混じった計算攻略法
計算過程を省略しないことと、
わり算に〇を付けることで、計
算間違いを減らす。

東京書籍・６年上・p.63-65

6年
Mathematics
算数指示 �小数を分数に直しなさい。�

分数だけの式を右に書きなさい。

約分を
ここで
行う

小数を分
数に直す
過程
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右
の
①
〜
③
は
、
五
年
生
の
「
情

報
」
単
元
を
応
用
で
き
る
、
社
会
科

教
科
書
の
授
業
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で

あ
る
。

　

以
下
、
五
年
「
情
報
」
の
単
元
を

例
に
考
え
る
。

「
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
正
確
に

説
明
し
な
さ
い
」

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
正
確
に
」
と
い
う

言
葉
で
あ
る
。「
正
確
に
」
と
い
う

こ
と
は
、「
参
照
す
る
資
料
が
あ
る
」

と
い
う
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

　

私
の
学
級
で
は
、「
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
正
確
に
説
明
し
な
さ
い
」
と
指

示
す
る
と
、
子
供
た
ち
が
「
キ
ー

ワ
ー
ド
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
発
見

一
、「
定
義
」
を
促
す
作
業
指
示

社会

どの単元にも 
応用できる 
社会科教科書の 

「作業指示」３
五年「情報」の単元を例
に、「思考」を促す作業指
示を示す。

神奈川県横浜市立高田小学校

水
みず

本
もと

　和
かず

希
き

（教育出版・５年・p170-171）

基礎・基本

Social studies

個
書
け
ま
し
た
！
」「
お
れ
、六
個
〜
」

な
ど
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
次
々
と

ノ
ー
ト
に
意
見
を
書
く
。「
△
△
さ

ん
が
◯
個
書
い
て
い
ま
す
」「
お
っ

と
、
ト
ッ
プ
が
入
れ
替
わ
っ
た
」
な

ど
実
況
中
継
を
す
る
と
、
盛
り
上
が

る
。

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
、
看
板
、（
あ

る
い
は
人
間
？
）
な
ど
、
様
々
な
意

見
が
出
て
く
る
の
で
、
全
部
褒
め
て

あ
げ
た
い
。

「
一
つ
を
選
び
な
さ
い
。」

「
一
番
よ
く
見
る
情
報
は
ど
れ
で
す

か
？
　
一
つ
選
ん
で
、
ノ
ー
ト
に
書

き
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

　

書
け
た
子
に
は
、
理
由
を
書
か
せ
、

発
表
・
板
書
を
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト
に

書
か
れ
た
「
看
板
」「
テ
ロ
ッ
プ
」「
テ

レ
ビ
」
な
ど
「
情
報
を
伝
え
る
手
段
」

の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
で
、
思

考
を
「
収
束
」
さ
せ
る
。

三
、「
収
束
」
を
促
す
作
業
指
示

す
る
。「
先
生
、
見
付
け
ま
し
た
！
」

と
言
っ
て
、
次
々
と
手
を
挙
げ
る
。

教
科
書
一
七
一
ペ
ー
ジ
に
は
、「
情

報　

あ
る
物
事
に
つ
い
て
、
人
に
伝

え
ら
れ
る
知
ら
せ
」
と
あ
る
。
こ
れ

を
見
付
け
さ
せ
、「
ノ
ー
ト
に
写
し

な
さ
い
」
と
い
う
授
業
展
開
に
す
る
。

　

い
つ
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
な
の
で
、

子
供
た
ち
は
「
正
確
に
」
と
聞
い
た

瞬
間
、
活
発
に
検
索
を
始
め
る
よ
う

に
な
る
。

「
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
」

　

教
科
書
一
七
〇
ペ
ー
ジ
に
は
、
駅

前
や
家
の
中
の
イ
ラ
ス
ト
資
料
が
あ

る
。
先
程
の
「
定
義
」
を
踏
ま
え
、

こ
の
資
料
か
ら
、「
何
に
よ
っ
て
情

報
が
伝
わ
り
ま
す
か
？
　
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ

い
」
と
指
示
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
「
先
生
、
先
生
、
五

二
、「
拡
散
」
を
促
す
作
業
指
示
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→
②
発
問
→
③
作
業
指
示
」
と
い
う

「
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
」
で
展
開

す
る
と
、「
思
考
」
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
。
社
会
科
で
あ
れ
ば
「
仮
説

化
の
思
考
」
＝
「
自
分
な
り
の
予
想

や
考
え
を
も
た
せ
る
」
こ
と
を
促
し

た
い
。
最
終
ス
テ
ッ
プ
は
次
の
仮
説

で
、
子
供
た
ち
と
未
来
を
語
り
合
い

た
い
。

〈
日
本
は
こ
の

ま
ま
コ
ロ
ナ
対

策
を
続
け
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
未
来
に
な

る
。〉

　

私
は
「
感
染
者
数
」
で
は
な
く
、

「
死
者
数
」
の
グ
ラ
フ
や
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
」
を
根
拠
に
、
未
来
が
あ
る
と
主

張
し
た
。
子
供
に
も
資
料
が
欲
し
い
。

厚
生
労
働
省
や
ク
ラ
ス
タ
ー
班
な
ど

信
頼
で
き
る
ソ
ー
ス
を
教
え
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
の
偏
っ
た
情
報
に
負
け
な

い
討
論
が
理
想
だ
。

弘
氏
）
の
意
見
「
26
度
で
ウ
イ
ル
ス

を
殺
菌
で
き
る
な
ら
、
体
内
に
入
っ

た
時
点
で
殺
菌
し
て
い
る
」
を
紹
介

し
た
。　

ス
テ
ッ
プ
１
終
了
。

　

間
髪
入
れ
ず
、
も
う
一
つ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

〈
深
く
息
を

吸
っ
て
10
秒
我

慢
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
は
感
染
し
て

い
な
い
。〉

発
問  

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
（
Ａ
で
あ
れ

ば
Ｂ
で
あ
る
と
い
う
仮
説
）
に
、

皆
さ
ん
は
納
得
で
す
か
？　

異

議
あ
り
で
す
か
？

　

こ
こ
で
も
プ
チ
討
論
。
も
ち
ろ
ん
、

「
デ
マ
」
で
あ
る
。
専
門
家
（
峰
宗

太
郎
氏
）
の
意
見
「
感
染
者
で
息
を

止
め
ら
れ
る
人
も
い
る
」
を
紹
介
し

て
も
よ
い
。

　

ス
テ
ッ
プ
２
終
了
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
①
最
近
の
事
例

　
社
会
科
は
「
作
業
指
示
」
が

少
な
く
な
り
が
ち
で
あ
る

　

国
語
は
読
む
・
書
く
こ
と
自
体
が

学
習
活
動
。
算
数
は
計
算
が
学
習
活

動
。
理
科
は
実
験
が
あ
る
。
で
は
社

会
科
は
…
…
？

　

谷
和
樹
氏
の
言
葉
に
、「
作
業
指

示
の
な
い
授
業
は
、授
業
で
は
な
い
」

と
あ
る
。

　

以
下
、
五
年
「
情
報
」
単
元
の
授

業
で
あ
る
。「
①
最
近
の
事
例
→
②

発
問
→
③
作
業
指
示
（
討
論
）」
と

い
う
展
開
。

「
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
」
で

発
問
し
、「
思
考
」
を
促
す

〈
26
〜
27
度
の

お
湯
を
飲
め
ば
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
殺
菌
で
き

る
。〉

発
問  

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
（
Ａ
で
あ
れ

ば
Ｂ
で
あ
る
と
い
う
仮
説
）
に
、

皆
さ
ん
は
納
得
で
す
か
？　

異

議
あ
り
で
す
か
？

　

プ
チ
討
論
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
デ
マ
」
で
あ
る
。
専
門
家
（
上
昌

社会
Social studies

どの単元にも通じる 
「思考」を促す 
社会科授業展開
社会科は、「作業指示」が少な
くなりがちだ。「①最近の事例
→②発問→③作業指示（討論）」
という「変化のある繰り返し」
で展開し、「思考」を促す。５
年「情報」の授業例を紹介する。

神奈川県横浜市立高田小学校

水
みず

本
もと

　和
かず

希
き

５年・全教科書対応

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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ろ
を
書
か
せ
る
活
動
を
行
う
。

指
示
１ 

友
達
を
一
人
選
ん
で
、
そ

の
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
書
き
な

さ
い
。

指
示
２ 

二
枚
目
は
、
自
分
の
良
い

と
こ
ろ
を
書
い
て
ほ
し
い
友
達

に
付
箋
を
渡
し
な
さ
い
。

指
示
３ 

も
ら
っ
た
人
は
、
相
手
の

良
い
と
こ
ろ
を
書
き
な
さ
い
。

指
示
４ 

男
子
は
女
子
を
、
女
子
は

男
子
を
二
名
ず
つ
選
ん
で
、
良
い

と
こ
ろ
を
書
き
な
さ
い
。

指
示
５ 

自
分
の
班
の
人
で
、
ま
だ

書
い
て
い
な
い
人
に
書
き
な
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
人
十
枚
ほ

ど
書
か
せ
る
。

指
示
６ 

付
箋
を
友
達
の
ノ
ー
ト
に

綺
麗
に
貼
っ
て
あ
げ
な
さ
い
。

　

こ
れ
だ
け
で
、
教
室
は
、
温
か
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
な
お
、
こ
の

方
法
は
、
伴
一
孝
氏
の
追
試
で
あ
る
。

・�

た
か
し
が
、
一
郎
と
す
み
子
の
関

係
を
か
ら
か
っ
て
い
る
。

・�

そ
ば
に
い
た
信
男
も
つ
ら
れ
て
か

ら
か
っ
て
い
る
。

・�

一
郎
が
気
に
し
て
、
す
み
子
に
冷

た
い
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

発
問
２ 

誰
の
ど
ん
な
行
動
を
ま
ね

し
た
い
で
す
か
。

・�

す
み
子
が
、
冷
や
か
さ
れ
て
も
気

に
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

す
み
子
が
、
リ
レ
ー
で
失
敗
し
た

た
か
し
を
励
ま
し
た
こ
と
。

・�

す
み
子
が
、
一
郎
に
「
言
葉
の
お

く
り
物
」
を
し
た
こ
と
。

説
明
１ 

六
月
は
、
い
じ
め
が
増
え

る
時
期
と
言
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

い
じ
め
は
、
か
ら
か
い
、
悪
ふ
ざ

け
な
ど
、
最
初
は
些
細
な
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
お
話
の
よ

う
に
男
女
関
係
な
く
、
友
達
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
付
け
ら
れ
る
ク
ラ

ス
は
、良
い
ク
ラ
ス
と
言
え
ま
す
ね
。

③
言
葉
の
お
く
り
物
を
す
る

　

本
教
材
で
は
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
て

い
る
が
、
付
箋
に
友
達
の
良
い
と
こ

１	

六
月
は
い
じ
め
が
増
え
る
時
期

　
『
ヒ
ト
は
「
い
じ
め
」
を
や
め
ら

れ
な
い
』（
小
学
館
新
書
）
の
著
者
、

中
野
信
子
氏
に
よ
る
と
、
い
じ
め
が

増
え
る
時
期
は
、
六
月
と
十
一
月
だ

と
い
う
。
脳
の
状
態
か
ら
見
る
と
、

安
心
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
分
泌
量
が
減
る
時
期
と
重
な
り
、

不
安
が
強
ま
っ
た
り
、
暴
力
性
が
高

ま
っ
た
り
す
る
そ
う
だ
。
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
い
じ
め
を
抑
止
す
る
授

業
や
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。

２	

「
言
葉
の
お
く
り
物
」の
授
業

　
〈
あ
ら
す
じ
〉
あ
る
日
、
一
郎
が

落
と
し
た
消
し
ゴ
ム
を
す
み
子
が

拾
っ
て
あ
げ
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
り
、
一
郎
は
た
か
し
や
周

り
の
子
に
か
ら
か
わ
れ
始
め
、
ゆ
う

う
つ
な
日
々
を
過
ご
す
。
す
み
子
に

対
し
て
も
冷
た
い
態
度
を
取
っ
て
し

ま
う
。
す
み
子
は
、
そ
ん
な
こ
と
を

気
に
せ
ず
、
一
郎
の
誕
生
日
に
、
素

敵
な
「
言
葉
の
お
く
り
物
」
の
ス

ピ
ー
チ
を
す
る
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

　

ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ
る
。

②
内
容
を
確
認
す
る

発
問
１ 

お
話
の
中
で
、
良
く
な
い

の
は
誰
の
ど
ん
な
行
動
で
す
か
。

魔の６月に備え、 
いじめ抑止の 
授業をせよ

荒れてからでは遅い。プロは、
荒れの芽が出てくる前に手を
打っている！

6年道徳

兵庫県南あわじ市立榎列小学校

榎
えの

本
もと

　寛
ひろ

之
ゆき

日本文教・６年
p.22-25

「言葉のおくり物」



新

43   2021. 6

　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践

　「Welcome to Japan.」の単元では、ゴール
を「鎌倉を旅行中の外国人に、日本の良さを
紹介する」と設定した。「誰に、何を伝える
のか」を明確にし、学習をスタートさせた。
１　状況設定
　児童が修学旅行で行った鎌倉の写真を提示
しながら、学級担任（T）とALT（A）が、
鎌倉と日本文化について紹介した。

状況設定で使用したスライド

T：Hello. Do you have time?
A：Yes.
T：�Let’s talk about Kamakura.
	 Look!  We have TSURUGAOKA 
	 HACHIMANGU.  It’s a shrine. �……（続く）
	 Thank you so much. Have a nice day!

２　相手意識や目的意識をもった発表作り
　初めに、三構成法で、押さえたいセンテン
スや単語を習得する。
　次に、単元のゴールに向け、発表の内容を
考える。発表する順番は、以下の通り。

〈あいさつの仕方〉
C 1：�初対面の外国人にどうやって声をか

けるのかな。
C 2：Hello ？　
C 1：�Excuse me.の方が丁寧なあいさつだね。

〈鎌倉名所の発表〉
C 1：In Kamakura, we had Yoritomo. 
C 2：�外国人には、頼朝の説明があると良いね。
C 1：�He was a samurai. He was very cool.
C 2：�この説明が入ると分かりやすいね。

　「誰に、何を伝えるのか」を明確にするこ
とで、児童は思考しながら、発表の内容を確
定させた。そして、児童同士で「児童役、
ALT役」に分かれ、やり取りの練習を行った。
３　やり取りを楽しむ
　児童が、市内のALTたちに鎌倉と日本の
良さを紹介する機会を設けた。児童は、
ALTとのやり取りを楽しみながら、単元の
ゴールでもある「日本の良さ」を紹介できた。

児童：Excuse me. Do you have time?
ALT：Yes.  
児童：Let’s talk about Kamakura.
　　　We have a famous candy shop.
　　　You can eat delicious candies.
ALT：Do you like candies?
児童：Yes, I do.  
ALT：Me too. 
児童：I see. It’s delicious. Let’s try it.

Lesson4 
「Welcome to  

Japan.」
コミュニケーションを行う
目的、場面、状況を明確に
することで、児童は思考し、
判断し、表現するようになる。

埼玉県公立小学校

吉
よし

川
かわ

　たえ

開隆堂・６年
p.18-23

6年英語
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「Scratch」を
授業する②
身の回りにある便利なも
のは、誰かが書いたプロ
グラムで動いている。プ
ログラムを読み取る学習
活動で、新しい「見方・
考え方」を知ることがで
きる。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

前
に
集
ま
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
読

み
取
り
始
め
た
。

「
お
金
だ
」

「
買
い
物
？
」

「
銀
行
？
」

　

読
み
取
っ
た
情
報
を
口
々
に
言
い

合
っ
て
い
た
。

　

ヒ
ン
ト
と
し
て
五
文
字
で
あ
る
こ

と
を
出
し
て
い
た
。

　

あ
る
子
が
「
自
動
販
売
機
？
」
と

発
言
し
た
。

　

ど
う
し
て
か
と
聞
き
返
し
た
。

「
一
五
〇
円
っ
て
書
い
て
あ
っ
て
、

ジ
ュ
ー
ス
と
か
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か

買
え
る
か
ら
、
自
動
販
売
機
か
な
と

思
い
ま
し
た
」

　

四
月
号
の
続
き
。

　

授
業
の
導
入
でScratch

の
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
情
報
を
読
み
取
っ
た
。

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
」
は
、
作
る
こ
と
も
読
み
取
る
こ

と
も
簡
単
に
で
き
る
。「
直
感
的
に

分
か
る
」
と
こ
ろ
が
子
供
た
ち
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
。

「
自
動
ド
ア
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
読

み
取
っ
た
後
、
変
化
の
あ
る
繰
り
返

し
で
次
の
問
題
を
出
し
た
。

発
問
２  

何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
ょ
う
か
。

「
近
く
で
見
て
良
い
で
す
よ
」
と
言

う
と
、
子
供
た
ち
は
ス
ク
リ
ー
ン
の

教科で
使える
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も
う
お
分
か
り
だ
ろ
う
。

　

大
人
気
の
あ
の
ゲ
ー
ム
だ
。

　

八
月
号
へ
続
く
。

発
問
３  

何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
ょ
う
か
。

　

子
供
た
ち
は
次
々
と
発
言
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
読
み
取
っ
た

情
報
と
、
自
分
の
体
験
を
組
み
合
わ

せ
て
予
想
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

予
想
し
た
こ
と
を
褒
め
て
、
正
解

の
画
面
を
見
せ
た
。

　

そ
の
場
でScratch

に
ア
ク
セ
ス

し
「
思
っ
た
通
り
動
く
の
か
」
を

や
っ
て
見
せ
た
。

「
い
く
ら
入
れ
ま
す
か
？
」

「
ど
の
ジ
ュ
ー
ス
を
買
い
た
い
で
す

か
？
」

　

子
供
の
発
言
に
合
わ
せ
て
画
面
を

操
作
し
た
。

　

お
金
を
入
れ
る 

→ 

ボ
タ
ン
を
押

す 

→ 

飲
み
も
の
が
出
る 

→ 

お
釣

り
が
出
る 

と
い
う
動
き
が
実
行
さ

れ
た
。

説
明  「
自
動
販
売
機
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
。
命
令
の
こ
と

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
書
く
こ
と
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
と
言
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
「
自
動
ド
ア
」「
自
動

販
売
機
」
と
、
身
近
に
あ
る
も
の
を

例
に
あ
げ
た
。

①�

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
便
利
な

も
の
は
「
魔
法
の
箱
」
で
は
な

い
。

②�

思
っ
た
と
お
り
に
動
く
よ
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

③�

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
誰
か
が
書

い
て
い
る
。

　

事
例
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
よ

う
な
「
見
方
・
考
え
方
」
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
例
を
あ
げ
た
。

　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践

答え：スーパーマリオ（任天堂）
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理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

エネルギー変換
の理解と活用
用語の暗記にならないよ
うに、実験による理解と、
生活や科学技術の事例で
活用させる。

千葉県千葉市立おゆみの南中学校

伊
い

藤
とう

　拓
たく

也
や

３　

生
活
を
良
く
す
る
た
め
の
理
科

「
少
年
が
、
サ
ッ
カ
ー
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
夜
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

の
明
か
り
で
勉
強
を
し
ま
す
。
何
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
何
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」

「
実
は
こ
れ
は
、
途
上
国
の
支
援
を

す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ボ
ー
ル
で

す
。
学
校
に
行
け
な
い
、
貧
し
い
子

た
ち
が
、
こ
の
ボ
ー
ル
の
お
か
げ
で

夜
に
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」

　

授
業
後
「
理
科
で
世
界
を
良
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
！
」
と

生
徒
が
感
想
を
教
え
て
く
れ
た
。

⑤�

太
陽
光
で
動
く
お
も
ち
ゃ
（
光
→

運
動
）

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
」
と
い
う
概

念
は
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師

に
よ
る
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
簡
単

で
楽
し
い
実
験
を
た
く
さ
ん
行
わ
せ

て
理
解
さ
せ
て
い
く
。

２　

原
理
の
活
用

　

次
に
、
活
用
を
さ
せ
る
。

「
太
陽
の
光
を
浴
び
て
米
が
育
ち
ま

す
。
私
た
ち
は
米
を
食
べ
て
運
動
を

し
ま
す
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
ど
の

よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
が
起
こ
り

ま
し
た
か
」

生
徒
た
ち
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

は
私
た
ち
の
生
活
や
体
に
も
関
係
し

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

１　

自
由
試
行
で
概
念
を
理
解

　

お
も
む
ろ
に
取
り
出
し
た
火
お
こ

し
器
を
見
せ
、
説
明
せ
ず
に
、
素
早

く
火
を
つ
け
て
見
せ
る
。

火おこし器

「
こ
れ
は
火
お
こ
し
器
で
す
。
こ
の

道
具
で
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
何
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
た
の
で
す
か
？
」

「
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
」

「
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
こ
と

を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
と
言
い
ま
す
。

言
っ
て
ご
ら
ん
」

「
今
日
は
た
く
さ
ん
の
道
具
で
自
由

に
実
験
を
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
何
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
何
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え

る
道
具
か
調
べ
な
さ
い
」

用
意
し
た
道
具
は
九
種
類
。
使
い

方
を
説
明
し
、
二
〇
分
ほ
ど
自
由
に

実
験
を
さ
せ
る
。
い
く
つ
か
紹
介
す

る
（
カ
ッ
コ
内
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

を
示
し
て
い
る
）。

①
火
お
こ
し
器
（
運
動
→
熱
）

②
水
筒
（
運
動
→
熱
）

③
手
回
し
発
電
機
（
運
動
→
電
気
）

④
大
き
な
輪
ゴ
ム
（
弾
性
→
熱
）

光エネルギー

化学エネルギー

運動エネルギー

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ（文末のもの）



47   2021. 6

し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
十
分
熱
を

加
え
な
い
と
接
続
不
良
に
な
る
。

こ
の
「
な
が
す
＝
ん
っ
」
が
難
し

い
。
つ
い
先
生
の
動
作
に
つ
ら
れ
て

離
し
て
し
ま
う
。

先
生
が
「
は
い
」
と
言
う
ま
で
、

は
ん
だ
ご
て
の
先
を
離
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
焦
る
と
ダ
メ
で
す
。

と
指
示
し
て
か
ら
一
緒
に
練
習
す
る

と
、
ど
の
生
徒
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

最
後
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

と
し
て
各
自
で
練
習
基
板
に
部
品
を

は
ん
だ
付
け
さ
せ
る
。
今
年
度
は
全

員
が
合
格
し
た
（
万
一
こ
こ
で
合
格

し
な
い
生
徒
は
個
別
指
導
す
る
）。

こ
の
状
態
に
な
っ
て
か
ら
本
番
の

製
作
に
入
る
。
生
徒
は
シ
ー
ン
と
し

て
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
お
か

げ
で
、
教
師
は
気
に
か
か
る
生
徒
に

個
別
に
支
援
が
で
き
る
。

生
徒
の
成
功
体
験
の
た
め
に
、
良

い
指
導
法
を
追
究
し
て
広
め
て
い
き

た
い
。

そ
れ
か
ら
、
次
の
様
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
示
し
て
、
は
ん
だ
付
け
の
手

順
を
「
あ
た
た
め
」「
と
か
す
」「
な

が
す
」「
さ
ま
す
」
の
四
点
で
教
え
た
。

一
人
ず
つ
教
師
の
と
こ
ろ
に
来
さ

せ
た
。
生
徒
に
は
ん
だ
ご
て
を
持
た

せ
、
教
師
が
は
ん
だ
を
持
ち
、
一
緒

に
作
業
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
た
。

こ
こ
で
は
「
あ
た
た
め
＝
ぐ
っ
」「
と

か
す
＝
ち
ゅ
ー
」「
な
が
す
＝
ん
っ
」

「
は
な
す
＝
ぱ
っ
」
と
い
う
「
オ
ノ

マ
ト
ペ
」
を
使
っ
て
指
導
し
た
。

生
徒
は
、
は
ん
だ
が
と
け
た
ら
、

す
ぐ
に
は
ん
だ
ご
て
を
基
板
か
ら
離

１　

我
が
子
の
製
作
品
に
驚
愕
す
る

中
学
生
の
我
が
子
が
技
術
の
授
業

で
製
作
し
た
「
発
電
機
付
き
ラ
イ

ト
」
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
。「
発

電
機
（
ダ
イ
ナ
モ
）
の
ハ
ン
ド
ル
が

重
い
の
で
見
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た

の
で
分
解
し
て
み
た
。
驚
愕
し
た
。

基
板
の
は
ん
だ
付
け
が
滅
茶
苦
茶
で

回
路
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
い
た
。

２　

は
ん
だ
付
け
指
導
の
ス
テ
ッ
プ 

製
作
品
の
不
良
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
は
、
は
ん
だ
付
け
の
不
良
で
あ
る
。

本
番
の
製
作
の
前
に
、
ど
の
生
徒
に

も
は
ん
だ
付
け
の
技
術
を
習
得
さ
せ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

右
図
（
上
）
の
よ
う
に
ニ
ッ
パ
を

使
っ
て
コ
ー
ド
の
被ひ

覆ふ
く

を
取
る
練
習

を
さ
せ
た
。
次
に
右
図
（
下
）
の
よ

う
に
二
本
の
コ
ー
ド
を
よ
じ
り
合
わ

せ
、
そ
の
部
分
を
は
ん
だ
付
け
さ
せ

た
。「
は
ん
だ
を
熱
で
と
か
す
感

覚
」
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
た
。

技術
授 業 実 践
中 学 校 の

オノマトペを活用
し、技能を確実に
習得させる
ろくに技術を教えず、実
習させている実技教科の
教師は、たくさんいるの
ではないかと考える。
TOSSランド※への実践論
文アップが急務である。

兵庫県たつの市立御津中学校

森
もり

川
かわ

　正
まさ

彦
ひこ

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践

※
https://land.toss-online.com



長は

谷せ

川が
わ

　
博ひ

ろ

之ゆ
き

「
菜
の
花
や
小
学
校
の
昼
餉
時
」
正
岡
子
規

解
釈
作
業
を
と
お
し
て
「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

国語
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埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

一　

情
報
を
調
べ
尽
く
し
て
選
び
抜
く

　
出
題
の
原
典
は
「
俳
句
稿
明
治
三
十
三
年
子

規
自
筆
本
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。

　
元
々
は
「
菜
の
花
や
小
学
校
の
飯
時
●
」
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
本
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
。
こ
の
点
に
触
れ
た
挑
戦
者
は
な
か
っ
た
。

　
の
ち
に
子
規
自
身
に
よ
り
、「
菜
の
花
や
小

学
校
の
昼
餉
時
」
と
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
最
後
の
一
字
（
●
）
が
読
め
な
い
。
重

要
な
情
報
で
あ
る
の
に
、
確
定
で
き
な
い
。

　
株
式
会
社
国
民
み
ら
い
出
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
、
正
岡
子
規
研
究
所
に
関
す
る
情
報
を

発
見
し
た
。

　
担
当
者
に
依
頼
し
、
正
岡
子
規
研
究
所
主
宰

の
正
岡
明
氏
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
数
日
後
、
担
当
者
か
ら
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

「
正
岡
に
確
認
し
ま
し
た
。『
に
』
を
崩
し
て

書
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。
筆
跡
は
本
人
の
も
の

に
間
違
い
な
い
と
の
話
で
す
」

菜
の
花
や
小
学
校
の
飯
時
に

　
こ
れ
が
原
典
の
原
典
で
あ
る
。

　
無
論
、
私
た
ち
は
「
昼
餉
時
」
を
教
材
研
究

し
、
授
業
を
す
る
。
だ
が
、
背
景
と
し
て
「
飯

時
に
」
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
解
釈
に
厚
み

が
出
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
昼
餉
」
を
使
っ
た
子
規
の
俳
句
も

調
査
す
る
。

菜
の
花
や
小
学
校
の
昼
餉
時

燕
の
物
く
は
へ
来
る
昼
餉
哉

燕
や
昼
餉
の
煙
立
ち
し
き
る

花
に
来
て
芳
雲
館
に
昼
餉
哉

蝉
な
く
や
物
売
絶
ゆ
る
昼
餉
過

煤
掃
の
音
は
た
と
や
む
昼
餉
か
な

ノ
ド
カ
サ
ニ
昼
餉
モ
食
ハ
デ
歩
キ
ケ
リ

　
共
通
点
が
見
え
て
こ
な
い
か
。

　「
音
」
で
あ
る
。

　
子
規
は
、
昼
餉
時
の
「
静
け
さ
（
閑
け
さ
）」

を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
報
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、
無
手
勝

流
に
解
釈
し
授
業
を
し
て
も
、
質
の
高
い
授
業

に
は
な
り
づ
ら
い
。
自
身
の
解
釈
に
根
拠
の
あ

る
自
信
を
も
た
ね
ば
、
授
業
は
で
き
な
い
の
だ
。

　二　

解
釈
の
の
ち
に
授
業
を
組
み
立
て
る

　

基
本
的
な
事
柄
は
簡
潔
に
確
認
し
て
い
っ
て

よ
い
。
た
と
え
ば
季
語
・
季
節
、
話
者
の
い
る

場
所
、
天
候
、
時
間
帯
等
で
あ
る
。

「
菜
の
花
」
と
「
小
学
校
の
昼
餉
時
」
の
「
イ

メ
ー
ジ
」
が
か
け
離
れ
て
い
て
は
駄
目
だ
。

た
っ
た
十
七
音
で
あ
る
。
正
反
対
の
代
物
を

も
っ
て
く
る
こ
と
は
通
常
あ
り
得
な
い
。

向山型に挑戦！
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　
問
い
方
は
様
々
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な

点
を
突
い
て
い
る
。

発
問
８  

話
者
に
見
え
て
い
る
も
の
は
何
で

す
か
。

　
菜
の
花
が
「
花
」
な
の
か
「
食
べ
物
」
な
の

か
で
少
し
討
論
に
な
っ
た
。（
略
）
こ
こ
は
「
花
」

で
確
定
す
る
。

発
問
９  

何
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
か
。

　
小
学
校
に
い
る
子
供
の
声
が
上
が
っ
た
。

「
時
間
だ
か
ら
、
昼
餉
時
は
見
え
な
い
。
時
、
場
、

状
況
を
示
し
て
い
る
」

　
昼
餉
時
と
は
何
で
あ
る
か
の
論
が
展
開
さ
れ

た
。（
辻
拓
也
氏
）

　
視
覚
の
み
な
ら
ず
、
聴
覚
を
も
問
題
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
優
れ
て
い
る
。

　
あ
と
は
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
問
い
た
い
も
の
だ
。

り
に
遠
く
の
教
室
か
ら
、
楽
し
げ
な
声
が
聞
こ

え
て
く
る
。「
の
ど
か
さ
」
そ
の
も
の
だ
。

　
話
者
の
目
は
再
び
菜
の
花
に
注
が
れ
る
。

　
平
和
な
上
に
も
平
和
な
情
景
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
基
に
、
指
導

対
象
と
な
る
子
供
た
ち
の
読
み
の
「
不
備
・
不

足
・
不
十
分
」
を
推
定
し
、
発
問
・
指
示
を
考

え
、
授
業
を
組
み
立
て
て
い
く
。「
あ
れ
ど
も

見
え
ず
」
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
で
あ
る
。

発
問
４  

話
者
は
小
学
校
の
校
舎
の
外
に
い

ま
す
か
、
校
舎
の
中
に
い
ま
す
か
。

指
示
３  

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

発
問
５  

小
学
校
の
校
庭
に
子
供
は
い
ま
す

か
。（
い
な
い
。「
昼
餉
時
」
だ
か
ら
）

�

（
後
藤
隆
一
氏
）

発
問
６  

話
者
に
小
学
生
は
見
え
て
い
ま
す

か
　
見
え
て
い
ま
せ
ん
か
。（
大
川
雅
也
氏
）

発
問
５  

話
者
は
な
ぜ
昼
餉
時
だ
と
わ
か
る

の
で
す
か
。（
大
城
恵
太
氏
）

　
で
は
、
共
通
点
は
何
か
。

　
菜
の
花
が
咲
く
時
節
の
の
ど
か
さ

小
学
校
の
昼
餉
時
の
の
ど
か
さ

だ
ろ
う
。
子
供
に
は
こ
れ
が
見
え
な
い
。

　
自
分
の
視
界
に
は
、
一
面
の
菜
の
花
が
広
が

り
、
そ
よ
風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
て
い
る
。
敢
え

て
一
本
二
本
に
限
定
す
る
「
必
要
性
・
必
然
性
」

は
な
い
。
極
端
な
解
釈
を
し
よ
う
と
思
え
ば
い

く
ら
で
も
で
き
る
が
、
私
た
ち
が
す
る
の
は
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
文
藝
の
「
読
み
」
の
授

業
な
の
だ
。「
分
析
」
と
「
批
評
」
の
「
技
術
」

を
教
え
る
の
だ
。
た
と
え
ば
先
に
述
べ
た
「
イ

メ
ー
ジ
」
の
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
こ
に
極
端
は

要
ら
な
い
。

　
そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
点
が
あ
る
。「
話
者

は
な
ぜ
昼
餉
時
と
分
か
っ
た
の
か
」
で
あ
る
。

時
計
を
見
た
の
か
。
そ
れ
も
否
定
は
し
な
い
が
、

な
ん
と
も
味
気
な
い
。

　
で
は
な
ぜ
分
か
っ
た
か
。
校
庭
に
「
子
供
た

ち
が
い
な
い
か
ら
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
校
庭
は
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
代
わ

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
子
供
の
影
響

変
化
に
対
す
る
不
適
応
の
現
れ
。

一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
状
況

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
仕
事
を
在
宅
で
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
親
が
家
に
い
る
時

間
が
増
え
て
い
る
。

宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た
た
め
、

不
適
応
を
起
こ
し
て
い
る
子
に
つ
い
て
の
相
談

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

不
適
応
を
起
こ
し
て
し
ま
う
原
因
と
し
て
、

・�

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
親
が
仕
事

場
の
雰
囲
気
を
家
庭
に
も
ち
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
。

・�

在
宅
時
間
が
長
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
親
か
ら
細
か
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

・�「
感
染
す
る
と
危
な
い
」
と
言
い
な
が
ら

会
社
や
学
校
な
ど
へ
外
出
す
る
こ
と
へ
の
、

矛
盾
や
不
信
感
を
感
じ
て
い
る
。

な
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
宮
尾
ド
ク

タ
ー
は
述
べ
て
い
る
。

二
、
自
閉
的
な
子
の
「
感
覚
」

給
食
を
食
べ
て
い
る
時
に
嘔
吐
し
て
し
ま
っ

た
経
験
か
ら
、
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
た
。

自
閉
的
な
子
に
は
「
独
特
の
感
覚
」
や
「
感

覚
の
過
敏
さ
」
が
あ
る
。

事
例
の
子
の
場
合
、
嘔
吐
し
た
時
の
喉
の
奥

の
「
感
覚
」
が
残
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
給
食

を
見
る
と
そ
の
感
覚
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
、

と
い
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
周
囲
が
心
配
の
あ
ま
り
「
気
分
は

ど
う
？
」「
吐
き
そ
う
に
な
ら
な
い
？
」
な
ど

の
声
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
の
経

験
や
感
覚
を
よ
り
強
く
思
い
出
し
て
し
ま
う
。

こ
の
「
あ
る
時
の
感
覚
に
よ
っ
て
行
動
が
縛

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
」
は
、
転
ん
だ
時
の
痛
み
、

失
敗
し
た
時
の
気
持
ち
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

「
あ
る
時
の
感
覚
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
う
」
の

だ
。こ

れ
ら
の
場
合
、
周
囲
は
「
大
丈
夫
！
」

「
そ
う
い
う
時
も
あ
る
よ
！
」
の
よ
う
に
、「
気

に
さ
せ
な
い
」
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　
ト
ラ
ウ
マ
を
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

「
嫌
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
、

あ
の
時
（
過
去
）
の
こ
と
だ
よ
ね
」

と
、
切
り
替
え
ら
れ
る
と
楽
に
な
れ
る
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 
益ま

す

知と
も�

構
成
：
神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校

　
田た

丸ま
る 

義よ
し

明あ
き

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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発達凸凹のある子供のアセスメントスキル12＆12の対応法

　
「
集
団
に
入
れ
な
い
子
供
を
な
ん

と
か
し
た
い
」
と
い
う
相
談
を
毎
年

い
た
だ
く
。
ど
う
し
て
も
「
集
団
に

い
て
も
ら
い
た
い
」
と
考
え
て
し
ま

う
の
が
、
教
師
の
悪
癖
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
子
供
た
ち
を
逆
に
傷

つ
け
て
し
ま
う
。

１	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
３

集
団
不
適
応
を
こ
う
見
抜
く

①
　
離
席
や
離
室
が
多
い

　

離
席
や
離
室
は
「
多
動
」
と
思
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、

「
集
団
が
嫌
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
離
席
・
離
室
を
す
る
子
供
も
い
る
。

　

本
人
の
行
動
を
よ
く
観
察
し
、
本

人
に
も
理
由
を
聞
き
な
が
ら
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

②�

　
行
き
た
く
な
い
！
　
や
だ
！
　

を
連
発
す
る

　

低
学
年
だ
と
、
集
団
行
動
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
場
面
に
な
り
そ
う

に
な
る
と
、「
行
き
た
く
な
い
」「
や

り
た
く
な
い
」「
や
だ
」
と
い
う
言

葉
が
増
え
る
子
供
が
い
る
。

　

学
習
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
が
、

「
集
団
で
そ
れ
を
や
り
た
く
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
場
合
も
多
い
。

こ
れ
も
本
人
と
話
を
し
な
が
ら
ア
セ

ス
メ
ン
ト
す
る
。

③�

　
登
校
し
ぶ
り
・
不
登
校
傾
向
が

あ
る

　

登
校
し
ぶ
り
や
不
登
校
な
ど
の
原

因
の
一
つ
に
「
集
団
不
適
応
」
が
あ

る
。
集
団
行
動
や
集
団
で
の
活
動
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
場
合
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
登
校
し
ぶ
り
等
が
あ

る
場
合
に
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い

原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

２	

ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
対
応
へ

①�

　
低
学
年
期
の
対
応
は
、「
特
性

に
と
に
か
く
合
わ
せ
る
」

　

私
の
実
践
で
は
、
た
く
さ
ん
の
子

供
た
ち
が
集
団
へ
適
応
し
て
、
教
室

に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
、
数
か
月
〜
一

年
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
数
年

か
け
て
、
集
団
に
適
応
し
て
い
く
事

例
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
時
に
最
も
大
切
な
こ
と
が
、

「
小
さ
い
時
・
低
学
年
期
の
対
応
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

年
齢
が
低
い
と
、
ど
う
し
て
も

「
特
性
が
強
く
出
や
す
い
」
の
だ
。

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
の
脳
神
経
は
、

定
型
発
達
の
子
供
と
比
べ
、
つ
な

集
団
行
動
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※
と
対
応

集
団
に
馴
染
め
な
い
子
供
は
分
か
り
や
す
い
!?
　
傷
つ
け
な
い
対
応
を
す
る
こ
と
で
集
団
に
復
帰
さ

せ
て
い
く
。

が
っ
て
く
る
時
期
が
遅
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
低
学
年

の
場
合
、わ
が
ま
ま
に
見
え
て
も
“
脳

の
特
性
”
と
割
り
切
っ
て
、
集
団
に

無
理
に
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
無

理
強
い
す
る
と
、
傷
つ
き
体
験
と
な

り
、
脳
が
成
長
し
た
と
き
に
、
集
団

に
全
く
入
れ
な
く
な
る
。
そ
の
子
の

特
性
に
合
わ
せ
、
個
別
に
対
応
す
る
。

②
　
十
歳
を
境
に
徐
々
に
集
団
へ

　

傷
つ
き
体
験
の
な
い
状
態
で
個
別

支
援
を
継
続
で
き
た
場
合
、
集
団
へ

復
帰
で
き
る
確
率
が
上
が
る
。

　

本
人
と
相
談
し
な
が
ら
、
集
団
へ

の
参
加
を
徐
々
に
促
し
て
い
く
。
集

団
参
加
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
場
合
、

「
場
所
・
回
数
・
時
間
・
付
き
添
い

の
有
無
」
等
を
よ
く
本
人
と
検
討
し

て
ほ
し
い
。
重
要
な
の
は
、「
あ
！　

大
丈
夫
だ
っ
た
！
」
を
た
く
さ
ん
経

験
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
、

子
供
は
安
心
し
て
集
団
に
戻
っ
て
い

く
。
た
だ
し
、
自
閉
傾
向
が
強
い
場

合
、
十
歳
を
過
ぎ
て
も
集
団
に
馴
染

め
な
い
子
供
も
い
る
の
で
、
覚
え
て

お
い
て
ほ
し
い
。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

※ �

個
人
の
状
態
像
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、
将
来

の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
成
果
を
調
べ
る
こ
と
。

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校
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向
山
洋
一
氏
の
『
向
山
の
教
師
修

業
十
年
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
の
中

に
、
発
達
障
害
の
林
君
を
担
任
し
た

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

始
業
式
の
日
、
何
が
何
で
も

彼
を
ほ
め
よ
う
と
思
っ
た
。

　
「
ほ
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
、
彼
と
の
最
初
の
勝
負
だ
と

思
っ
て
い
た
。」
と
向
山
氏
は
書
い

て
い
る
。

　

子
供
た
ち
を
褒
め
る
こ
と
は
、
そ

れ
ぐ
ら
い
重
要
な
こ
と
な
の
だ
。

　

褒
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
直

前
の
行
動
は
強
化
さ
れ
る
。

　

通
常
、
子
供
た
ち
へ
の
対
応
は
、

図
Ａ
の
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
、
発
達
障
害
の
子
が
相
手

の
場
合
、こ
う
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

指
示
し
て
も
実
行
し
な
い
（
で
き

な
い
）
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

　

特
に
、
反
抗
挑
戦
性
障
害
を
併
発

し
て
い
る
場
合
は
図
Ｂ
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
う
な
る
と
、
褒
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
行
動
を
強
化
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
さ
ら
に
、
子
供
と
の
関
係

も
悪
化
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

前
掲
書
に
書
か
れ
て
い
る
向
山
氏

の
新
学
期
初
日
の
対
応
に
、
大
き
な

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

①�

ぼ
く
は
彼
の
着
て
い
る
服
が

ぼ
く
と
同
じ
で
も
ほ
め
よ
う

と
思
っ
て
い
た
。

②�

彼
が
立
っ
て
い
る
地
面
が
き

れ
い
で
も
ほ
め
よ
う
と
思
っ

て
い
た
。

　

共
通
す
る
こ
と
は
何
か
。

　

本
人
が
「
す
で
に
実
行
し
て

い
る
こ
と
」
を
ほ
め
て
い
る
。

　

す
で
に
実
行
済
み
の
こ
と
だ
か
ら
、

子
供
が
「
や
ら
な
い
」
と
い
う
選
択

肢
を
取
る
こ
と
は
な
い
。

　

だ
か
ら
、
確
実
に
「
褒
め
る
」
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
褒
め
る
」
準
備
を
、

向
山
氏
は
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

迎
え
た
始
業
式
当
日
。
向
山
氏
は

「
ま
ち
が
い
の
山
を
つ
く
り
な
さ
い
」

と
話
し
、「
毎
日
二
時
間
、
机
に
向

か
う
」
こ
と
を
要
求
し
た
。

　

林
を
の
ぞ
い
て
み
ん
な
手
を

上
げ
た
。
林
は
自
信
が
な
い
と

言
う
の
だ
。
そ
の
正
直
さ
を
褒

め
、
林
は
努
力
目
標
で
い
い
こ

と
を
話
し
た
。

　

こ
の
場
面
で
林
君
は
手
を
挙
げ
て

い
な
い
。
し
か
し
、「
自
信
が
な
い
」

と
言
っ
た
林
君
の
一
言
を
向
山
氏
は

取
り
上
げ
、
褒
め
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
か
つ
、
正
直
に
言
う
こ
と
が

良
い
の
だ
と
い
う
行
動
基
準
も
教
え

て
い
る
。

　

図
Ｃ
の
よ
う
に
、
図
Ａ
、
Ｂ
と
は

矢
印
が
逆
に
な
る
。

　

教
師
が
事
実
を
見
付
け
、
褒
め
る

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
。

　

だ
が
、
手
品
の
よ
う
に
す
ぐ
に
学

級
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

私
の
学
級
の
場
合
、
三
か
月
の
月

日
が
必
要
だ
っ
た
。

褒
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
最
初
の
勝
負
で
あ
る

特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
へ
の
対
応
の
原
則
を
一
つ
だ
け
挙
げ
る
な
ら
、「
褒
め
る
」
こ
と
で
あ
る
。

向
山
氏
の
実
践
に
「
褒
め
方
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

太お
お

田た

　
政ま

さ

男お

島
根
県
川
本
町
立
川
本
小
学
校
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

言
語
聴
覚
士
：
下し

も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

言語療法

小
学
校
３
年
生
男
児　

通
常
学
級
在
籍

　

漢
字
が
覚
え
ら
れ
ず
、
漢
字
テ
ス
ト
は
い

つ
も
０
点
に
近
い
。
書
く
こ
と
そ
の
も
の
に

も
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
子
供
に
対
し
て
担
任
教
師
は
、
漢
字
の

形
の
誤
り
を
指
摘
し
て
、
何
回
も
書
か
せ
る
宿

題
を
課
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
子
供
は
漢
字
学
習
に
対
し
て
、

さ
ら
に
や
る
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
、

何
回
も
書
か
せ
る
指
導
が
こ
の
子
供
に
適
さ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
左
の
Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｃ

−
Ⅳ
の
結
果
を
読
み
解
く
こ
と
で
明
ら
か

に
な
る
。

ま
ず
、
全
検
査
Ｉ
Ｑ
が
89
で
あ
り
、
全
般
的

な
知
的
発
達
は
平
均
の
下
の
範
囲
内
で
は
あ
る

が
、
四
つ
の
合
成
得
点
間
の
差
が
大
き
い
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
（
最
高
点
と
最
低
点
の
差
の
大

き
さ
が
二
十
三
点
以
上
あ
る
と
、
全
検
査
Ｉ
Ｑ

の
解
釈
は
慎
重
に
行
う
と
さ
れ
て
い
る
）。
こ

の
子
供
の
特
徴
と
し
て
、

最
高
点
（
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
）
と
最

低
点
（
処
理
速
度
）
の
差
が
三
十
点
あ
り
、

知
的
発
達
に
偏
り
が
あ
る
。

言
語
理
解
と
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
に
比

較
し
て
、
知
覚
推
理
と
処
理
速
度
が
弱
い
。

知
覚
推
理
は
「
視
覚
情
報
の
理
解
力
・
推
理

力
＝
漢
字
を
見
て
形
を
正
確
に
捉
え
る
力
や
意

味
を
推
測
す
る
力
」、
処
理
速
度
は
「
単
純
作

業
を
進
め
る
力
＝
正
し
く
速
く
書
く
力
」
を
測

定
し
て
い
る
。

知
覚
推
理
と
処
理
速
度
の
低
下
は
、
漢
字
の

形
を
視
覚
的
に
正
し
く
捉
え
ら
れ
な
い
上
に
、

正
確
に
速
く
書
け
な
い
状
態
に
な
る
。
こ
う
し

た
子
供
に
「
ち
ゃ
ん
と
見
な
さ
い
、
正
し
く
た

く
さ
ん
書
き
な
さ
い
」
と
い
う
指
示
を
出
し
続

け
る
こ
と
は
、
子
供
を
漢
字
嫌
い
、
学
校
嫌
い

に
さ
せ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
指
導
す
る
の
か
。

こ
の
子
供
の
強
み
で
あ
る
言
語
理
解
と
ワ
ー

キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
を
生
か
す
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
う
。

漢
字
の
形
を
言
葉
で
説
明
し
た
り
、
語
呂

合
わ
せ
で
覚
え
た
り
す
る
。

支
援
の
基
本
は
「
子
供
が
得
意
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
注
目
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

参
考
文
献

『
日
本
版
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

−

Ⅳ
に
よ
る
発
達
障
害

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』（
上
野
一
彦
他
著　

日

本
文
化
科
学
社
）

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
⑤

正
し
く
読
み
解
く
こ
と
で
、
誤
っ
た
指
導
と
正
し
い
指
導
が
判
別
で
き
る
。

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

合成
得点

全検査IQ 89
言語理解 103
知覚推理 80
ワーキング
メモリー

106

処理速度 76



◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。4、5、6月号で
ご紹介する商品は、下記の３か月間ずっ
とご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
 3,000円（税込） 
特典：送料無料
パスワード：a267jy

４月号で
紹介！

五色百人一首
（クラスセット）

生徒10名用   6,600円（税込） 
生徒20名用  12,100円（税込） 
生徒30名用  16,500円（税込） 
特典：五色百人一首　一筆箋プレゼント
パスワード：yxoclw

５月号で
紹介！

ジャンボ ホワイト・
TOSSノート
スタートキット  6,000円（税込） 
追加３枚セット  10,000円（税込） 
特典：TOSSメモ赤　プレゼント
パスワード：ag3n4z

６月号で
紹介！

『教育トークライン』&教育技術研究所
タイアップ企画！

期間：2021年3月15日〜 6月14日
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トークライン
読者限定
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

（
教
育
技
術
研
究
所
）
で
成
功
体
験

板
書
の
指
示
が
視
覚
的
に
で
き
、
ノ
ー
ト
指
導
が
快
適
に
な
る
。

大お
お

川か
わ 

雅ま
さ

也や

長
野
県
公
立
小
学
校

　

算
数
の
授
業
で
、
次
の
よ
う
な
板

書
の
指
示
を
行
う
。

　
「
一
行
空
け
ま
す
」

　
「（
筆
算
）
一
の
位
を
そ
ろ
え
ま

す
」

　
「（
線
分
図
）
横
に
十
マ
ス
取
り
ま

す
」

　

指
示
通
り
に
行
う
の
が
難
し
い
児

童
が
い
る
。
音
声
で
の
指
示
が
理
解

し
に
く
い
児
童
に
多
い
。

　

こ
の
課
題
に
対
応
し
た
優
れ
た
教

材
が
「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
ノ
ー
ト
と
同
じ
マ
ス
目
が
、
シ
ー

ト
に
入
っ
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
の
一
行
空
け
る
指
示
も
、

視
覚
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
筆

算
の
位
取
り
、
線
分
図
の
作
図
も
示

し
や
す
い
。

　

三
年
「
□
を
つ
か
っ
た
式
」
の
単

元
。
線
分
図
を
書
く
こ
と
と
、
□
を

使
っ
た
式
で
「
＝
」
を
そ
ろ
え
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。「
ジ
ャ
ン

ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

を
使
う
と
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に

ノ
ー
ト
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

（
左
写
真
）。
シ
ー
ト
へ
の
書
き
込
み

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
翌
日
に

示
す
こ
と
も
で
き
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

　

え、こんなコンテンツも読めるの!? 
正直、活用しないと損です！
〜TOSSメディアは鉄板授業が満載　スマホ・タブレットでいつでもどこでも読める〜

三
み

浦
うら

 宏
ひろ

和
かず

東京都江戸川区立松江小学校

　１年生に「国語」を教えるのは、大切な教師の仕事である。だが、１年生は人それぞれに
ちがう体験をもって学校へ入ってくる。（『１年の学級経営　教師であることを怖れつつ』向
山洋一著より）
　まったくその通りである。異なった環境から入学した１年生への指導は、知識・技能など
も含めて、すべて「０を１にすることだ」と言ってもいい。
　前掲の文献の「を（くっつきのを）」の実践は、「はをへをつかおう」の学習でぜひとも追
試しておきたい。まさに鉄板の授業である。授業記録を読むと見えてくるポイントは、「わざ
と間違える」である。低学年への学習指導で「わざと間違える」ことは大切な指導技術である。
間違いとの比較をさせることで、正しい知識に気付かせることができるからである。
　これらの実践記録が通勤途中にスマホ・タブレットからでも読めるのだ。ぜひ活用したい。

TOSSメディア
を活用した授業実践報告

〈お申し込み先〉　TOSSメディア　
https://tossmedia.jpにアクセスをし、プランを選択してください。
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子
供
が
安
心
し
て
取
り
組
め
る

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

明
確
化
さ
れ
た
ス
テ
ッ
プ
で
着
々
と
進
む
！

髙た
か

橋は
し 

大だ
い

智ち

栃
木
県
宇
都
宮
市
立
清
原
中
央
小
学
校

「
イ
チ
、
ニ
、
サ
ー
ン
…
」

教
室
に
聞
こ
え
る
画
数
を
唱
え
る

声
。
二
学
期
を
迎
え
る
と
、
教
師
の

指
示
が
な
く
て
も
子
供
た
ち
だ
け
で

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
漢

字
ス
キ
ル
」
だ
。
向
山
氏
は
、「
教

師
の
仕
事
は
、
教
師
を
も
は
や
必
要

と
し
な
い
人
間
を
育
て
る
こ
と
。」

（『
向
山
の
演
習
問
題

　
学
級
経
営

篇
』
向
山
洋
一
著

　
明
治
図
書
）
と

書
い
て
い
る
。「
漢
字
ス
キ
ル
」
が

こ
れ
だ
。
指
導
の
ス
テ
ッ
プ
が
明
確

化
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
子
供
は

安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
や
り
方
が
分
か
り
、
一
人
で

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

魅
力
は
他
に
も
あ
る
。
テ
ス
ト
の

練
習
が
で
き
る
こ
と
だ
。
テ
ス
ト
の

問
題
が
分
か
る
か
ら
、
や
る
気
に

な
っ
て
学
習
す
る
。
テ
ス
ト
の
練
習

を
す
る
か
ら
百
点
が
続
出
す
る
。
す

る
と
、
ク
ラ
ス
全
体
が
自
然
と
漢
字

を
好
き
に
な
る
。
で
き
る
か
ら
好
き

に
な
る
。
子
供
が
安
心
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
漢
字
を
好
き
に
な

る
教
材
は
「
漢
字
ス
キ
ル
」
に
限
る
。
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く
に
は
、
し
っ
か

り
と
描
き
方
を
教
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳

を
使
っ
て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校　

森も
り

本も
と 

和か
ず

馬ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生方へ 

① 黒色の油性ペンまたは４Ｂ以上の鉛筆で描かせてください 

② プリントは子どもたちに合わせてＢ４やＡ３に拡大して使ってください 

③ ゆっくりと長い線で描くように教えてください 

④ 描く順序の通りに描かせてください 

レ
ッ
ス
ン
５　

自
由
に
表
現

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
」「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る

と
こ
ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。

　

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。

　

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
勧
め

す
る
。

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
）　

い
。
思
い
切
っ
て
描
か
せ
た
い

レ
ッ
ス
ン
２　

体
の
描
き
方

　
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。

レ
ッ
ス
ン
３
・
４　

動
き
の
表
現

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。

見
本
に
は
無
い
、
自
分
な
り
の
ア

レ
ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。

　

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描

く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ

の
分
、
描
け
た
時

の
満
足
感
も
大
き

子
供
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ
い

い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。

　

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
供
た
ち
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
『
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
』（
酒
井
臣
吾
著　

正
進

社
）
を
も
と
に
作
成
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
１　

頭
の
描
き
方

　

ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS教材活用法授業が激変！

[４：14字×24行×4段 （タイトル 15行を含む）] 
教育トークライン原稿 ○月号 P.○ 

タ
イ
ト
ル 

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！ 

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」 

リ
ー
ド 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く

に
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
方
を
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳
を
使
っ

て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校 

森
本 

和
馬 

（
も
り
も
と 

か
ず
ま
） 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ

い
い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。 

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。 

 

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。 

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
ど
も
達
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
「
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
（
正
進
社
）
」
を
も
と
に
作
成

し
た
。 

【
レ
ッ
ス
ン
１ 

頭
の
描
き
方
】 

  

ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。 

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。 

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。 

 

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描
く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ
の
分
、

描
け
た
時
の
満
足
感
も
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
描
か

せ
た
い 

【
レ
ッ
ス
ン
２ 

体
の
描
き
方
】 

  

「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。 

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く 

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く 

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く 

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。 

【
レ
ッ
ス
ン
３
～
４ 

動
き
の
表
現
】 

 
 

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。 

見
本
に
は
無
い
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。 

   
   

【
レ
ッ
ス
ン
５ 

自
由
に
表
現
】 

 

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。
「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。 

 

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。 

 

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
す
す

め
す
る
。 

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
） 

 

[４：14字×24行×4段 （タイトル 15行を含む）] 
教育トークライン原稿 ○月号 P.○ 

タ
イ
ト
ル 

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！ 

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」 

リ
ー
ド 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く

に
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
方
を
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳
を
使
っ

て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校 

森
本 

和
馬 

（
も
り
も
と 

か
ず
ま
） 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ

い
い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。 

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。 

 

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。 

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
ど
も
達
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
「
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
（
正
進
社
）
」
を
も
と
に
作
成

し
た
。 

【
レ
ッ
ス
ン
１ 

頭
の
描
き
方
】 

  

ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。 

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。 

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。 

 

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描
く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ
の
分
、

描
け
た
時
の
満
足
感
も
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
描
か

せ
た
い 

【
レ
ッ
ス
ン
２ 

体
の
描
き
方
】 

  

「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。 

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く 

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く 

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く 

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。 

【
レ
ッ
ス
ン
３
～
４ 

動
き
の
表
現
】 

 
 

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。 

見
本
に
は
無
い
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。 

   
   

【
レ
ッ
ス
ン
５ 

自
由
に
表
現
】 

 

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。
「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。 

 

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。 

 

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
す
す

め
す
る
。 

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
） 

 

[４：14字×24行×4段 （タイトル 15行を含む）] 
教育トークライン原稿 ○月号 P.○ 

タ
イ
ト
ル 

ど
の
子
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
！ 

「
猫
の
描
き
方
練
習
帳
」 

リ
ー
ド 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
猫
を
描
く

に
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
方
を
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
練
習
帳
を
使
っ

て
基
本
的
な
描
き
方
を
教
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

福
井
県
若
狭
町
立
明
倫
小
学
校 

森
本 

和
馬 

（
も
り
も
と 

か
ず
ま
） 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
動
物
は
か
わ

い
い
。
と
り
わ
け
猫
を
描
か
せ
る
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
。 

そ
の
猫
を
、
も
っ
と
自
由
自
在
に
、

も
っ
と
の
び
の
び
と
描
け
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
練
習
帳
を
提
案
す
る
。 

 

プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
レ
ッ
ス
ン
１

か
ら
順
に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
だ
。 

私
の
学
級
（
五
・
六
年
複
式
）
の

子
ど
も
達
は
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

な
お
、
こ
の
練
習
帳
は
「
酒
井
式

描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習

ち
ょ
う
（
正
進
社
）
」
を
も
と
に
作
成

し
た
。 

【
レ
ッ
ス
ン
１ 

頭
の
描
き
方
】 

  

ま
ず
は
「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
を

確
認
す
る
。
人
の
顔
に
、
耳
と
ひ
げ

と
歯
を
加
え
る
だ
け
の
簡
単
な
方
法

で
あ
る
。 

次
に
、
薄
い
線
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

ズ
レ
た
り
、
は
み
出
し
た
り
し
て
も

構
わ
な
い
。
一
生
懸
命
描
い
て
い
る

こ
と
を
褒
め
て
い
く
。 

急
い
で
描
こ
う
と
す
る
子
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
描
こ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
。
ひ
げ
や
歯
も
、
一
本
ず
つ
丁

寧
に
描
か
せ
て
い
く
。 

 

最
後
に
横
向
き
の
顔
。
パ
ー
ツ
を

横
に
ず
ら
し
て
描
く
に
は
勇
気
が
必

要
だ
。
し
か
し
そ
の
分
、

描
け
た
時
の
満
足
感
も
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
描
か

せ
た
い 

【
レ
ッ
ス
ン
２ 

体
の
描
き
方
】 

  

「
か
き
方
の
じ
ゅ
ん
」
に
加
え
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
。 

①
し
っ
ぽ
を
頭
か
ら
遠
く
に
描
く 

②
胴
を
ぼ
よ
ー
ん
と
描
く 

③
足
を
長
く
、
曲
げ
て
描
く 

一
気
に
描
か
せ
ず
「
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
」
で
描
か
せ
て
い
く
。 

【
レ
ッ
ス
ン
３
～
４ 

動
き
の
表
現
】 

 
 

頭
と
し
っ
ぽ
の
位
置
を
変
え
る
と
、

体
の
向
き
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
胴
や
足
を
曲
げ

た
り
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
表
現
で
き
る
。 

見
本
に
は
無
い
自
分
な
り
の
ア
レ

ン
ジ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出
し
た
い
。 

   
   

【
レ
ッ
ス
ン
５ 

自
由
に
表
現
】 

 

レ
ッ
ス
ン
１
～
４
を
活
か
し
て
描

く
。
「
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

「
親
子
で
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
」
等
、
自
由
に
描
か
せ
る
。 

 

練
習
帳
の
見
本
作
品
は
、
草
や
屋

根
な
ど
を
描
い
た
色
画
用
紙
に
、
猫

を
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
。 

 

時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
お
す
す

め
す
る
。 

（
写
真
の
絵
は
全
て
、
学
級
の
児
童

が
描
い
た
も
の
で
あ
る
） 

 



57   2021. 6

た
め
の
基
本
的
な
指
の
位
置
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
教
え
る
こ
と
で
「
指
一

本
」
で
ポ
チ
ポ
チ
と
押
す
こ
と
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
指
一
本
の
入
力

は
、
姿
勢
が
前
屈
み
に
な
っ
て
し
ま

い
目
の
健
康
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
。

　

左
の
よ
う
な
シ
ー
ト
を
カ
ラ
ー
印

刷
し
て
配
付
し
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
教
え
る
。

ち
な
み
に

キ
ー
ボ
ー
ド

の
配
列
は
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
に
対
応
さ

せ
て
い
る
。

端
末
と
一
緒

に
保
管
さ
せ
、

い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
授
業
の
後
に
、

「
キ
ー
ボ
ー
島
」
な
ど
の
練
習
サ
イ

ト
に
取
り
組
ま
せ
て
い
く
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
授
業
の

ス
ラ
イ
ド
を
共
有
す
る
。

グ
ー
グ
ル
ス
ラ
イ
ド
な
ど

で
使
用
で
き
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

①�

な
ぜ
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
を
学

習
す
る
の
か
。（
趣
意
説
明
）

②�

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン

③�

目
や
健
康
を
守
る
正
し
い
姿

勢

　

小
学
五
年
生
の
子
供
た
ち
に
、
こ

の
三
つ
を
教
え
る
最
初
の
授
業
を
実

施
し
た
。
導
入
と
し
て
タ
イ
ピ
ン
グ

日
本
一
の
小
学
生
の
映
像
を
視
聴
さ

せ
る
。
次
に
趣
意
説
明
だ
。

説
明　

キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
が
上
手

く
な
る
と
、人
生
に
「
い
い
こ
と
」

が
増
え
ま
す
。

１　

文
章
入
力
が
速
く
な
る

２　

ネ
ッ
ト
検
索
が
速
く
な
る

３　

ロ
ー
マ
字
が
得
意
に
な
る

４　

将
来
、
大
学
試
験
に
役
立
つ

５　

将
来
、
就
職
に
役
立
つ

　

ど
の
子
も
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。

 
３　
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
教
え
る

　

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
は
、
ど
の

指
で
ど
の
キ
ー
を
押
す
の
か
覚
え
る

 
１　

キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の
習
得

　

小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に

は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

ア　

児
童
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

文
字
を
入
力
す
る
な
ど
の
学
習

の
基
盤
と
し
て
必
要
と
な
る
情

報
手
段
の
基
本
的
な
操
作
を
習

得
す
る
た
め
の
学
習
活
動

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
文
字
を
入
力

す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、「
キ
ー
ボ
ー

ド
入
力
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
」
と
は
、
画
面

上
の
文
字
列
を
操
作
す
る
フ
リ
ッ
ク

入
力
な
ど
の
こ
と
で
は
な
い
。
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
キ
ー
ボ
ー
ド
で
行
う
入
力

方
法
の
こ
と
で
あ
る
。
総
則
に
書
か

れ
て
い
る
通
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力

は
「
基
本
的
な
操
作
」
で
あ
り
、「
習

得
」
さ
せ
る
学
習
活
動
が
必
要
に
な

る
の
だ
。

 
２　

最
初
の
授
業

　

キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
は
、
運
動
技
能

に
近
い
。
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
い
き
な

り
練
習
に
取
り
組
ま
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
し
な
い
。
基
本
的
な
知
識
を
教

え
て
か
ら
取
り
組
ま
せ
た
方
が
、
子

供
た
ち
は
安
定
し
て
練
習
に
励
む
よ

う
に
な
る
。
基
本
的
な
知
識
と
は
、

「キーボード入力」を 
習得させるために 
基本的な知識を 
教える授業を行う
「趣意説明」「ホームポジ
ション」などを授業する
ことで、安定して練習に
取り組ませることができ
る。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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ピ
ー
ド
」
で
彫
ら
せ
る
こ
と
を
意
識

さ
せ
る
。
こ
れ
で
ま
た
失
敗
が
減
る
。

⑤�

線
で
彫
っ
た
内
部
を
絵
の
具
で
色

を
塗
る

で
き
る
だ

け
絵
の
具
の

原
液
で
塗
る
。

水
を
加
え
て

も
一
・
二
滴

程
。
バ
レ
ン

ま
た
は
手
で

こ
す
る
。

や
る
こ
と

が
明
確
で
あ

る
た
め
、
教

室
が
シ
ー
ン

と
静
か
に
な

る
。
魔
の
六

月
に
最
適
で

あ
る
。

塗
り
を
す
る
カ
ラ
ー
版
画
で
あ
る
。

①
写
真
を
選
ば
せ
る

友
達
と
映
っ
て
い
る
も
の
か
、
建

物
（
清
水
寺
、
法
隆
寺
等
）
の
ど
ち

ら
か
を
用
意
す
る
。

②�

子
供
た
ち
が
選
ん
だ
写
真
を
、
教

師
が
パ
ソ
コ
ン
で
線
画
に
加
工
し
、

反
転
・
拡
大
す
る

自
前
の
パ
ソ
コ
ン
に
内
蔵
さ
れ
て

い
た
ソ
フ
ト
「Corel PaintShop 

Pro 2019 SE

」
を
活
用
し
た
（
子

供
た
ち
の
写
真
で
あ
る
た
め
、
取
り

扱
い
注
意
）。
ま
た
、
写
真
を
「
反

転
・
拡
大
」
さ
せ
る
こ
と
で
写
真
と

同
じ
作
品
が
出
来
上
が
る
。

③�

線
画
に
し
た
写
真
の
下
に
カ
ー
ボ

ン
紙
を
敷
き
、
線
を
な
ぞ
ら
せ
る

「
と
り
あ
え
ず
建
物
の
外
枠
や
人
間

の
輪
郭
を
な
ぞ
り
な
さ
い
」
と
指
示

し
、
で
き
た
ら
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

服
の
し
わ
や
草
木
の
細
か
い
と
こ
ろ

等
は
省
略
し
て
も
よ
い
と
伝
え
る
。

④�
彫
刻
刀
（
角
刀
）
で
人
物
ま
た
は

建
物
の
輪
郭
を
彫
ら
せ
る

線
の
外
側
を
「
か
た
つ
む
り
の
ス

 

１　

版
画
を
一
学
期
に
！

勤
務
校
は
、
春
（
五
月
中
旬
）
に

修
学
旅
行
に
出
か
け
る
。
修
学
旅
行

か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
思
い
出
の
写

真
を
子
供
た
ち
が
購
入
で
き
る
よ
う

に
廊
下
に
写
真
が
掲
示
さ
れ
る
。
そ

れ
を
有
効
活
用
す
る
。

六
年
生
の
場
合
、
版
画
は
通
例
三

学
期
教
材
だ
が
、
三
学
期
は
何
か
と

慌
た
だ
し
い
。
卒
業
式
の
練
習
等
も

あ
り
、
制
作
に
時
間
が
か
か
る
版
画

を
三
学
期
に
行
う
の
は
少
々
リ
ス
ク

が
伴
う
。
一
学
期
に
や
っ
て
し
ま
う

方
が
得
策
で
あ
る
。

 

２　

作
業
工
程
を
ス
キ
ッ
プ
！

版
画
の
場
合
、
子
供
た
ち
は
描
い

た
絵
を
写
し
終
え
た
段
階
で
疲
弊
し

て
い
る
。
彫
る
と
な
っ
た
ら
、
同
じ

絵
を
計
三
回
描
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
完
成
ま
で
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
続
か
な
い
。
そ
こ
で
、
写
真
を
線

画
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
①
絵
の
構

想
、
②
絵
を
描
く
こ
と
、
こ
の
二
つ

の
作
業
を
ス
キ
ッ
プ
し
た
。
ど
の
子

で
も
満
足
の
い
く
作
品
に
仕
上
が
り
、

失
敗
が
少
な
い
。

 

３　

方
法

版
画
は
、
子
供
た
ち
が
自
分
で
色

修学旅行の思い出
を版画にしよう
写真を線画・反転・拡大す
ることで、作業を一気に短
縮！

愛知県稲沢市立下津小学校

木
き

田
だ

 健
けん

太
た

子供も教師も 
元気になる 
学級経営のコツ
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２　

事
前
に
行
う
こ
と
は
一
つ

　

Classroom

の
「
授
業
」
で
「
課

題
」
を
作
成
す
る
。
手
順
は
次
の
通

り
。①Classroom

に
ロ
グ
イ
ン

②
「
授
業
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
「
作
成
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
「
課
題
」
を
ク
リ
ッ
ク

④
「
タ
イ
ト
ル
」
を
入
力

　
（
例
：
◯
月
◯
日
の
作
品
）

⑤
「
作
成
」
を
ク
リ
ッ
ク

　

あ
と
は
子
供
が
、
上
記
で
指
示
し

た
内
容
を
行
え
ば
良
い
。

 

３　

目
的
に
よ
っ
て
手
段
を
選
択

こ
れ
ま
で
は
、
子
供
の
作
品
を
学

級
通
信
に
掲
載
し
て
い
た
。
作
品
を

撮
影
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
、

起
案
し
、
印
刷
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
の
作
業
の
多
く
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
目
的
に
応
じ
て
、
手

段
を
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

指
示
５

も
し
、
お
う
ち
の
人
の
感
想
が
聞

け
た
ら
、
先
生
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
我
が
子
の
情

報
」
を
で
き
る
だ
け
早
く
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
保
護
者
は
、
ど
の

よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
が

具
体
的
に
分
か
る
。　

子
供
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
く
る
。

「
Ａ
ら
し
い
作
品
だ
ね
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
！
」

「
素
敵
な
作
品
だ
ね
と
褒
め
て
く

れ
ま
し
た
！
」

こ
れ
に
教
師
も
返
信
す
る
。
保
護

者
か
ら
も
、
教
師
か
ら
も
褒
め
ら
れ

る
。
中
に
は
、
保
護
者
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
え
な
い
子
も
い
る
。

Classroom

で
は
、
個
別
に
限
定

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
を
使
え
ば
、
一
人
残
ら
ず
褒
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

１　

ク
ラ
ウ
ド
保
存

保
護
者
は
「
我
が
子
」
に
関
心
が

あ
る
。「
我
が
子
」
が
ど
の
よ
う
な

作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た

い
。
多
く
の
場
合
、
作
品
は
教
室
に

掲
示
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
に
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
持
ち
帰
る
頃

に
は
、
制
作
過
程
を
忘
れ
て
い
る
子

も
い
る
。「
ど
う
や
っ
て
作
っ
た

の
？
」
と
保
護
者
に
聞
か
れ
て
も
、

答
え
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
作
品
の
完
成
と
同
時
に
、

次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示
１ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
メ
ラ
で
作
品
を

撮
影
し
ま
す
。

指
示
２

グ
ー
グ
ル
ド
ラ
イ
ブ
の
、
マ
イ
ド

ラ
イ
ブ
に
保
存
し
な
さ
い
。

指
示
３

家
に
帰
っ
た
ら
、
お
う
ち
の
人
に

写
真
を
見
せ
ま
す
。

指
示
４

見
せ
た
ら
「
見
せ
ま
し
た
」
と
、

G
oogle C

lassroom

（
以
下 

C
lassroom

）
か
ら
先
生
に
知

ら
せ
ま
す
。

一人一台のタブ
レットで、作品
をクラウド保存
保護者に「我が子の情報」
をいち早く届ける。

東京都立川市立上砂川小学校

藤
ふじ

橋
はし

 研
けん

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
調
べ
る
っ
て
楽
し
い
」「
知
る
っ
て

楽
し
い
」
と
い
う
思
い
を
、
教
師
が

授
業
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
伝
え
て

い
く
、
語
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

検
定
の
授
業
作
り
の
教
材
研
究
は
、

ま
さ
に
「
追
究
」
す
る
た
め
の
絶
好

の
機
会
と
な
る
。

私
は
、「
原
子
力
発
電
」
に
つ
い

て
の
教
材
研
究
で
、
中
国
電
力
の
方

に
直
接
お
話
を
聞
く
こ
と
が
三
度
も

で
き
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
建
設

中
の
三
号
機
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。
授
業
の
後
で
話

し
か
け
に
き
た
子
供
た
ち
に
、
こ
の

時
の
様
子
や
喜
び
を
話
す
と
、
興
味

津
々
な
様
子
で
聞
い
て
い
た
。
何
人

か
の
翌
日
の
自
学
ノ
ー
ト
が
、
い
つ

も
よ
り
充
実
し
て
い
て
驚
い
た
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中

国
中
央
事
務
局
で
は
、
今
年
八
月
に

ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

も
ち
ろ
ん
受
検
す
る
。
申
し
込
み
済

み
だ
。

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
咄
嗟
に
答
え
ら

れ
な
い
教
師
に
、
自
信
を
も
っ
て
自

分
の
得
意
分
野
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

子
供
は
育
て
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

　

授
業
技
量
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
、「
誰
に
も
負
け
な
い
分
野
」
を

も
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
。
私
は
、

「
和
菓
子
に
つ
い
て
」「
放
射
線
の
利

用
に
つ
い
て
（
農
業
）」
は
、「
自
信

が
あ
り
ま
す
！
」
と
答
え
ら
れ
る
。

和
菓
子
の
授
業
を
受
け
た
子
供
た
ち

が
、「
飯
塚
先
生
、
和
菓
子
博
士
で

す
ね
」
と
口
に
し
た
。「
み
ん
な
は
、

何
博
士
に
な
り
ま
す
か
？
」
と
、
そ

の
後
盛
り
上
が
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

誰
に
も
負
け
な
い
分
野
を
い
く
つ
も

も
つ
こ
と
が
、
自
分
の
可
能
性
を
ど

ん
ど
ん
広
げ
て
行
く
。

　

私
自
身
、
今
年
も
極
め
て
み
た
い

分
野
が
あ
る
。

二
　
粘
り
強
く
教
材
研
究
す
る
力

　

私
は
、
子
供
た
ち
に
「
諦
め
ず
、

追
究
す
る
力
」
を
身
に
付
け
て
欲
し

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
」
が
あ

る
と
知
っ
た
時
か
ら
、
こ
れ
ま
で
九

回
挑
戦
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
受
検
す
る
の
か
。「
授
業

技
量
を
上
げ
る
た
め
」
と
い
う
の
が

理
由
の
一
つ
だ
。
子
供
に
少
し
で
も

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
授
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　

し
か
し
、
私
は
、
次
の
二
つ
が
大

事
だ
と
考
え
る
か
ら
受
検
し
て
い
る
。

一　

�

誰
に
も
負
け
な
い
分
野
を

も
つ
た
め

二　

�

粘
り
強
く
教
材
研
究
す
る

力
を
付
け
る
た
め

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
に
詳

し
く
述
べ
て
い
く
。

一
　
誰
に
も
負
け
な
い
分
野
を
も
つ

　

一
般
企
業
で
勤
め
て
い
る
何
人
も

の
方
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

「
若
手
に
、『
得
意
な
こ
と
は
何
？
』

『
誰
に
も
負
け
な
い
こ
と
は
何
？
』

と
質
問
す
る
と
、
な
か
な
か
答
え
ら

れ
な
い
の
で
す
」

　

大
切
に
育
て
ら
れ
た
子
供
が
、
社

会
に
出
て
、「
得
意
な
こ
と
」「
誰
に

も
負
け
な
い
こ
と
」
が
咄
嗟
に
言
え

な
い
こ
と
を
悲
し
く
思
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
子
供
の
前
に
立
つ
教

師
自
身
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
答
え

TOSS授業技量
検定をなぜ受検
する？
授業技量検定は、将来社会に
旅立つ子供たちに付けたい力
をイメージして受け続けたい。

島根県大田市立長久小学校

飯
いい

塚
つか

　幸
さち

子
こ

TOSS授業技量検定
に挑戦！
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡 聡美

「
子
供
の
写
真
を
許
可
な
く
ア
ッ
プ
さ
れ
た
」

と
相
談
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ

て
、
自
分
の
子
供
の
運
動
会
の
写

真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
勝
手
に

ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
保

護
者
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
保
護
者
と
家
族
に
と
っ
て

は
、
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
く
な
い
写

真
だ
っ
た
の
で
、
厳
重
に
抗
議
を

し
て
、
写
真
デ
ー
タ
を
削
除
し
て

も
ら
っ
た
そ
う
で
す
が
、
写
真
が

他
に
出
回
っ
て
い
な
い
か
と
心
配

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
う
い
う
場
合
に
学
校
か
ら
の

手
立
て
は
何
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

る
程
度
で
あ
れ
ば
個
人
情
報
の
侵
害
に

あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
無
断
で
の
ネ
ッ
ト
で
の
公
開

も
同
様
に
権
利
侵
害
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
侵
害
は
、
撮
影
し
た
者
、

ア
ッ
プ
し
た
者
が
責
任
を
負
い
、
学
校

に
は
責
任
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
で
転
送
や
ア
ッ
プ
さ
れ
た
場
合

に
、
保
護
者
は
、
サ
ー
バ
ー
側
に
発
信

者
情
報
の
開
示
を
求
め
、
発
信
者
が
特

定
で
き
た
ら
、
削
除
と
今
後
こ
の
よ
う

な
行
為
を
し
な
い
こ
と
の
合
意
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
学
校
は
関
与
す
る
余
地
も

権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

権
限
の
無
い
こ
と
を
約
束
し
て
し
ま

う
と
、
実
現
で
き
な
い
以
上
、
約
束
を

守
れ
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
ず
っ
と
続
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
学
校
に
保
護
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村

に
無
料
で
法
律
相
談
の
で
き
る
場
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

運
動
会
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
練

習
を
始
め
ま
す
。
今
、
流
行
し
て

い
る
曲
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
児
童
は
、
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
一
台
ず
つ
持
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
市
販
の
Ｃ
Ｄ
の
音
楽
を
配

信
し
、
家
庭
で
の
練
習
に
使
わ
せ

る
つ
も
り
で
す
。

配
信
し
た
音
楽
は
、
ダ
ン
ス
の

練
習
以
外
に
は
決
し
て
使
用
し
な

い
よ
う
に
と
注
意
書
き
も
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、

法
的
に
は
、
問
題
が
な
い
で
し
ょ

う
か
。

教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

無
断
の
姿
の
撮
影
は
肖
像
権
の
侵
害

に
あ
た
り
、
さ
ら
に
個
人
が
特
定
で
き



チャレンジングチャレンジングチャレンジング
若手教師の

TOSS！
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昨
年
度
の
青
年
事
務
局
会
議
。
谷
氏
が
「
き

の
こ
テ
キ
ス
ト
の
撮
影
に
来
れ
る
人
い
ま
す

か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
日
時
は
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
。
流
石
に
青
年
事
務
局
で
も
、
即

立
候
補
す
る
人
は
い
な
い
。
私
も
手
帳
を
確
認

し
た
。
二
回
見
た
が
、
白
紙
だ
っ
た
。

「
予
定
な
い
で
す
！　

行
か
せ
て
く
だ
さ
い
」

　

立
候
補
し
て
あ
ん
な
に
笑
い
が
起
き
た
の
は

初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
聖
夜
に
谷
氏
の
授
業
に

参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
、
私
は
掴
ん
だ
の
だ
。

　

同
志
、
水
本
氏
も
立
候
補
。
役
者
は
揃
っ
た
。

当
日
、
撮
影
で
以
下
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
、

谷
氏
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
数
々
な
制
約
が
あ
っ
た

の
だ
。「
子
役
を
見
れ
な
い
」「
子
役
に
近
付
け

な
い
」「
ホ
ク
ト
株
式
会
社
か
ら
言
っ
て
ほ
し

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
そ
ん
な
中
で
、
授

業
を
ほ
ぼ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
の
だ
。

四
時
間
の
撮
影
で
谷
氏
は
、
終
始
笑
顔
。
粒

だ
っ
た
声
の
ま
ま
。
そ
れ
は
、
神
業
と
言
う
以

外
、
例
え
よ
う
が
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
語
り
切
れ
な
い
ほ
ど
、
谷
氏
の
授

業
の
技
の
数
々
を
拝
見
し
た
。
大
き
く
ま
と
め

る
と
、
二
つ
の
こ
と
が
言
え
る
。

①
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

②
多
様
な
作
業
指
示

　

印
象
的
な
場
面
を
挙
げ
る
。

①�

谷
氏
は
最
初
の
ペ
ー
ジ
の
〇
×
を
書
か
せ
た

後
に
「
あ
と
で
確
認
し
よ
う
ね
。
次
の
ペ
ー

ジ
」
と
言
っ
て
、
答
え
合
わ
せ
を
し
な
か
っ

た
こ
と
。

②�

谷
氏
が
栄
養
素
の
名
前
に
つ
い
て
、
子
役
に

き
の
こ
の
効
果
を
三
連
続
で
読
ま
せ
た
後
に
、

「
う
○
ち
が
出
や
す
く
な
る
の
は
？
」
と
、

そ
れ
ま
で
の
流
れ
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
子
役

に
栄
養
素
を
言
わ
せ
た
こ
と
。

③�

作
業
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
小
さ
い
声
で
読

ん
で
い
て
」
と
子
役
は
二
人
な
の
に
、
ク
ラ

ス
を
想
定
し
て
指
示
を
し
て
い
た
こ
と
。

　

本
当
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。
す
る
と
、
広
島
の
仁
保
雅
望
氏
が
、

学
習
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
い
て
く
れ
た
。

「
人
妻
と
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ノ
コ
」。

　

す
ご
い
名
前
で
は
あ
る
が
、
一
時
間
半
、
谷

氏
の
凄
さ
を
し
ゃ
べ
り
倒
し
た
。
も
し
、
あ
の

時
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
だ
か
ら
と
躊
躇
し
て
い
た

ら
こ
の
学
習
会
は
な
か
っ
た
。

心
か
ら
、
立
候
補
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

村む
ら

上か
み

　
諒り

ょ
う

神
奈
川
県
大
和
市
立
南
林
間
小
学
校

谷
氏
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
き
の
こ
。

谷
氏
の
授
業
技
量
を
体
感
す
る
特
別
な
聖
夜
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
、
来
れ
る
人
い
る
？
」
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
は
い
、
喜
ん
で
！　

で
掴
ん
だ

幸
せ
な
時
間
の
学
び
。
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「
操
作
」
が
見
え
た
ら
「
自
治
」
で
は
な
い

ど
う
育
て
た
ら
、
真
の
「
自
治
的
集
団
」
に
育
つ
の
か
。

一
　
子
供
の
事
実
が
支
え
で
あ
る

　
二
月
末
、
卒
業
生
が
来
校
し
た
。
我
が
部
を

卒
業
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
で
し
の
ぎ

を
削
っ
て
い
る
。
二
年
は
昨
秋
の
新
人
県
大
会

で
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
一
年
は
団
体
県
ベ
ス
ト

４
の
チ
ー
ム
で
三
番
手
を
務
め
て
い
る
。

　
「
先
生
が
異
動
す
る
時
期
だ
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
贈
り
し
た
い
と
考
え
、
打
ち
合
わ
せ
て

来
ま
し
た
。
何
か
必
要
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
」

　

お
金
な
ど
使
う
必
要
は
な
い
。
こ
う
し
て
顔

を
出
し
て
く
れ
る
だ
け
で
十
分
だ
。
三
月
に
は
部

活
停
止
措
置
が
解
除
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
ら
例
年
ど
お
り
Ｏ
Ｂ
戦
を
催
す
。
そ
こ
に
来
て

く
れ
た
ら
尚
嬉
し
い
。
そ
う
伝
え
、
車
に
乗
っ
た
。

　

い
つ
い
か
な
る
と
き
も
、
子
供
の
事
実
が
私

の
支
え
で
あ
る
。

二
　
誰
の
た
め
の
学
級
集
団
形
成
な
の
か

　

初
任
者
、
五
年
目
前
後
の
同
僚
か
ら
「
学
級

経
営
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
と
請
わ
れ
、

学
習
会
を
開
い
た
。

　

日
々
生
徒
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
の
で
、

い
っ
そ
う
具
体
的
で
、
し
か
も
深
み
の
あ
る
話

が
で
き
る
。

　
「
関
係
性
の
紡
ぎ
方
」
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
壁
が
複
数
存
在
し
て
い
る
よ

う
だ
。「
褒
め
て
は
い
け
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
」

と
い
う
話
で
は
、
皆
驚
い
て
い
た
。「
良
い
と

こ
ろ
探
し
の
罪
」
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
か
っ

た
ら
し
い
。

　

子
供
を
「
思
い
通
り
に
」
動
か
す
こ
と
は
、

五
年
次
の
教
師
で
も
で
き
る
。
自
分
の
学
級
だ

け
を
良
く
す
る
こ
と
は
、
二
十
代
で
で
き
る
。

現
に
、
勤
務
校
の
若
手
た
ち
は
そ
こ
そ
こ
の
学

級
経
営
を
実
現
し
て
い
る
。

　

そ
こ
か
ら
が
課
題
だ
。
自
治
的
集
団
に
な
ら

な
い
の
だ
。
一
見
良
さ
そ
う
に
見
え
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
教
師
が
つ
く
り
込
ん

だ
「
自
治
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
も
同
様
だ
。
現
時
点
で
、

私
の
考
え
る
「
自
治
的
集
団
」
を
育
て
上
げ
た

若
手
教
師
は
い
な
い
。
二
〇
一
四
年
に
河
村
茂

雄
氏
と
交
流
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
「
五
段
階
説
」

を
導
入
し
た
私
と
し
て
は
、
自
治
的
集
団
形
成

を
目
指
す
人
が
増
え
た
だ
け
で
も
嬉
し
い
こ
と

だ
。
だ
が
、
私
の
考
え
る
自
治
的
集
団
は
河
村

氏
の
そ
れ
の
上
を
行
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
ま
だ
ま
だ
生
ま
れ
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

発
達
段
階
に
も
依
る
が
、教
師
に
よ
る
「
操
作
」

が
見
え
る
時
点
で
、
ま
だ
ま
だ
な
の
だ
。

　

で
は
長
谷
川
は
ど
う
な
の
か
。
実
践
の
一
端

を
本
誌
三
月
号
に
書
き
、
た
く
さ
ん
の
感
想
を

い
た
だ
い
た
。
ど
う
育
て
た
ら
、
自
律
・
自
立

し
た
生
徒
集
団
に
育
つ
の
か
。
挑
戦
を
期
待
し

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
上
げ
て
い
く
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

 和
かず

樹
き

（
オ
）�

前
に
（
ボ
ー
ド
に
）
書
き
な

さ
い
。

（
カ
）�

自
分
の
意
見
に
は
、
自
分
の

名
前
も
一
緒
に
書
い
て
お
き

な
さ
い
。

（
キ
）�

○
○
さ
ん
か
ら
順
番
に
立
っ

て
発
表
し
な
さ
い
。

（
ク
）�

今
の
発
表
が
聞
こ
え
た
人
、

手
を
挙
げ
な
さ
い
。

（
ケ
）�

ま
だ
一
度
も
発
表
し
て
い
な

い
人
は
立
ち
な
さ
い
。

（
コ
）�

全
員
、
教
室
の
真
ん
中
を
向

い
て
座
り
な
さ
い
。

（
サ
）�

ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
こ
と

を
発
表
し
な
さ
い
。

（
シ
）�

一
つ
だ
け
決
め
て
手
を
挙
げ

な
さ
い
。

（
ス
）�

お
隣
の
人
と
相
談
し
ま
す
。

（
セ
）�

近
く
の
人
と
考
え
を
言
い

合
っ
て
ご
ら
ん
。

（
ソ
）�

自
由
に
立
ち
歩
い
て
い
い
で

す
。
意
見
を
交
流
し
な
さ
い
。

（
タ
）�

自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
練

習
を
し
た
ら
座
り
ま
す
。

�

以
上

人
は
立
ち
な
さ
い
。

（
カ
）�

一
つ
書
け
た
ら
座
り
ま
す
。

（
キ
）�

そ
う
考
え
た
理
由
を
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

（
ク
）�

書
け
た
人
は
、
先
生
の
と
こ

ろ
へ
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
な

さ
い
。（
◯
を
付
け
た
り
褒
め

た
り
す
る
）

（
ケ
）�

隣
の
お
友
達
と
相
談
し
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。

（
コ
）�

お
友
達
の
意
見
を
参
考
に
し

て
、
ノ
ー
ト
に
考
え
を
付
け

足
し
な
さ
い
。

Ⅲ�

発
表
や
話
し
合
い
を
さ
せ
る
場
面

で
比
較
的
よ
く
使
う
作
業
指
示
の

例
（
ア
）�

意
見
の
あ
る
人
は
立
ち
ま
す
。

（
イ
）�

同
じ
意
見
を
言
わ
れ
た
ら
座

り
な
さ
い
。

（
ウ
）�

こ
の
意
見
に
賛
成
の
人
は

ノ
ー
ト
に
〇
、
反
対
の
人
は

×
を
書
き
な
さ
い
。

（
エ
）�
〇
だ
と
思
う
人
は
手
を
挙
げ

な
さ
い
。

　

国
語
科
で
比
較
的
よ
く
使
う
「
作

業
指
示
」
の
続
き
で
あ
る
。

（
サ
）�

男
女
で
一
文
交
代
読
み
を
し

ま
す
。
男
の
子
が
先
、
女
の

子
が
後
。

（
シ
）�

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
Ｂ
グ
ル
ー
プ

で
交
代
読
み
を
し
ま
す
。
Ａ

が
先
、
Ｂ
が
後
。

（
ス
）�

全
員
起
立
。
す
ら
す
ら
読
め

た
ら
、
座
り
な
さ
い
。

（
セ
）�

読
ん
だ
人
か
ら
座
り
な
さ
い
。

（
ソ
）�

お
隣
の
人
が
す
ら
す
ら
読
め

て
い
る
か
聞
い
て
ご
ら
ん
。

（
タ
）�

教
科
書
を
両
手
で
持
ち
ま
す
。

（
チ
）�

読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
指
で

押
さ
え
な
が
ら
読
み
な
さ
い
。

（
ツ
）�

今
、
ど
こ
を
読
ん
で
い
ま
す

か
。
指
を
置
き
な
さ
い
。

（
テ
）�

お
隣
の
声
が
聞
こ
え
た
人
、

手
を
挙
げ
な
さ
い
。

Ⅱ�

発
問
を
考
え
さ
せ
る
場
面
で
比
較

的
よ
く
使
う
作
業
指
示
の
例

（
ア
）�

ノ
ー
ト
に
自
分
の
考
え
を
書

き
な
さ
い
。

（
イ
）�

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、
箇

条
書
き
に
し
な
さ
い
。

（
ウ
）�

書
け
た
ら
自
分
で
読
ん
で
ご

ら
ん
な
さ
い
。

（
エ
）�

一
つ
以
上
書
い
て
い
る
人
は

手
を
挙
げ
な
さ
い
。

（
オ
）�

ま
だ
一
つ
も
書
け
て
い
な
い

授業のベーシックス
キル７
「作業指示」⑥
前号から「国語科で比較的よ
く使う作業指示」を紹介して
いる。これは私のチームで検
討した指示群だが、他にもい
ろいろあるだろう。ぜひ、ご
自身でもリストアップしてい
ただきたい。

授業の
ベーシックスキル
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「
技
術
」
は
「
人
格
」
と
は
関
係
無
い
。
だ
が
、

こ
ん
な
簡
単
な
事
が
分
か
ら
な
い
人
も
多
い
。

「
○
○
先
生
が
や
っ
て
い
る
方
法
だ
か
ら
良
い

（
技
術
）」「
□
□
先
生
が
や
っ
て
い
る
方
法
だ

か
ら
悪
い
（
技
術
）」
と
い
う
事
は
無
い
の
だ
。

誰
が
や
ろ
う
が
や
る
ま
い
が
「
技
術
」
は
人
格

と
別
個
に
存
在
す
る
。
そ
れ
を
多
様
に
知
ろ
う

と
す
る
教
師
は
（
人
格
が
）
良
い
だ
ろ
う
。
知

ろ
う
と
し
な
い
教
師
は
そ
れ
こ
そ
素
人
だ
。

　

以
前
は
「
向
山
先
生
が
嫌
い
だ
か
ら
法
則
化

運
動
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
は
嫌
い
だ
。
向
山
型
は
駄

目
だ
」
と
言
わ
れ
る
事
も
多
か
っ
た
。「
技
術
」

と
「
人
格
」
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
排
除
す
る
人

た
ち
だ
。
頭
が
悪
い
。
し
か
し
「
○
○
先
生
が

や
っ
て
い
る
事
だ
か
ら
良
い
（
方
法
だ
）」
と

信
じ
て
い
る
人
た
ち
も
、
同
様
に
頭
の
回
転
が

お
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
駄
目
だ
。

　
「
事
実
」
だ
け
に
依
拠
す
る
。

　

向
山
洋
一
氏
が
昔
か
ら
言
っ
て
い
る
事
だ
。

「
人
柄
」
や
「
過
去
の
実
績
（
実
践
）」
に
惑
わ

さ
れ
て
は
駄
目
だ
。
今
現
在
、
そ
の
人
が
や
っ

て
い
る
「
事
実
」
だ
け
を
冷
静
に
観
る
事
だ
。

　

芦
田
恵
之
助
と
い
う
先
人
が
居
る
。
当
時
の

東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
小
（
現
筑
波
大
付
属

小
）
の
エ
ー
ス
。
国
語
教
育
の
巨
人
だ
。
全
集

を
含
む
著
書
は
三
〇
巻
を
超
え
る
。
自
ら
職
を

辞
し
て
全
国
を
授
業
行
脚
し
た
。「
七
変
化
」

と
い
う
授
業
の
「
型
」
を
創
出
し
た
。
そ
の
研

究
会
は
現
在
も
存
続
し
て
い
る
ら
し
い
。
私
は
、

芦
田
氏
の
全
集
も
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
い
る
が
、

実
は
芦
田
実
践
に
は
疑
い
を
も
っ
て
い
る
。

　
「
自
分
の
頭
」
で
、
き
ち
ん
と
考
え
る
事
だ
。

現
在
の
様
な
激
動
期
に
は
、
色
々
な
人
が
出
て

来
る
。
真
っ
当
な
感
覚
を
失
っ
て
し
ま
う
人
た

ち
も
生
じ
る
。
表
面
は
同
じ
で
も
、
中
身
が
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
例
も
あ

る
。

「
技
術
」
に
「
人
格
」
は
無
い
。
だ
か
ら
「
人
格
」

を
高
め
る
事
は
必
要
だ
。
そ
れ
と
「
技
術
」
を

切
り
離
し
て
考
え
る
。
難
し
い
事
だ
が
、
出
来

な
い
人
は
騙
さ
れ
る
。
一
緒
に
や
っ
て
来
た
人

た
ち
が
、
騙
さ
れ
な
い
事
を
祈
る
。

　
　「
技
術
」
と
「
人
格
」
を
ゴ
ッ
チ
ャ
に
す
る
な
！

教
師
は
「
学
校
」
と
い
う
社
会
し
か
知
ら
な
い
。
転
職
組
は
別
だ
が
、
多
く
の
教
師
は
そ
う
だ
。
大
学
ま

で
「
学
校
」
で
過
ご
し
、
す
ぐ
に
「
学
校
」
に
就
職
す
る
。
だ
か
ら
、
世
間
的
に
見
れ
ば
良
い
「
カ
モ
」

な
の
で
あ
る
。
高
名
な
名
授
業
者
で
も
、
容
易
に
詐
欺
に
遭
う
。「
授
業
」
と
「
人
を
観
る
眼
」
は
全
く

別
物
な
の
だ
。「
技
術
」
は
単
体
で
存
在
す
る
。

Ｔ
‐
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
伴一孝
の
教師道
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す
ぐ
れ
た
本
に
は
、
核
心
の
一
行
が
あ
る
。

　
『
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
の
条
件
』（
Ｐ
・Ｆ
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
）
に
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

指
揮
者
に
勧
め
ら
れ
て
、
客
席
か
ら
演
奏
を
聴
い

た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
が
い
る
。
そ
の
と
き
彼
は

初
め
て
音
楽
を
聴
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
彼
は

上
手
に
吹
く
こ
と
を
越
え
て
音
楽
を
創
造
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
成
長
で
あ
る
。
仕
事
を
変

え
た
の
で
は
な
い
。
意
味
を
加
え
た
の
だ
っ
た
。

�

（
二
三
三
ペ
ー
ジ
）

　

核
心
の
一
行
は
こ
れ
だ
。

〈
仕
事
を
変
え
た
の
で
は
な
い
。
意
味
を
加
え
た
〉

　

こ
の
一
文
が
、
四
十
代
に
経
験
し
た
こ
と
と
つ

な
が
っ
た
。
教
務
主
任
を
拝
命
し
、ひ
と
月
が
経
っ

た
と
き
教
頭
に
指
導
を
受
け
た
。「
吉
永
さ
ん
、
あ

な
た
は
力
が
な
い
」。
面
と
向
か
っ
て
言
わ
れ
た
。

教
頭
は
私
に
作
業
を
課
し
た
。「
こ
れ
か
ら
毎
日
、

私
の
言
う
こ
と
を
続
け
な
さ
い
」。　

１�　

放
課
後
、
学
校
を
見
回
っ
て
戸
締
り
を
す
る
。

２　

学
校
に
届
く
文
書
の
す
べ
て
に
目
を
通
す
。

３　

校
長
の
言
動
を
メ
モ
し
て
い
く
。

　

教
頭
は
教
え
諭
し
た
の
で
は
な
い
。
作
業
を
課

し
た
の
だ
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
指
揮
者
も
客
席
か
ら

演
奏
を
聴
く
こ
と
を
課
し
た
。
そ
の
意
味
を
掴
ん

だ
の
は
彼
自
身
で
あ
る
。
私
は
作
業
を
三
年
続
け

た
。
作
業
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
具
体
的
な
課
題
と

対
応
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
記
録
を
と
り
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
教
頭
が
伝
え
た
か
っ
た
こ

と
を
考
え
、
整
理
し
て
い
っ
た
。

１　

戸
締
り

　

学
校
の
課
題
、
職
員
の
努
力
を
見
出
す
「
目
利

き
」
と
な
れ
。

　

必
要
な
こ
と
は
報
告
し
な
さ
い
。
事
前
に
予
防

で
き
る
こ
と
は
手
を
打
っ
て
い
く
。
手
の
打
ち
方

は
一
か
ら
百
ま
で
あ
る
。
人
を
見
て
も
の
を
言
い

な
さ
い
。
戸
締
り
は
あ
く
ま
で
手
段
。
私
が
楽
す

る
た
め
な
ど
と
勘
ぐ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２　

文
書
閲
覧

　

行
政
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
。
背
景
に
あ
る

国
民
の
要
求
を
探
れ
。

　

一
度
、
広
い
視
野
か
ら
自
分
の
学
校
を
俯
瞰
せ

よ
。
自
校
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
意
識
し
て
い

な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
法
改
正
、諸
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
、
ゆ
め
ゆ
め
処
理
的
に
扱
っ
て
は
な
ら
な

い
。
教
育
は
あ
る
意
味
で
「
文
書
行
政
」
な
の
だ
。

３　

校
長
の
言
動
記
録

　

校
長
は
「
判
断
職
」。
現
場
は
判
断
・
決
断
の
連

続
で
あ
る
。
行
動
・
言
葉
を
綴
っ
て
い
く
こ
と
で
、

そ
の
根
拠
を
つ
か
め
。

　

将
来
の
た
め
だ
。
教
務
は
「
教
頭
の
仕
事
」「
校

長
の
仕
事
」
が
分
か
っ
て
は
じ
め
て
連
絡
調
整
指

導
が
で
き
る
。
中
間
の
立
場
に
あ
る
者
に
必
要
な

の
は
「
見
渡
す
力
」。
吉
永
さ
ん
は
そ
こ
が
弱
い
。

　

作
業
を
通
し
て
教
頭
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
だ
っ
た
。
教
頭
先
生
の
名
を
と
り
「
島
津
三
原

則
」
と
し
て
概
念
化
し
た
。

　

成
長
に
は
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
地
続
き

的
に
徐
々
に
進
化
し
て
い
く
場
合
と
、
飛
び
地
的

に
一
気
に
飛
躍
す
る
場
合
で
あ
る
。
後
者
を
非
連

続
的
成
長
と
い
う
。
ス
キ
ル
も
そ
う
だ
が
、
意
識

面
で
の
非
連
続
的
成
長
は
仕
事
を
根
本
的
に
変
え

る
。
三
つ
の
作
業
で
「
組
織
の
構
造
」
を
意
識
し
た
。

す
べ
て
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
だ
っ
た
ら
つ
な
が

る
よ
う
に
仕
組
め
ば
よ
い
。
開
眼
の
一
瞬
だ
っ
た
。

意
識
面
で
の
非
連
続
的
変
化
は

仕
事
を
根
本
か
ら
変
え
る

三
つ
の
作
業
（
戸
締
り
、
文
書
閲
覧
、
管
理
職
の
言

動
記
録
）
で
組
織
を
見
渡
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
つ

な
い
で
い
く
。

『プロフェショナルの
条件─いかに成果を
あげ、成長するか』
（Ｐ・Ｆ・ドラッカー著　ダ
イヤモンド社）

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

T
O
S
S
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　　
A

」

A

Q

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立

吉
見
中
学
校

子
供
た
ち
の
マ
イ
ナ
ス
発
言
へ
の
対
応

第
一
に
先
手
を
打
ち
、
第
二
に
予
め
示
し
、
そ
れ
で
も
望
ま
し
く
な
い
行

動
が
あ
れ
ば
基
本
は
ス
ル
ー
。

　
第
二
に
、
望
ま
し
く
な
い
行
動
も
ま
た
、
予

め
示
し
ま
す
。「
こ
う
い
う
生
徒
が
い
た
の
だ

け
れ
ど
も
」「
過
去
に
こ
う
い
う
言
動
が
あ
っ

た
の
だ
け
れ
ど
も
」
と
、
望
ま
し
く
な
い
行
動

を
描
写
す
る
の
で
す
。
私
流
の
コ
ツ
は
、
面
白

お
か
し
く
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
て
示
す
こ
と
で
す
。

　
大
半
の
場
合
、
笑
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の

温
か
い
ム
ー
ド
の
中
で
、「
こ
う
い
う
行
動
は

学
校
に
、
授
業
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
ね
」
と

伝
え
る
わ
け
で
す
。
こ
の
指
導
の
効
果
は
想
像

以
上
に
大
き
い
で
す
よ
。

　
さ
て
、
以
上
の
積
極
的
指
導
を
し
て
い
て
も
、

望
ま
し
く
な
い
行
動
が
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
普
通
一
般
の

学
校
現
場
で
す
。

　
そ
の
際
、
基
本
は
ス
ル
ー
し
ま
す
。
そ
の
程

度
の
「
独
り
言
」
に
か
か
ず
ら
っ
て
授
業
を
中

断
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
で
す
。
生
徒

が
こ
ち
ら
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
な
ら
ば
尚
更
で
す
。
相
手
の
得
た
い
報
酬
を

提
供
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
不
適
切
な
行
動
を

強
化
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
戦
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
瞥
し
て
、
授
業
を
続
け
れ
ば
よ

い
の
で
す
。
動
じ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
生
徒
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
第
一
に
、
そ
う
い
う
言
葉
が
出
る
前

に
先
手
を
打
ち
ま
す
。
私
の
生
徒
指
導
は

積
極
的
・
予
防
的
介
入
を
常
と
し
て
い
る
の
で

す
。

　
授
業
中
の
望
ま
し
い
（
姿
勢
を
正
し
て
静
か

に
し
て
い
る
、と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

行
動
を
予
め
伝
え
る
の
で
す
。
例
を
挙
げ
ま
す
。

①
　
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る
。

②
　�

た
と
え
間
違
え
て
も
、
正
答
す
る
ま
で
修

正
を
重
ね
る
。

③
　
級
友
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
認
め
励
ま
す
。

④
　�
学
級
集
団
の
士
気
を
上
げ
る
言
動
を
進
ん

で
行
う
。

⑤
　�

話
を
聞
き
な
が
ら
、
首
を
縦
に
振
っ
て
賛

成
を
、
か
し
げ
て
疑
問
を
、
横
に
振
っ
て

不
賛
成
を
表
す
（
無
関
心
を
装
わ
な
い
）。

　
伝
え
た
上
で
、
生
徒
が
該
当
す
る
行
動
を

取
っ
た
瞬
間
に
認
め
、
褒
め
ま
す
。

　
褒
め
て
増
や
す
、
輪
を
広
げ
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
が
授
業
中
に
「
う
ざ
い
」「
面

倒
く
さ
い
」「
だ
る
い
」
な
ど
の
マ
イ

ナ
ス
発
言
を
し
ま
す
。
そ
の
都
度
、
注

意
す
る
の
で
す
が
、
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

長
谷
川
先
生
は
、
子
供
た
ち
の
授
業
中

の
マ
イ
ナ
ス
発
言
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
ま
す
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

む
し
歯
予
防
と
昔
の
引
き
売
り

二
　
昔
の
甘
い
も
の

　

閑
話
休
題
、
昔
話
に
な
る
。
先
の
戦
争
の

時
代
、
甘
い
も
の
は
最
高
の
贅
沢
品
だ
っ
た
。

疎
開
児
童
は
、
甘
さ
を
求
め
て
歯
磨
き
粉
を

食
べ
て
腹
を
壊
し
た
。

　

私
の
幼
少
期
、
砂
糖
の
代
用
品
の
サ
ッ
カ

リ
ン
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
。
駄
菓
子
屋
の

菓
子
は
こ
う
し
た
人
工
甘
味
料
だ
っ
た
。

サ
ッ
カ
リ
ン
は
、
し
ば
ら
く
し
て
有
害
物
質

と
の
こ
と
で
発
売
禁
止
に
な
っ
た
。

　

夏
の
氷
菓
子
の
定
番
は
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ー
。
一
本
五
円
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

一
本
一
〇
円
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
出
回
る

よ
う
に
な
っ
た
。
氷
菓
子
は
初
夏
か
ら
中
秋

ま
で
の
期
間
限
定
。
通
年
販
売
は
し
ば
ら
く

後
だ
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
頃
。
テ
レ
ビ
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
番
組
が
始
ま
っ
た
。
夢
の
世
界
へ
の
誘
い
。

加
し
た
。
校
長
一
年
目
の
秋
だ
っ
た
。

昔
は
む
し
歯
の
子
供
が
多
か
っ
た
。
今
と

比
べ
て
歯
の
磨
き
方
も
稚
拙
。
多
く
の
人
は

朝
起
き
た
時
だ
け
歯
を
磨
く
。
歯
ブ
ラ
シ
を

横
に
ゴ
シ
ゴ
シ
し
ご
い
て
、
歯
間
の
ゴ
ミ
な

ど
お
か
ま
い
な
し
。
就
寝
前
の
歯
磨
き
な
ど

誰
も
し
な
い
。
乳
歯
は
生
え
替
わ
る
か
ら
、

む
し
歯
で
も
治
療
の
必
要
な
し
。
そ
ん
な
誤

解
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
時
代
を
経
て
、
関

係
者
の
努
力
で
、
む
し
歯
の
予
防
と
治
癒
率

は
格
段
に
改
善
さ
れ
た
。

指
導
行
政
に
い
た
頃
、
学
校
訪
問
を
す
る

と
必
ず
保
健
室
に
立
ち
寄
り
、
学
校
の
む
し

歯
の
状
況
を
尋
ね
た
。
学
校
教
育
活
動
の
充

実
と
む
し
歯
の
治
癒
率
は
見
事
に
比
例
し
た
。

つ
ま
り
、
子
供
の
健
康
な
歯
は
、
大
人
た

ち
の
理
解
と
努
力
の
賜
物
だ
と
確
信
し
た
。

一
　
む
し
歯
予
防
デ
ー

　

六
月
四
日
は
む
し
歯
予
防
デ
ー
。
例
年
、

口
と
歯
に
関
す
る
行
事
が
行
わ
れ
る
。
校
長

一
年
目
の
時
に
文
科
省
指
定
の
「
口
と
歯
の

健
康
づ
く
り
」
の
研
究
指
定
校
を
、
前
任
者

か
ら
受
け
継
い
だ
。

　

保
健
主
任
を
一
年
間
だ
け
経
験
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
、
学
校
保
健
分
野
に
縁
が
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
歯
科
衛
生
の
書
籍
を
何
冊
も
読

ん
だ
。
東
京
都
教
育
委
員
会
を
訪
ね
、
先
進

校
の
実
践
を
検
索
し
た
。
先
進
校
訪
問
や
全

国
規
模
の
指
定
校
連
絡
会
議
な
ど
を
通
し
て
、

多
少
は
む
し
歯
予
防
の
知
見
を
得
た
。
教
職

員
向
け
の
「
口
と
歯
の
健
康
づ
く
り
」
通
信

も
、
定
期
的
に
発
行
し
た
。

秋
に
は
研
究
発
表
会
を
開
催
し
た
。
予
算

が
な
い
の
で
、
参
加
者
か
ら
千
円
を
徴
収
し

た
。
そ
れ
で
も
全
国
各
地
か
ら
五
百
名
が
参

の

新
時
代

39

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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で
買
い
取
る
。「
さ
お
だ
け
ー
」
の
声
は
、

物
干
し
竿
売
り
。

風
呂
敷
包
み
を
背
負
っ
た
富
山
か
ら
の
薬

売
り
。
毎
年
定
期
的
に
訪
問
し
て
、
使
っ
た

薬
を
補
充
す
る
。
土
産
の
紙
風
船
を
く
れ
る
。

正
月
に
は
獅
子
舞
や
門
付
け
芸
が
玄
関
に

立
つ
。
祝
儀
を
渡
す
と
立
ち
去
る
。
尺
八
を

吹
く
虚
無
僧
も
通
る
。

四
　
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

三
年
の
「
地
域
の
歴
史
」
の
学
習
。
町
の

高
齢
者
か
ら
の
聞
き
取
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
る
の
は
私
た
ち
の
世
代
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
は
そ
う
だ
。
私
も
古
稀
を
迎
え

た
。「
古
来
稀
な
り
」
で
あ
る
。
稀
な
人
か
ら

聞
く
昔
話
。
子
供
た
ち
は
隔
世
の
感
を
抱
く

で
あ
ろ
う
。
い
や
子
供
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。

担
任
す
る
若
い
教
師
に
と
っ
て
も
同
様
だ
。

各
地
の
郷
土
資
料
館
で
、
昭
和
の
暮
ら
し

コ
ー
ナ
ー
が
人
気
を
得
て
い
る
。
昭
和
レ
ト

ロ
の
町
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
過
日
、
尾

道
の
商
店
街
を
歩
い
て
い
て
、
少
年
時
代
の

思
い
出
の
町
が
そ
こ
に
あ
る
と
体
感
し
た
。

旅
人
の
感
傷
だ
が
、
い
い
も
の
は
い
い
。

出
張
っ
て
き
た
。
ア
サ
リ
の
中
に
、
た
ま
に

ヤ
ド
カ
リ
が
混
じ
っ
て
い
た
。

学
校
の
正
門
横
。
カ
ニ
売
り
、
カ
ブ
ト
ム

シ
売
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
売
り
も
出
た
。
小
学
校

入
学
前
の
私
。
母
に
連
れ
ら
れ
、
荏
原
保
健

所
へ
予
防
接
種
に
出
か
け
た
帰
り
道
。
小
学

校
の
門
前
で
、
ア
カ
テ
ガ
ニ
を
二
匹
、
買
っ

て
も
ら
っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
な
い
時
代
、

カ
ニ
は
新
聞
紙
の
中
で
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
蠢
い
た
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
頃
の
品
川

区
旗
の
台
。
多
様
な
商
人
達
が
往
来
し
、
道

端
で
小
商
い
を
し
て
い
た
。

初
期
の
時
代
、
米
を
持
参
す
る
と
、「
ば

く
だ
ん
」
で
ボ
ン
と
破
裂
菓
子
を
作
る
。

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
原
形
だ
。「
玄
米
パ
ン
の

ほ
や
ー
ほ
や
ー
」
ま
さ
に
玄
米
で
作
っ
た
菓

子
。紙

芝
居
、
お
で
ん
、
豆
腐
、
夜
鳴
き
そ
ば
、

か
さ
の
修
理
、
鍋
の
修
理
、
石
焼
き
芋
、
お

好
み
焼
き
。
百
円
均
一
の
屋
台
も
あ
っ
た
。

空
き
地
に
一
か
月
限
定
の
キ
リ
ス
ト
教
会

が
で
き
た
。
興
味
津
々
で
出
か
け
る
と
カ
ー

ド
を
く
れ
る
。
空
き
地
に
は
蛇
使
い
も
来
た
。

「
ク
ズ
ー
イ
、
ク
ズ
イ
」
と
来
る
廃
品
回
収

業
者
。
空
き
瓶
や
古
着
、
金
物
な
ど
を
廉
価

誰
も
が
、
い
つ
か
は
米
国
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
へ
出
掛
け
た
い
と
思
っ
た
。
提
供
は
銀

座
の
不
二
家
。
不
二
家
の
洋
菓
子
は
、
子
供

た
ち
の
憧
れ
だ
っ
た
。
不
二
家
は
や
が
て

チ
ェ
ー
ン
展
開
を
し
て
、
我
が
家
近
く
の
荏

原
町
駅
前
に
も
支
店
が
で
き
た
。

　

不
二
家
は
一
〇
年
ほ
ど
前
に
創
業
百
年
を

迎
え
た
。
あ
る
日
、
不
二
家
の
重
役
が
泰
明

小
学
校
を
訪
ね
て
き
た
。
創
業
百
年
を
記
念

し
て
、
全
国
の
支
店
の
ペ
コ
ち
ゃ
ん
人
形
に

不
二
家
発
祥
の
地
の
銀
座
泰
明
小
学
校
の
制

服
〈
標
準
服
〉
を
着
せ
た
い
と
の
要
望
。
私

は
こ
れ
を
了
と
し
た
。
全
国
津
々
浦
々
で
、

泰
明
小
の
制
服
を
着
た
ペ
コ
ち
ゃ
ん
が
並
ん
だ
。

三
　
昔
の
引
き
売
り

　

夏
の
風
物
詩
、
キ
ャ
ン
デ
ー
売
り
が
町
中

を
回
っ
た
。
自
転
車
に
箱
を
積
ん
で
、
の
ぼ

り
を
立
て
て
カ
ネ
を
鳴
ら
す
。
そ
れ
を
合
図

に
子
供
た
ち
は
五
円
玉
を
握
り
し
め
て
、

キ
ャ
ン
デ
ー
売
り
の
そ
ば
に
群
が
る
。

「
キ
ン
ギ
ョ
ー
エ
、
キ
ン
ギ
ョ
」
金
魚
屋
も

屋
台
を
引
い
た
。「
ア
サ
リ
ー
シ
ジ
ミ
」
早

朝
の
ア
サ
リ
売
り
が
、
羽
田
の
あ
た
り
か
ら
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お
か
し
く
て
授
業
に
身
が
入
ら
な
か
っ
た
と

い
う
学
生
も
い
た
。

学
生
た
ち
は
、
教
師
の
一
挙
手
一
投
足
を

よ
く
見
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

結
構
多
く
の
学
生
か
ら
、「
先
生
の
声
は

ゆ
っ
た
り
と
し
て
聞
き
や
す
く
耳
に
心
地
よ

い
が
、
ず
っ
と
聞
い
て
い
る
と
眠
気
を
誘
う

声
な
の
で
、
も
う
少
し
早
く
話
し
た
方
が
い

い
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
や
ん
わ

り
と
で
は
あ
る
が
、
眠
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
も
っ
と
、
学
生
同
士
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
発
表
、
共
同
作
業
が
し
た

か
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　

当
初
、
そ
の
よ
う
な
授
業
を
構
想
し
て
い

た
が
、
受
講
生
一
五
〇
名
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
な
っ
た
の
で
、
私
の
話
が
中
心
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

話
し
方
を
含
め
て
授
業
に
メ
リ
ハ
リ
を
付

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
思
う
よ
り
難
し
い
。

場
数
を
踏
む
と
と
も
に
、
常
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
、
臨
機
応
変
で
柔
軟
な
授
業
を
心
掛
け

た
い
。

3	

話
し
方

生
の
表
情
は
暗
い
の
で
、
も
っ
と
明
る
く
し

た
方
が
い
い
。
ま
た
、
授
業
を
も
っ
と
の
り

が
よ
く
盛
り
上
が
っ
た
も
の
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
意
見
で
あ
る
（
自
覚
は
し
て
い

る
が
、
顔
は
取
り
換
え
ら
れ
な
い
し
…
…
）。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
若
手
教
員

に
は
笑
顔
、
顔
の
表
情
の
重
要
性
が
指
導
さ

れ
る
。
私
も
で
き
る
だ
け
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

対
応
に
努
め
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
初
め

て
の
教
壇
で
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
れ
と
、
最
初
の
ジ
ョ
ー
ク
が
す
べ
っ
た

の
で
、
そ
の
後
笑
い
を
取
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。

　

ま
た
、
私
は
Ｚ
o
o
m
で
の
画
面
背
景
に

オ
ー
ロ
ラ
模
様
を
流
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が

　

前
学
期
、
私
の
講
義
「『
学
校
』
と
人

間
」
の
最
後
の
課
題
と
し
て
、
学
生
た
ち
に

こ
の
講
義
に
つ
い
て
の
改
善
点
三
点
を
提
出

し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
内
容

に
関
係
な
く
提
出
が
あ
れ
ば
五
点
加
点
に
す

る
こ
と
と
、
次
学
期
以
降
の
受
講
学
生
の
た

め
に
授
業
を
よ
り
よ
く
改
善
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
の
で
、
遠
慮
な
く
感
じ
て
い
る
こ

と
を
書
い
て
ほ
し
い
と
趣
旨
を
伝
え
た
。

　

本
学
の
学
生
は
大
変
素
直
な
の
で
、
シ
ビ

ア
な
本
音
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
が
、「
先

1	

学
生
の
授
業
評
価

2
　
表
情
が
暗
い

私
の
講
義
の
学
生
評
価

私
の
講
義
の
改
善
点
を
学
生
に
聞
い
て
み
た
。
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授
業
と
い
う
も
の
は
、
大
学
で
も
小
学
校

で
も
基
本
は
同
じ
だ
と
思
う
。

授
業
は
教
師
の
表
現
活
動
で
あ
る
と
と
も

に
、
学
生
た
ち
と
の
共
同
の
創
造
活
動
で
も

あ
る
。
練
り
に
練
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
授

業
で
あ
っ
て
も
、
授
業
に
臨
め
ば
さ
ら
な
る

改
善
点
が
必
ず
見
付
か
る
。
完
成
は
な
い
。

　

学
生
た
ち
に
最
高
の
内
容
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
不
断
の
努
力
を
続
け
る
。
そ
れ
と
と

も
に
、
学
生
た
ち
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
一

緒
に
知
的
で
楽
し
い
時
間
と
空
間
を
教
室
の

中
に
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
き
た
い
。

7	

授
業
は
生
き
物

　

学
生
あ
っ
て
の
授
業
で
あ
り
、
授
業
は
何

よ
り
学
生
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

　

改
善
点
を
求
め
た
が
、
次
の
よ
う
な
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
た
学
生
も
い
た
。

・
教
育
に
関
係
の
あ
る
授
業
だ
と
思
っ
て
受

講
し
た
が
、
人
生
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

・
内
容
も
と
て
も
良
く
て
為
に
な
る
話
が
多

く
て
、
毎
回
先
生
の
授
業
の
話
を
聞
く
の

が
楽
し
み
だ
っ
た
。

・
い
い
意
味
で
、
関
西
外
大
で
こ
の
よ
う
な

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
一
年
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
た
け
れ
ど
、

こ
の
授
業
を
と
っ
て
、
四
年
間
諦
め
ず
に

通
い
続
け
よ
う
と
前
向
き
に
な
れ
た
。

　

少
数
で
も
、
私
が
こ
の
講
義
で
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
が
学
生
た
ち
の
心
に
届
い
て
い

た
と
し
た
ら
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
。

6	

教
師
の
励
み

　

資
料
に
つ
い
て
の
要
望
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

・
資
料
の
字
数
が
多
く
、
見
に
く
か
っ
た
。

・
黒
の
字
の
文
章
が
多
か
っ
た
が
、
重
要
な

点
な
ど
は
色
を
変
え
て
強
調
す
る
と
、

ノ
ー
ト
が
取
り
や
す
い
。

・
図
表
や
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
と
分
か
り
や
す

い
。

・
テ
ー
マ
に
即
し
た
動
画
が
あ
れ
ば
、
集
中

し
や
す
い
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
資
料
を
作
り
、
で
き

る
だ
け
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
取
り
入
れ

た
が
、
今
ど
き
の
若
者
に
は
、
ま
だ
ま
だ
ア

ピ
ー
ル
力
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

私
自
身
は
様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
授

業
の
一
時
間
前
ま
で
教
材
の
見
直
し
を
す
る

な
ど
努
力
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
学
生

た
ち
に
は
ま
だ
ま
だ
不
満
な
点
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
自
己
満
足
、
独
り
相
撲
な
授
業
を
続
け

る
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

4	

資
料

5	

学
生
か
ら
学
ぶ

イラスト：水川 勝利（コメント「お写真より微笑みを強くしました」）
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日
本
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
歴
史
教
育

日
本
の
よ
り
よ
い
未
来
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
「
歴
史
教
育
」
は
、
必
要
と
さ
れ
る
。

日
本
が
好
き
に
な
る
よ
う
な
、日
本
を
大
事
に
す
る
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

吉よ
し

田だ 

高た
か

志し

元
福
井
県
公
立
小
学
校　

校
長

私
た
ち
が
（
歴
史
教
育
を
：
吉
田
が
挿

入
）
や
っ
て
い
く
上
で
の
ス
タ
ン
ス
、
そ

の
原
理
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、

　

第
一
は
、
い
く
つ
か
原
理
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
徹
底
し
た
実
証
主
義
に
基
づ
く
と

い
う
授
業
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
事
実
が
表
面
的
な
こ
と
で
は
な
く
、

つ
っ
こ
ん
だ
上
で
、
い
ろ
ん
な
事
も
調
べ

た
上
で
そ
う
い
っ
た
実
証
に
耐
え
ら
れ
る

も
の
、
事
実
に
耐
え
ら
れ
る
物
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
基
盤
と
し
た
社
会
科
教
育

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
は
人
間
主
義
と
で
も
申
し
ま
し
ょ

う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
生
き
方
、
そ
れ
は
も

ち
ろ
ん
歴
史
上
に
名
を
と
ど
め
た
人
も
い

る
で
し
ょ
う
、
そ
う
で
な
い
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。

　

メ
タ
ル
カ
ラ
ー
の
時
代
と
い
う
の
は
、

日
本
で
現
在
あ
る
中
小
企
業
の
た
く
さ
ん

の
人
々
が
努
力
の
結
果
、
世
界
最
高
峰
の

技
術
水
準
を
作
り
上
げ
た
の
で
す
。
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
か
ら
日
本
の
蒲
田
の
工
場
街
に
発
注

が
く
る
と
い
う
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
を
起
こ
す
ま
で
の
結
果
を
も
た
ら
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
人
間
に
あ
く
ま
で
こ
だ
わ

り
、
そ
こ
の
中
で
生
き
て
き
た
人
の
こ
と

を
人
々
の
こ
と
を
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ

り
ま
す
。

私
は
教
師
に
な
る
ま
で
「
日
本
は
だ
め
な

国
」
だ
と
い
う
歴
史
教
育
を
受
け
て
き
た
。

こ
う
し
た
事
実
に
気
付
い
た
の
は
、
二
十
年

前
の
こ
と
で
あ
る
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
「
新
社
会
科
を
考

え
る
有
田
和
正
VS
向
山
洋
一
立
ち
会
い
授
業
＆

京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
一
九
九
八
年
四
月
十
九

日
）
に
お
け
る
向
山
洋
一
氏
の
授
業
「
ペ
リ
ー

来
航
を
め
ぐ
っ
て
」
で
あ
る
。

向
山
氏
は
、
ペ
リ
ー
と
の
事
前
交
渉
の
た
め

に
黒
船
に
乗
り
込
ん
だ
幕
府
の
役
人
が
詳
細
な

黒
船
の
絵
図
を
残
し
て
い
た
こ
と
、
翌
年
に
は

幕
府
が
洋
式
帆
船
軍
艦
「
鳳
凰
丸
」
を
建
造
し

て
い
た
こ
と
な
ど
の
事
実
を
次
々
と
示
し
て

い
っ
た
。
驚
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
ペ
リ
ー
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
幕

府
代
表
林
大
学
頭
が
、
ペ
リ
ー
と
堂
々
と
渡
り

合
い
譲
歩
を
引
き
出
し
て
い
た
と
い
う
事
実
も

知
っ
た
。
幕
府
は
慌
て
ふ
た
め
い
て
い
た
だ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
教
科
書
に
は
、
黒
船
襲
来
に
驚
き
、

慌
て
ふ
た
め
く
幕
府
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。

私
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
教
え
て
い
た
の
で
あ

る
。教

科
書
に
書
い
て
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
歴

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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史
の
一
側
面
で
し
か
な
い
。
ど
の
よ
う
な
事
実

を
取
り
上
げ
る
か
に
教
師
の
教
育
観
が
表
れ
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
小
学
校
三
年
の
社
会
科
で

は
、
自
分
た
ち
の
住
む
市
の
こ
と
を
、
四
年
生

の
社
会
科
で
は
、
都
道
府
県
の
こ
と
を
学
習
す

る
。
そ
こ
で
は
、
自
分
の
住
む
地
域
の
こ
と
を

誇
り
に
思
う
教
育
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
五

年
生
の
工
業
あ
た
り
か
ら
少
し
お
か
し
く
な
り
、

六
年
生
の
歴
史
で
日
本
が
嫌
い
に
な
る
教
育
が

行
わ
れ
る
。
地
域
を
愛
す
る
教
育
が
推
奨
さ
れ
、

日
本
を
愛
す
る
教
育
が
敬
遠
さ
れ
る
と
い
う
の

は
完
全
に
矛
盾
し
て
い
る
。

さ
て
、
上
の
原
稿
は
、
第
一
回
法
則
化
社
会

全
国
大
会
に
お
け
る
向
山
洋
一
氏
の
講
演
よ
り

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
向
山
氏
の
「
日
本
の

こ
と
が
嫌
い
に
な
る
よ
う
な
歴
史
教
育
で
い
い

の
か
」
と
い
う
問
題
提
起
を
受
け
て
、
法
則
化

社
会
に
集
う
社
会
科
教
師
が
立
ち
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
事
務
局
は
私
が
つ
と
め
た
。
声
を
上

げ
た
者
が
先
頭
に
立
つ
と
い
う
の
が
法
則
化
流

で
あ
っ
た
。
こ
の
全
国
大
会
は
、
現
在
、
向
山

型
社
会
科
セ
ミ
ナ
ー
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
向
山
氏
が

提
唱
し
た
「
日
本
が
好
き
に
な
る
社
会
科
実

践
」
が
提
案
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
点
で
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と

は
一
線
を
画
し
ま
す
。
古
代
の
奴
隷
制
か

ら
封
建
制
に
始
ま
り
、
そ
し
て
資
本
主
義
、

社
会
主
義
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
マ
ル
キ

シ
ズ
ム
の
歴
史
観
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立

し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
は
、
歴
史

を
社
会
を
見
な
い
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
の
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
の
人

間
の
生
き
方
、
い
わ
ば
人
間
主
義
と
も
い

う
べ
き
そ
の
上
に
立
っ
た
形
で
の
社
会
の

見
方
、
歴
史
の
見
方
と
い
う
こ
と
を
貫
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
が
日
本
主
義
と
で
も
言

い
ま
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
日
本
の
教
師
な
の
で
す
か
ら
、

日
本
人
の
立
場
に
立
ち
、
日
本
人
の
こ
と

を
温
か
く
見
る
。
ま
ず
そ
う
い
っ
た
視
点

を
貫
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

私
は
教
師
に
な
っ
て
何
度
も
何
度
も
た

く
さ
ん
の
親
た
ち
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
何
で
日
本
の
歴
史
の
勉
強
を
す
る
と
日

本
が
嫌
い
に
な
る
の
で
す
か
。」

「
日
本
に
生
ま
れ
て
こ
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
。

日
本
が
嫌
に
な
っ
た
。」

　

日
本
の
教
師
が
日
本
の
子
ど
も
に
教
え

て
こ
ん
な
馬
鹿
な
話
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
教
師
が
日
本
の
子
ど
も
に
教
え

る
と
き
、
日
本
の
国
と
い
う
の
は
す
ば
ら

し
い
国
だ
っ
た
と
思
う
よ
う
に
な
る
の
は

当
然
の
話
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
間
違
い
は
間
違
い
、
失
敗
は

失
敗
、
そ
れ
は
率
直
に
話
し
教
え
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
過
度
に
重
視
す

る
あ
ま
り
、
嫌
い
に
な
っ
た
な
ど
と
、
そ

ん
な
こ
と
を
言
わ
し
め
る
よ
う
な
こ
と
が
、

日
本
の
教
育
が
、
日
本
の
大
切
な
子
ど
も

達
を
預
か
る
教
師
が
や
っ
て
い
い
授
業
で

あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
日
本
が
好
き
に
な
る
よ
う
に
、

い
わ
ば
日
本
を
大
事
に
す
る
よ
う
な
、
そ

う
い
っ
た
中
身
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
。

（
第
一
回
法
則
化
社
会
全
国
大
会　

向
山

洋
一
氏
講
演
よ
り
抜
粋
一
九
九
九
年
一
〇

月
三
一
日
）
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年
度
末
、
三
月
二
九
日
、
三
十

日
と
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
向
山

先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
音
声

収
録
し
た
。

一
日
目
は
、
谷
先
生
と
師
尾
、

二
日
目
は
、
長
谷
川
先
生
と
板
倉

先
生
が
担
当
し
た
。
二
日
間
に
わ

た
り
、
小
嶋
先
生
が
全
体
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
と
司
会
進
行
を
行
っ

た
。
恵
理
子
さ
ん
が
、
二
日
間
と

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。

　

一
日
目
は
、
向
山
家
の
子
育
て

に
つ
い
て
、
谷
先
生
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

　

印
刷
技
術
が
す
ご
い
職
人
の
お

父
様
の
お
話
は
、
何
度
お
聞
き
し

て
も
わ
く
わ
く
す
る
。
向
山
先
生

が
「
教
育
技
術
」
に
こ
だ
わ
る
の

も
、
そ
う
し
た
こ
と
と
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

お
父
様
は
早
く
に
亡
く
な
ら
れ
た

が
、
貴
重
な
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
語
ら
れ
た
。
向
山
先
生
は

丁
寧
に
お
話
し
し
て
下
さ
っ
た
。

印
刷
の
仕
事
に
つ
い
て
洋
一
少

年
に
語
る
お
父
様
の
様
子
が
目
に

浮
か
ん
だ
。
父
親
の
仕
事
や
生
き

方
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
と
て
も

貴
重
で
幸
せ
な
こ
と
だ
。

　

お
母
様
は
、「
百
人
一
首
」
を

や
る
よ
う
な
ご
家
庭
で
育
っ
た
。

今
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
百
人
一
首
文
化
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
ル
ー
ツ
は
向

山
先
生
の
お
母
様
に
あ
る
。

　

職
人
気
質
の
お
父
様
が
、
お
母

様
の
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
百
パ
ー

セ
ン
ト
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

興
味
深
か
っ
た
。

　

向
山
先
生
の
考
え
方
を
支
え
る

も
の
が
ご
両
親
の
生
き
方
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

次
に
師
尾
の
提
案
で
、「
向
山

洋
一
の
授
業
名
場
面
、
個
へ
の
対

応
、
集
団
へ
の
対
応
」
と
い
う
こ

と
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

向
山
先
生
と
五
年
間
も
同
学
年

担
任
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
指
導

場
面
を
見
て
き
た
。

　

向
山
先
生
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
の
こ
と
が
、
私
に
は
驚
き
で

あ
っ
た
り
、
感
動
で
あ
っ
た
り
し

た
。
一
つ
一
つ
の
場
面
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
説
明
し
て
頂
こ
う
と

計
画
し
て
い
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
驚
く

ほ
ど
の
誤
算
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

私
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
、

指
導
場
面
を
思
い
出
し
て
頂
い
た
。

向
山
先
生
は
そ
の
時
の
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
て
下
さ
っ
た
が
、

　
「
あ
の
時
の
指
導
に
つ
い
て
、

教
え
て
下
さ
い
。
解
説
を
お
願
い

し
ま
す
」

と
言
っ
て
も
、

　
「
そ
う
だ
っ
た
ね
」

と
し
か
言
葉
が
な
い
。
向
山
先
生

に
と
っ
て
は
、
ど
の
指
導
場
面
も
、

そ
れ
が
当
た
り
前
で
、
話
が
そ
れ

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
向
山

先
生
の
「
当
た
り
前
の
指
導
」
が
、

教
師
の
当
た
り
前
に
な
れ
ば
、
子

供
た
ち
は
、
力
を
発
揮
す
る
し
、

幸
せ
に
な
る
と
思
っ
た
。

　

向
山
先
生
の
「
当
た
り
前
」
の

様
々
な
指
導
名
場
面
を
伝
え
、
先

生
方
の
当
た
り
前
の
指
導
に
な
る

よ
う
に
し
た
い
。

負
け
る
も
ん
か
─
伝
わ
ら
な
い
！

師
尾　

�「
口
内
炎
が
で
き
ち
ゃ
っ

た
の
。
こ
の
頃
、
い
ろ
い

ろ
考
え
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
、

気
疲
れ
か
し
ら
。
神
経
細

く
て
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ

に
出
ち
ゃ
う
の
か
も
し
れ

な
い
わ
」

向
山　

�「
そ
う
な
の
？　

た
だ
の

食
べ
過
ぎ
か
と
思
っ
た
」

次
の
日

師
尾　

�「
眠
れ
な
く
て
困
っ
ち
ゃ
う
」

向
山　

�「
案
外
、
寝
て
い
る
も
ん

だ
よ
」

─
ど
う
言
っ
た
ら
伝
わ
る
の
？

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

向山先生にインタビュー
向山先生にとっての当たり前の指導が教師の
当たり前になるように
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

初
め
の
頃
は
口
頭
で
、
そ
れ
も

自
分
の
都
合
で
時
系
列
に
発
生
し

た
こ
と
か
ら
伝
え
て
い
た
。
当
然
、

思
い
出
し
な
が
ら
話
す
か
ら
、
要

領
を
得
な
か
っ
た
り
、
言
い
忘
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
も
か
か
る
。

　

向
山
先
生
か
ら
「
以
上
？　

終

わ
り
？
」と
何
度
も
聞
か
れ「
え
っ

と
、ま
だ
あ
り
ま
す
」
の
繰
り
返
し
。

　

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
み
て
、

初
め
て
伝
わ
り
に
く
さ
が
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
改
め
た
。

⑴
あ
ら
か
じ
め
要
件
を
紙
に
書
く
。

　

緊
急
事
項
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
関

係
・
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
順
番

で
、
長
引
き
そ
う
な
相
談
事
項
は

最
後
に
す
る
。

⑵
連
絡
事
項
の
数
を
伝
え
る
。

　
「
今
日
は
○
つ
で
す
」
と
伝
え

て
か
ら
始
め
る
。
相
手
は
お
お
よ

そ
の
時
間
が
あ
ら
か
じ
め
分
か
る
。

　

最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

向
山
先
生
に
会
え
る
機
会
が
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
短
時
間
で
終
え

る
よ
う
段
取
り
を
考
え
る
。

　

あ
る
日
の
連
絡
事
項
を
紹
介
す

る
と
、
①
今
月
の
一
言
撮
影
②
色

紙
へ
サ
イ
ン
③
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
Ｑ

Ａ
撮
影
④
銀
行
の
書
類
に
サ
イ
ン

⑤
パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
書
類
へ
自
署

⑥
お
宝
資
料
か
ら
出
て
き
た
現
金

の
お
渡
し
。

　
「
本
日
は
、
六
つ
で
す
」
と
伝

え
る
と
、「
最
後
の
が
一
番
い
い

な
（
笑
）」
と
向
山
先
生
。

　
「
お
楽
し
み
は
最
後
に
（
笑
）」

と
返
す
。

　

向
山
先
生
は
笑
い
な
が
ら
も
、

素
直
に
順
番
を
守
っ
て
く
れ
た
。

【
向
山
語
録
】
お
金
よ
り

　
「
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
」
の

第
二
弾
の
制
作
に
向
け
て
、
向
山

先
生
の
資
料
を
整
理
し
て
い
る
と
、

出
る
わ
出
る
わ
。
ノ
ー
ト
の
間
、

手
帳
の
間
、
封
筒
の
中
、
資
料
の

間
か
ら
現
金
が
。

　
「
お
宝
が
出
ま
し
た
」
と
言
っ

て
渡
す
と
、
向
山
先
生
は
き
っ
ぱ

り
と
言
う
。

　
「
お
金
よ
り
資
料
の
方
が
大
切

だ
」

　

向
山
先
生
は
、
資
料
を
お
金
よ

り
大
事
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

　

全
国
の
優
れ
た
教
育
技
術
・
方

法
を
集
め
、
そ
れ
を
追
試
し
修
正

し
、
教
師
の
共
有
財
産
に
す
る

「
教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
か

ら
生
ま
れ
た
、
教
育
史
に
残
る
向

山
先
生
の
教
育
技
術
や
実
践
記
録

は
お
金
で
は
買
え
な
い
。

　

向
山
先
生
は
、
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
多
く
の
資
料
を
残
し
て
い

る
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

仕事の進め方の基本
報告・連絡・相談のコツ

▲�今月の一言は「新年度�
学級の組み立て方」�
髪の分け方に注目？！

▲�学芸みらい社の小島社長（左）と元明治図
書編集長の樋口さん（右）に囲まれた向山
先生。

▲�向山学級で読まれてい
る五色百人一首の読み
上げを披露してくれた。
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島し
ま

村む
ら 

雄ゆ
う

次じ

郎ろ
う

東
京
都
公
立
小
学
校

伝
統
文
化
教
室
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
絆

楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
き
た
十
七
年
で
生
ま
れ
た
絆
を
紹
介
す
る
。
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『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　６月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．教えて！　専門家……�回答：河野政樹氏（虹の子どもクリニック院長）�
質問：笠井美香氏

２．社会貢献活動Q&A……回答:原田朋哉氏　質問:松島博昭氏
３．TOSSサークル紹介returns……染谷幸二氏・北浦純子氏

【特別コンテンツ】
●郵便教育新コンテンツご紹介！
　郵便教育セミナーの様子と、新しいコンテンツをご紹介します。
無料ダウンロード有。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

青森
県

TOSSはっち∞

青森県八戸市立城下小学校

北
きた

浦
うら

 純
じゅん

子
こ

連絡先：kitaura.junko@toss2.com

仲間と学ぶ楽しさ、幸せを感じる
　３名のママさんでスタートしたサークル。
５年目になる。現在は13名ほどになった。
　女性がほとんどだが、男性ももちろん参加
している。例会は月１回。笑いが絶えない。
仲間と学ぶ楽しさ、幸せを感じる。今はZoom
が主流となり、小さいお子さんがいるママさ
んも参加しやすくなっている。オンライン授
業、動画づくり、英会話…と価値ある教師を
目指して日々挑戦している。

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

北海道
TOSSオホーツク中学

北海道別海町立別海中央中学校

染
そめ

谷
や

幸
こう

二
じ

連絡先：some3055＠atbb.ne.jp

TOSSオホーツク中学
　２月27日（土）、１年ぶりにリアル例会を開
催した。その間は、Zoomサークルを実施して
いた。400km離れた室蘭市に異動した石川雅
昭先生が参加するなど、Zoomならではの良さ
はあった。でも、片道100kmを運転して参加
する菊田肯児先生、勝田仁先生とのリアルで
の学びは、他に代えることはできない。感染
症対策を図りながら、国後島を臨むオホーツ
クの地で学び続ける覚悟である。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

６月 音楽セミナー・特別支援教育セミナー・
向山型社会セミナー

◆�【プレ＆アフター４回もセット！】
TOSS向山型社会セミナー大阪

GIGAスクール完全対応！ １人１台で社会科はもっと
楽しく！ もっと深く！ 学べる あの単元、あの向山実
践を１人１台時代にどう授業するか
【開催日時】2021年６月27日　13：30 ～ 16：30
【講　　師】谷　和樹・桜木泰自
　　　　　 川原雅樹・村野　聡
【参加費】�早割9000円、 

通常10000円、 
直前11000円

【主催NPO】特定非営
利活動法人TOSS 

（社会事務局）
【担当者名】小塚祐爾 
yujikoz@hotmail.com

◆�TOSS特別支援教育セミナー東京�
東京ZOOM会場

科学的根拠をもとにした特別支援教育の知見を得られるセミナー
最新エビデンスを元にした特別支援教育を日本でどう実現するのか⁉
【開催日時】2021年６月19日　13：00 ～ 16：00
【特別講師】和久田学
【常任講師】小嶋悠紀・長谷川博之
【若手講師】�武井　恒 

（山梨県特別支援学校）
【参加費】通常入金（６月16日まで）
12000円、当日入金13000円
【主催NPO】特定非営利活動法人
TOSS（特別支援教育セミナー事務局）
【担当者】加藤綾乃　 
momose.ayano@toss2.com

◆TOSS音楽セミナー in東京
TOSS音楽×ICT　～ GIGAスクール構想　１人１台端末を使った新しい音楽授業の提案～
【開催日時】2021年６月13日　10：00 ～ 12：30
【特別講師】谷　和樹（玉川大学教職大学院教授）
【講師】関根朋子（TOSS音楽代表）・飯田清美
【参加費】早割6000円、通常8000円
【主催NPO】特定非営利活動法人TOSS音楽教育研究会
【担当者】大鳥真由香　ohtori.mayuka@toss2.com
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向
山
日
記

三
月
一
日
㈪	

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
と
リ
ハ
ビ
リ
。
そ
の
後
、
恵
理
子

と
銀
行
へ
行
く
。

三
月
三
日
㈬	

師
尾
先
生
、
板
倉
先
生
、
向
山

で
三
人
会
。
い
つ
も
の
浅
草
「
み
よ
し
」。

三
月
五
日
㈮	
聖
路
加
病
院
で
定
期
検
査
。
お

台
場
で
東
京
湾
を
眺
め
な
が
ら
食
事
。

三
月
六
日
㈯	

騒
人
社
の
二
階
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
千
葉
サ
ー
ク
ル
訪
問
。
向
山
が
千
葉
大

で
講
義
を
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

荏
原
町
で
食
事
を
し
て
本
屋
へ
。

三
月
十
日
㈬	

旗
が
岡
神
社
の
前
の
床
屋
で
散

髪
。
ケ
ニ
ア
大
使
館
傍
の
店
で
食
事
。

三
月
十
一
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
夜
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中

央
事
務
局
会
議
に
出
席
。
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み

会
ま
で
参
加
。

三
月
十
三
日
㈯	

家
で
ず
っ
と
読
書
。

三
月
十
六
日
㈫	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
午
後
は
、
聖
路
加
病
院
で

脳
外
科
予
約
。
夜
、
恵
理
子
が
来
る
。

三
月
十
七
日
㈬	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、「
今

月
の
一
言
」
を
撮
影
す
る
。
と
う
ふ
「
う
か

い
亭
」
で
食
事
。

三
月
十
八
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。午
後
、恵
理
子
が
本
棚
整
頓
。

三
月
二
〇
日
㈯	

週
刊
新
潮
に
載
っ
た
記
事
に

つ
い
て
、思
わ
ぬ
教
え
子
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

三
月
二
一
日
㈰	

お
彼
岸
、
墓
参
り
。
東
京
タ

ワ
ー
の
真
下
に
あ
る
瑠
璃
光
寺
。
そ
の
後
、

近
く
の
「
う
か
い
亭
」
へ
。

三
月
二
二
日
㈪	

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
か
ら
、
向
山

塾
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
に
参
加
。
教
え
子
の
大

河
原
さ
ん
（
旧
姓
）
か
ら
T
E
L
。
ご
主
人

は
河
野
大
臣
。

三
月
二
七
日
㈯	

午
前
中
は
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
二

階
か
ら
教
材
会
議
。
午
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
か
れ
た
算
数
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。
恵
理
子
、

か
ん
ち
ゃ
ん
、
師
尾
先
生
た
ち
と
軽
く
食
事
。

三
月
二
八
日
㈰	

家
で
将
棋
番
組
を
見
る
。

三
月
二
九
日
㈪	

向
山
の
音
声
収
録
一
日
目
。

谷
先
生
と
小
嶋
先
生
と
師
尾
先
生
と
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
っ
て
「
木
曽
路
」
へ
。

三
月
三
〇
日
㈫	
向
山
の
音
声
収
録
二
日
目
。

板
倉
先
生
、
長
谷
川
先
生
と
小
嶋
先
生
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
っ
て
「
亀
七
」
と
料
亭

「
秀
」
へ
。

三
月
三
一
日
㈬	

恵
理
子
と
師
尾
先
生
と
六
本

木
「
瀬
里
奈
」
へ
。

谷
日
記

三
月
一
日
㈪	

谷
企
画
チ
ー
ム
。
全
部
英
語
。

三
月
三
日
㈬	

検
定
W
e
b
ペ
ー
ジ
更
新
打
合
せ
。

三
月
四
日
㈭	

Ｊ
Ｒ
東
海
『W

edge

』
誌
取
材
。

三
月
六
日
㈯	

読
解
力
セ
ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン

三
月
七
日
㈰	

教
材
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ

ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
。
関
西
会
場
と
関
東
会
場

で
延
べ
千
名
を
超
え
る
参
加
者
だ
っ
た
。
教

材
に
は
「
良
い
使
い
方
」
が
あ
る
。
そ
れ
を

知
る
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い
。

三
月
十
一
日
㈭	

中
央
事
務
局
を
Z
o
o
m
で
。

三
月
十
二
日
㈪	

第
三
回
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技

量
検
定
セ
ミ
ナ
ー
。
セ
ミ
ナ
ー
が
告
知
さ
れ

る
と
、
検
定
希
望
者
は
即
日
満
員
に
な
っ
て

し
ま
う
。
多
く
の
方
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

授
業
技
量
」
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

技
量
検
定
は
ま
も
な
く
正
式
公
開
さ
れ
る
。

三
月
十
六
日
㈫	

青
年
事
務
局
会
議
。
Z
o
o
m
。

三
月
十
七
日
㈬	

弁
護
士
と
打
合
せ
。

三
月
二
一
日
㈰	

子
育
て
Ｑ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
。
子

育
て
関
連
の
Ａ
が
大
好
評
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

三
月
二
八
㈰	

向
山
型
国
語
セ
ミ
ナ
ー
。
長
谷

川
氏
と
。
論
文
審
査
の
コ
メ
ン
ト
に
「
凍
り

つ
い
た
」
と
い
う
声
多
数
。
向
山
氏
か
ら
教

え
ら
れ
た
論
文
作
法
を
次
世
代
に
伝
え
た
い
。

向山・谷日記
2021年3月
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先生も子供たちも楽しくツーウェイ！
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「グラフを読み取ら
せる指導」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

本
ま
で

は３か月限定公開です！

像
は、
に
す！

編
集
後
記	

▼
教
科
書
の
構
造
を
生
か
す
に
は
、
第
一
に

そ
の
構
造
を
見
抜
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
一

冊
に
も
単
元
構
成
に
も
、
各
教
材
各
ペ
ー
ジ

に
も
構
造
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
構
造
は
教
科

書
会
社
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

配
置
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
。
ど
う
活
用
す
れ
ば
指
導
の
効

果
が
高
ま
る
の
か
。
四
月
最
初
の
教
材
研
究

は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
保
護
者
に

便
り
を
出
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

向
山
氏
の
子
供
を
大
切
に
す
る
強
い
信
念
を

感
じ
ま
し
た
。
一
学
期
も
後
半
戦
に
突
入
。

荒
れ
の
予
兆
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。
子
供
の
不
適
応
行
動
に
対
応
す
る
ヒ
ン

ト
が
高
段
者
Ｑ
Ａ
の
長
谷
川
氏
の
対
応
に
あ

り
ま
す
。（
松
島
）

▼
本
誌
編
集
長
の
谷
和
樹
氏
が
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」
の
受
検
規
定

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
も
、
日
本
の
教
師
が
身

に
付
け
て
お
き
た
い
ス
キ
ル
で
す
。
今
後
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
は
さ
ら
に
開
催

さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
私
も
参
加
し
、
学

ん
で
い
き
ま
す
。（
塩
谷
）

Digital Talkline

ID：TL6� パスワード：j6fs2n
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く
、
子
供
た
ち
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。

　

そ
こ
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
支
柱
に
塩
ビ
パ
イ

プ
を
加
工
し
、
か
ぶ
せ
る
。
こ
れ
で
ネ
ッ
ト
を

高
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

3①�

塩
ビ
パ
イ
プ
（
直
径
約
五
セ
ン
チ
）
に
ド
リ

ル
で
穴
を
あ
け
、
ボ
ル
ト
を
一
本
通
す
。

②�

ボ
ル
ト
（
太
さ
五
ミ
リ
×
長
さ
六
セ
ン
チ
）

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
支
柱
の
ネ
ッ
ト
の
溝
に

ピ
タ
リ
と
は
ま
り
、
安
定
す
る
。

③�

塩
ビ
パ
イ
プ
の
上
部
に
、
切
れ
込
み
を
入
れ

て
お
く
と
、
ネ
ッ
ト
が
固
定
さ
れ
る
。

実
践
前

4
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
支
柱
で
は
、
立
っ
た
ま
ま
ネ

ッ
ト
の
上
に
手
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
ボ
ー
ル

を
相
手
コ
ー
ト
に
返
す
の
が
容
易
で
あ
る
。

実
践
後

5
　

ネ
ッ
ト
の
高
さ
が
高
く
な
る
こ
と
で
、
難
度

が
上
が
る
。
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
サ
ー
ブ
、
ア

タ
ッ
ク
な
ど
の
技
能
が
向
上
し
て
い
く
。

　
「
や
や
難
し
い
」
か
ら
こ
そ
、
ゲ
ー
ム
性
が

増
し
、
子
供
た
ち
は
、
熱
中
す
る
。

微差力
教師の

塩
ビ
パ
イ
プ
で
ネ
ッ
ト
を
高
く 

塩
ビ
パ
イ
プ
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
を
高
く
で
き
る
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校　

千ち

葉ば 

雄ゆ
う

二じ

対
象
学
年
／
準
備
物

1
　

高
学
年
／
塩
ビ
パ
イ
プ
・
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2
　

プ
レ
ル
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

支
柱
が
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
高
価
で
あ
る
た

め
、
備
品
と
し
て
購
入
し
て
い
な
い
学
校
が
多
い
。

　

ネ
ッ
ト
型
の
ゲ
ー
ム
を
行
う
と
き
に
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
支
柱
を
活
用
し
て
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

　

し
か
し
、
高
学
年
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
支
柱
で
行
う
と
、
高
さ
が
低

▲�かぶせる深さ
は、15cm以
上に！



　教室は、教師自身が居心地の
良い空間にする。私は、文房具
やギターなど好きなもの、こだ
わりの品などを置くことにして
いる。教師の心の安定は、子供
たちに伝

でん

播
ぱ

する。

学級経営は、どの子も必ず笑顔になる「必笑」を
テーマにしている。教室も「①触れる　②つくる　
③役立つ　④表現する　⑤認め合う」という「必
笑５」を意識した環境にしている。

↑SDGsをいつも意識させるマグネット。
工作用紙とドットシールで体育の対戦表。

↑本物に触れる「虫育・花育」コーナー。羽化の瞬間はどの
子も感動する！　理科好き増加中！

東京都小平市立小平第四小学校 千
ち

葉
ば

 雄
ゆう

二
じ

教室の
風景

↑「ジャンボ ホワイト・ＴＯＳＳノート」を4枚活用。黒板
の字を隠したり、消さずに保存したりと便利！

↑提出物は、テストの空き箱を利用している。
あら不思議！　いつの間にか出席番号順に！

↑教室後方の壁面装飾は、１年間貼りっぱなしで変化なし。
写真は、１人１枚の担当で仕上げるジグソー画（向山実践の応用）。

タイアップ企画

見どころ

その①

見どころ

その②

TOSSオリジナル教材は
カタログからもお申込みいただけます！

五色百人一首のカルタ教材や、特別支援教育教材など、ヒシエス（誠文社）、スクラボ（三和製作所）の
カタログからもお申込みいただけます！　ぜひご活用ください！
※それぞれ、小学校総合、中学校総合、特別支援教育カタログに掲載されています。
※カタログに掲載されていない教材でも、両社のカタログを通して
　お申込みいただくことが可能です。地域の教材会社へご相談ください。

特報！

ヒシエス教材カタログ スクラボ教材カタログ

www.tiotoss.jp

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：a267jy

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

5月号
で紹介！

ジャンボ ホワイト・TOSS 
ノート
スタートキット　6,000円（税込）
追加３枚セット　10,000円（税込）
特典：TOSSメモ赤　プレゼント
パスワード：ag3n4z

4月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材

五色百人一首（クラスセット）
生徒10名用　6,600円（税込）
生徒20名用　12,100円（税込）
生徒30名用　16,500円（税込）
特典：五色百人一首一筆箋プレゼント 
パスワード：yxoclw
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と
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

6
2021

No.534
June

教育技術研究所

特集 “見方・考え方”が手にとるように分かる

「教科書の構造」を
生かした授業展開

令和3年5月15日発行（毎月1回15日発行）第534号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

青空の下でのびのびと写生大会
安心してできる日が1日も早く来ますように！
青空の下でのびのびと写生大会
安心してできる日が1日も早く来ますように！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法” …… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語 「わけをはなそう」 算数　「ひき算の学習」
小学2年　国語 「スイミー」 算数　「加減の筆算」
小学3年　国語 「まいごのかぎ」 算数　「わり算の学習」
小学4年　国語 「短歌・俳句」 算数　「わり算の筆算」
小学5年　国語 「俳句のイメージ」 算数　「小数÷小数」
小学6年　国語 「文の組み立て」 算数　「混じった計算」

中学校の授業実践
理科　「エネルギー変換の理解と活用」
技術　「オノマトペを活用し、技能を確実に習得させる」
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